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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　……あんなの、あたしの大好きな光ひかる君くんじゃありません。

　あたしの大好きな……えっと、天使様の前だから、素直に言えちゃいますけど、このことは友達にも絶対内緒なんですけど──えっ、みんな、気付いてる？

　知らないのは光君だけ？

　そ、それはそうかも知れないですけど……よく、夫婦とか、からかわれるし……あ、あの、でも、光君には内緒ですよ？

　安心しろ？

　あたしの姿が見え、声が聞こえているのはおまえだけ？

　よかった──って、でも、それじゃあ、もしこんなところを見られたら、あたし、危ない娘みたいじゃないですか。

　……はい、わかってます。くすん。

　あ、続き、ですね？

　はい、えっと……光君は、昔っから優やさしくて、とても素直で、自分のことより、いつも人のことを心配するような人なんです。

　もうそれこそ、放ほうっておいたら自分のお弁当でも給食費でも何でも差し出しちゃうくらい。

　頼まれたら嫌いやだっていえないし、何かこう、不幸を捉つかまえるアンテナでも持ってるんじゃないかな、ってくらい敏感で。

　だけど……そんな光君の好意を、利用する人もいるんです。

　子供が『無む邪じや気き』なんて噓うそですよ、天使様？

　え？　おまえも子供だろう、って？　そんなことないです。だって天使様、一四歳はすごく悪いことをすれば、刑務所にだって送られるんですよ？

　もう、立派な大人です。えっへん。

　もちろん、あたしはそんな悪いこと──そ、それはそうですけど、お母さんとか、泣いちゃいましたけど、あれは、光君のために！

　……あ、はい。光君の話でした。

　えっと……光君はとてもいい子で、だから、小学校一年生の頃ころから、ずっとズルをされてました。掃除を押し付けられたり、宿題を写されたり……子供って、そういうことをやれちゃう相手を敏びん感かんに見抜くんですよ？

　こいつ使える、と思ったら、悪いとかそう言うことは、全然、考えないんです。

　噓だって平気でつきます。

　音楽の成績なんかいつだって『もう少し頑がん張ばりましょう』のくせに、ピアノ教室があるとか言ったり、ＡＢＣも書けないのに英語教室が忙しいとか言ったり、お父さんやお母さんを何回も入院させたり。

　誰だれにだってわかるような噓を、平気でつくんです。

　でも……光ひかる君くんはそれを信じちゃうんです。その度たびに、大変だね、とか言って、心から心配して──そんな光君を利用する連中は、地じ獄ごくに落ちろ！

　す、すみません、熱くなっちゃいました。

　えっと……なんでしたっけ？

　あ、そうでした。新宿で何があったか、ですよね。

　……くすん。

　思い出しただけで、涙出ちゃいます。

　あんなの、あたしの大好きな光君じゃありません。

　光君は、自分がどんなに楽しみにしていても、給食のカスタードプリンを、てめえなんかもう食う必要ないだろうこのデブっ、とか思っちゃうような──い、いえ、いまのはあくまで一般論で、あたしがそんな風に思ってるとかじゃないですよ？

　そ、それよりプリンの話です。

　つまり光君は、自分が食べたいのを我が慢まんしてでも、人を喜ばせようとする人なんです。例たとえるなら……タイトルを忘れちゃったんですけど、童話で、自分の体に貼はられた金きん箔ぱくとか、宝石の目とかを、ツバメに頼んで、困っている人に届けてもらう、銅像の王子の話があるじゃないですか？

　え、知らない……そ、そうですか……天使様ですものね。

　でも、あるんです、そういうお話が。

　光君の行いを見るたび、あたしはそのお話を思い出すんです。

　でも、あたしはツバメにはなりません！

　ツバメは王子の体から高価なものを全すべて剝はぎ取って、南に渡れずに死んでしまい、銅像もみすぼらしい姿になって誰からも顧かえりみられなくなりますけど、あたしはそんなことさせません！　光君を利用して楽をしようなんて許さない！

　だけど……光君があんな風に変わってしまうのはもっと嫌です。

　今夜の光君は、別人でした。

　まるで、飢うえた犬みたいになって、他ほかの人が食べようとしていたものまで奪うばって食べて、子供がそれで泣いたら──ニヤリと笑ったんです！

　あの光君が、ニヤリって！

　いやー!!　あんなの、あたしの光君じゃないっ!!

　──コンコン、ってノック？

「……あ、愛あい……？　どうしたの、大丈夫……？」

　お、お母さん？

　天使様、もしかしてあたし今、ものすごく大きな声を？──そ、そうですか……。

　──こほん。

「な、なんでもない、ちょっと、補ほ導どうされかけて怖かったのを、思い出しちゃっただけだから」

「……本当に？　ホットミルクとか持ってきてあげようか？」

「ううん、平気」

「……そう」

　心配かけてごめんなさい、お母さん。

　あ、はい、続きですね。でも、お母さんは──もう下に降りた？

　わかりました。

　えっと、光ひかる君くんは、普ふ段だんはとっても少食なんです。本当にもう、おにぎり一個で、お腹なか一杯になっちゃうくらいに。

　なのに、今夜は怖いくらいに食べて、そして飲んでました。

　胃が破は裂れつしちゃうんじゃないか、って心配になるくらい詰め込んで、それでもまだ食べようとして──

　え、罪？　すごく重い罪だっていうんですか、それが!?

　で、でも！　光君が悪いんじゃないです！　あれは、そそのかされたんです！　そうじゃなかったら、光君があんな風に食べるはずがありません！

　……あの女の子たちが、悪いんです。

　だって、そうじゃなかったら、光君があの後にあんな……女の子たちに襲おそいかかって裸に剝むくなんてこと──。

　い、いえ、光君が服を破くところは見てないです。あたしは進路指導の先生に見つかって、震えながら『連行』されるところでしたので……。

　だけど、悲鳴を上げて、服がボロボロになってほとんど裸はだかの女の子たちが、食べ放題レストランのフロアから飛び出してきたのは見ました。

　で、でも、とにかく光君が悪いんじゃありません！

　悪いのは、絶対にあの子たちです！

　光君を騙だまし、そして、いやらしく誘ゆう惑わくしたに決まってます！　じゃなかったら、光君があんなこと、するはずがありません！

　──あの悪あく魔まっ！

「愛あい!?　愛、大丈夫なの!?」

　はっ、お、お母さん！……天使様、あたしまた大声を？　そ、そうですか。

「お母さん、本当に何でもないから！　その、ちょっとラジオで投とう稿こうが読まれて、それで嬉うれしくて踊っちゃっただけだから！」

「ラジオに投稿!?──ああ、どうしましょう、お父さん！」

「しっかりするんだ、きっとまだ錯さく乱らんしているんだよ。いまはそっとしておこう」

「でも！　愛あいの部屋にラジオなんかないんですよ！」

「静かに。さあ、下に行こう」

　そ、そうだった……。

　──ふう。

　そうなんです、天使様。この部屋、ＴＶはあるけど、ラジオはないんでした。

　あ、はい、わかってます。

　光ひかる君くんのことは、あたしが守ります。これまでだってそうしてきたつもりです。ズルをしようとした男子たちを、怖いけど怒ったり……これからだって、きっとそうします。

　はい。誓います。

　拳こぶしだって握っちゃいます。

　絶対──あたしの大好きな光君を、堕だ落らくさせたりなんかしません！

　はいっ、愛の力で!!
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　始まりは、白しら鳥とり愛あいの独ひとり言ごとの夜より、一ヶ月ほど遡さかのぼった夜のことだった。

　東京都千ち代よ神がみ宿じゆく区く──千代田区と新宿区の間にあり、十万区民が暮らすこの区は、古く鎌倉の御み世よより続く千ち代よ神がみ神じん社じやを中心として発展をした、いわゆる『下町』である。

　だが、その言葉のイメージとは裏腹に、アメリカ空軍の重じゆう爆ばく撃げき機き、空中要よう塞さい、Ｂ─29フライング・フォートレスの大編隊による、三度の東京大空襲の被害を奇跡的に免まぬがれ、今も昔の面おも影かげを残す家々には、巨大な洋館が多かった。

　それはこの一帯が戦前、敗戦後解体された財ざい閥ばつと呼ばれた富ふ豪ごうたちの別宅が多くあった場所だからであった。しかしそれも、多くは老ろう朽きゆう化かのために解体され、土地は分割されて、新たな都民の暮らしの場となった。

　だがその中にあって、古き戦前の面影を残す館やかたも確かにあるのだ。

　神かみ代しろ邸ていもそのひとつである。

　一戸、数億円の住宅が並ぶ中にあっても、格の違いを見せ付けているこの館は、周囲を高い壁に囲まれて、容易に中を見ることはできない。刺とげのついた格子には強い電流が流れ、一定の間隔で監視カメラが並んで、近付く者を『見ているぞ』と脅おどしている。正面の巨大な門は鋼こう鉄てつの引き戸で、黒く塗られて異様な雰囲気を醸かもし出していた。

　外国人強盗団などが横行し、一向に治安の回復の見込めない都内にあってこれは、富める者の当然の備えのように一見すると見える。

（だが、違うな）

　黒い燕えん尾び服ふくにマント、頭にはシルクハットをかぶった、どう見ても時代錯さく誤ご、現れた場所を間違っているとしか見えない男は、月明かりの下でステッキの頭で帽子の鍔つばを軽く上げた。

　その下から現れた顔は、若く、そして精せい悍かんだったが、鼻の下の口くち髭ひげがあまり似合っているとは言えなかった。男はその片方を白い手袋をした手で抓つまんで伸ばすと、指を離した。整って尖とがった髭が、くるりと軽く丸まる。

（これは、盗みを防ぐためのものではない。我々への──備えだ！）

　男はフェンシングのようにステッキを構えると、その先端を門へと伸ばし突き込んだ。

　ガァン、とドラム缶を木材で思い切り叩たたいたような音があたりに響いた。

　だが、鋼鉄の門もん扉ぴは、もちろんびくともしない。

　それでもシルクハットの男は先端を離さなかった。

　すると、変化が起こった。

　ステッキの先端が触れた場所から外に向かって波紋のようなものが広がり、中心からゆっくりと、門扉が屋敷の内側に向かってたわみ始めたのだ。まるで、見えない杭くいがゆっくりと押し込まれているかのように。

　滑車が悲鳴を上げてレールが歪ゆがみ、ついには轟ごう音おんを上げて門扉は門柱の一部を破壊して吹き飛んだ。何百キロもある鋼鉄の板は食べ終わったキャンディの包み紙のようにくしゃくしゃになってそのまま庭の噴水を破壊した。

　その滴しずくは男の足元にまで飛び、よく磨みがかれた黒い革靴に跳はねた。

　途端、男は悲鳴を上げた。まるで強力な硫りゆう酸さんか何かであったかのように、男の靴は煙を上げて融とけたのだ。

（聖水の噴水かっ！）

　男は、獣けもののように唸うなりながら靴を地面に蹴けりこんで滴を落とすと、ステッキの先端を敷地へと突き込んだ。すると噴水の真下で陥没が起こったのか、それはたちまちの内に地面へと飲み込まれたが、亀き裂れつはたちまちにして何事もなかったかのように口を閉じた。

　男は門のレールを跨またいで境界を越えて敷地の中へと足を踏み入れ、シルクハットの下で苦痛に顔を歪ゆがませた。足元から煙が上がる。男が前に進むと、後には、まるで焼やき印いんを押したかのように黒く地面が焦げた痕あとが残ったが、それは靴の形をしてはいなかった。

（む）

　噴水があった場所まで進んだ時、邸てい内ないは眩まばゆい輝きに照らし出された。男は、四方から浴びせられた白光に囚とらわれ、足を止めた。けたたましくサイレンが鳴り響き、たちまちにして周囲を警けい備び員いんたちに囲まれ、男はステッキで軽く自分の肩を叩たたき、そして訊きいた。

「──これだけか？」

　警備員の数は、三十数名。全員が特殊部隊のようなデザインの、同じ白い制服に身を包んでいるが、腰のベルトには十字架と聖書、それに透明な小こ瓶びんが何本も下がっていた。

「負け惜しみはよせ、悪あく魔まめ！」

　部隊を率ひきいているらしい男が、吐き捨てるように言った。

「それなりの力は持っているようだが、我らに敵かなうと思うか！　我らは人間ではないぞ！」

「おお、なんと恐ろしい言葉だ！」

　シルクハットの男は、自分を抱きしめるようにして震ふるえ上がって見せた。

「人間ではない？　ではなんだ？　そうか、悪魔か！　おお！　ならば誰だれもが震え上がる！」

「我らを悪魔呼ばわりするか！　この下級デモンめ！」

「デモン？」

　男は自分を抱き締めて身み悶もだえするのをやめると、ステッキを握り直し、その頭でシルクハットを軽く持ち上げた。

「……私をあんな連中と一緒にしてもらっては困るな」

　男がふっと微笑ほほえむと、ぎゃ、と悲鳴が上がった。

　警備隊長が声のほうを振り向くと、男の周りを囲んだ警備員の内、二人の体を、黒マントの端が伸びて貫いていた。

　串くし刺ざしにされた二人は、酸素を求める魚のように口をぱくつかせ、瞳ひとみで隊長に救いを求めたが、その肌はたちまち灰色に変わり、まるで灰ダストで出来た彫ちよう像ぞうであったかのように、着ていた服もろとも灰ダストとなって崩れ落ちた。

　ギチギチと音を立てて震ふるえるそれは、まるで巨大な昆虫の脚のように見え、隊長は男の正体をやっと知った。

「馬鹿な！　地獄の七将軍ヘル・セブンスの一人、バール・ゼブルだと!!」

「その通り」

　ぎゅるん、と男の周囲でマントが回転した。巨大な蠅はえの脚が、警備員たちの体を腰のところで一瞬にして切断した。

「光栄に思いたまえ。このような用件でなければ、私が自ら君たちのような下級天使を相手にすることなどないのだからな──ふむ、聞こえていないか」

　隊長を含めた残りの警けい備び員いんたちは、初めの二名と同じく、灰となって崩れ落ち、吹きぬけた風にたちまち散ってしまった。

　シルクハットの男──《蠅の王》として知られる悪魔将軍デモン・ジエネラル《バール・ゼブル》は、脚をマントの形に戻した。

　そして、ステッキを回して鼻歌を歌いながら、いまだサイレンの鳴り止やまない古い洋館に向かって、散歩でもするように再び前進を始めた。




「あなた……」

　窓のところで動かない当主、神かみ代しろ翔しよう太たの背中を見つめる、妻の神代恵めぐ美みの声は不安に満ち満ちていた。彼女にも感じられたのだろう。警備員に扮ふんした同どう胞ほう──九階層ある天使階級のうちで最下層の《エンジェルス》に属する者たちの存在が、ほとんど瞬時に搔かき消されたのを。

「来たのですね……我らが仇きゆう敵てきが」

「ああ」

　カーテンを握り締め、翔太は呟つぶやいた。この日のことは予言されていた。あの子を──光ひかるを任された時からだ。彼はカーテンを乱暴に閉ざすと、妻の傍そばに向かった。

　跪ひざまずいた美しい彼女の脇わきには、一台のベッドが置かれている。近付くと妻は立ち上がり、翔太は彼女の腰を軽く抱くようにしてベッドを見下ろした。

　中で眠っているのは赤ん坊ではない。今年で一四歳になる男の子──神代光と名付けた、神代家の養子だった。

　だが、まるで赤ん坊のように無む邪じや気きに眠っている。外の騒ぎはここまで響ひびいてきていたが、普通なら飛び起きそうな轟ごう音おんにも、まったく動じずに眠り続けていた。

　互いに頭を付け、この一四年間の日々を振り返り、切ない気持ちで見つめていると、何かいい夢を見ているのか、光は柔らかく微笑ほほえんだ。誰もが、思わず微笑み返してしまうような、そんな愛らしい微笑みだった。

　年よりも若干、幼く見えるのは、神聖さが失われていないためだ。

「……この子を穢けがさせるわけにはいかない」

　翔しよう太たが呟つぶやくと、恵めぐ美みもはっきりと頷うなずいた。夫は体を離すと妻と向き合った。結けつ界かいを破り、悪あく魔まが館やかたの中に侵入したのが、はっきりと感じられた。今いま頃ごろは使用人に扮ふんしていた《エンジェルス》たちが戦っていることだろう。だが、悪魔がここへ辿たどり着くのは、時間の問題だった。

「我らに出来ることは、高位の皆様たちが降こう臨りんされるまでの時間を稼かせぐだけだ。そのためにはこの命、散らさねばなるまい」

「覚悟は出来ています。けれど……高位の皆様は何ゆえ、すぐに救いの手を差し伸べては下さらぬのでしょうか？」

「……いろいろとあるのだろう」

　翔太は、そうとしか答えられなかった。

　この計画そのものを、快く思っていない高位天使がいることは噂うわさで聞いていた。

　気持ちはわかる。翔太自身、光ひかるをこの目で見、腕に抱くまで、半信半疑であったのだ。

　だが、今は違う。

　たとえ、これがもはや任務でなかったとしても、命を賭かけて光を守ったであろう。親とはそういうもののはずだ。そして自分と妻は、間違いなくこの一四年で、光の親になっていた。

（よくぞ、ここまで無む垢くに育ってくれた）

　翔太は手を伸ばし、光のキャラメルカラーのサラサラの前髪を掬すくった。滑らかな髪はするりと指の間から逃げて少年の眉み間けんをくすぐり、彼に、んん、と寝言を漏もらさせた。それを聞いて恵美は、深いため息をついた。そうして膝ひざを折ると、柔らかそうな頰ほおに唇くちびるを押し当てた。

「……おやすみなさい、わたしの光。いずれまた、天上で逢あいましょう」

「私も、その日が来ることを信じている──息子よ」

　翔太はもう一度、光の寝顔を見てそれを瞳ひとみに焼き付け、踵きびすを返した。

　扉へと向かうその体が光り輝き、白光が収まった時、翔太の姿はそれまでの背広姿から、白いローブを纏まとった《エンジェルス》の姿へと変わっていた。

　髪は黄こ金がね色いろに波打ち、その上で光ひかりの円盤が輝いていた。左手には円まる盾たて、右手には両りよう刃ばの剣けんを握っている。

　そして──背中には、真っ白な猛もう禽きんの鳥の翼つばさ。

「あなた」

　振り返ると、妻の姿も天使へと変わっていた。手には同じく、円盾と剣がある。

「こんなことをいうのはいけないのかも知れないけど……この一四年、とても楽しかった。光のことと同じくらい、あなたを愛しています」

　翔太は、驚きに目を瞠みはった。

　天使には、与える《愛》はあっても、それを貰もらうことはない──そう教えられていた。だが、それは間違いだった。光を育てた一四年で、自分は、そして妻は無む垢くな愛をたっぷりともらった。そしてそれは、初めはただの任務のパートナーであった相手に対しても愛いとおしみを生んだ。

　それはひょっとしたら自分だけの想いなのかもしれない、と翔しよう太たは思っていた。だが、違っていた。胸に熱いものが込み上げ、気がつけば頰ほおを涙が伝っていた。

　恵めぐ美みの盾たてを腕に括くくった方の手が伸びて、それを拭ぬぐった。

　翔太はその手を取り、頰に押し当てて微笑ほほえんだ。

「私もだ、妻よ」

　わかっていますよ、と言うように恵美は微笑んだ。

　その微笑みで、もはや思い残すことは何もなかった。翔太は手を離すと、戦士の顔になって部屋を出、彼女がそれに続くと扉とびらを封印した。

　大階段の方で爆音がして、振り返ると吹き飛ばされた執しつ事じが壁に叩たたきつけられ、黒い鞭むちのようなもので打たれて四し肢しを切断された直後、灰ダストになった。

　ずう、と黒い影が伸びてくる。この館やかたそのものを侵しん蝕しよくする黴かびのように。

　翔太と恵美は臆おくすることなく、階段へと向かった。

　早足のまま翼つばさを広げて羽ばたく。

　ふわりと体が上がるとすぐに、翼を折り畳たたんで空気抵抗を弱め、一気に大階段の上空へと飛び出し、翼を大きく広げて空中に停止した。

「止まれ、悪魔デモン！」

　眼下の赤あか絨じゆう毯たんの上を、ステッキを持ったシルクハットの男が上がってくる。壁に映った影はこの男のものだったが、それを作り出すような光源はこの家の中にはないはずだった。

「たとえ貴き様さまが七将軍セブンスの一人であっても、ここは通さぬ！」

「ほう？　私を《バール・ゼブル》と知ってなお、止めるというのかね？」

　男は、ステッキの頭でシルクハットを持ち上げた。単眼鏡モノクルが似合いそうな風ふう貌ぼうだった。

「止める！」

　翔太は翼を畳むと、海鳥が海中の魚に襲おそい掛かるように剣を前にして急降下した。

　鈍い手て応ごたえがあった。だが──

「なんのつもりかね？」

　バール・ゼブルは腕を伸ばした掌てのひらでそれを難なく止め、さらに階段を上がる足を止めることもなかった。剣先は悪魔の手袋に触れることも出来ず、ぶるぶると震えている。バール・ゼブルが一段階段を上がると、翔太はその分、壁へと押し返された。

「あなたっ！」

　悪魔の背中から、恵美が打ちかかる。

　だが、その一撃一撃の悉ことごとくを、バール・ゼブルは振り返りもせずに、手にしたステッキで払った──まるで、蠅はえを追うように。

「どうした、天使たち？　少しは楽しませてくれないと、わざわざ《万魔殿パンデモニウム》から出向いた甲か斐いがないぞ？」

　バール・ゼブルは喉のどの奥で笑った。

　わかりきっていたことだ。バール・ゼブルたち、悪魔七将軍ヘル・セブンスは、天使で言えば最上階級の《大天使アークエンジエルス》と互角に渡り合う力を持っているのだ。最下階級の《エンジェルス》の攻撃など、何の痛つう痒ようも感じてはいないだろう。

（それでもっ！）

　翔しよう太たは渾こん身しんの力を込めてはばたき、剣を突き込んだ。傷を負わせられなくてもいい。彼の天使たちが来る、その時まで一分でも、一秒でも時間を稼げれば！

　剣先で火花が散り、バール・ゼブルの歩みが、ほんの微かすかだが鈍った。

「ほう、頑がん張ばるな？　だが──」

　ステッキが唸うなり、恵めぐ美みの剣を砕くだき折り、そのまま彼女の翼つばさを打うち据すえた。骨が砕ける嫌な音がして、恵美はきりもみしながら階段を落下した。

　天使は鳥のように翼で揚よう力りよくを生み出して飛んでいるわけではない。だが、それでも翼を失えば落下してしまう。翼は天使が飛ぶためには必要不可欠な触媒カタリストなのだ。

　彼女の翼は灰ダストへと変わり、体は階段に叩たたきつけられて弾んだ。しかし、床に転がることはなかった。バール・ゼブルの黒マントが刺とげのように伸びて胸を貫いた瞬間、恵美は一瞬にして灰となり、澱よどんだ空気中へ拡散してしまった。
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「恵めぐ美みっ──ぐあっ！」

　ぐうっと、バール・ゼブルの腕が伸びたように見え、翔しよう太たはその掌てのひらに押され、壁に叩たたきつけられた。そこは悪あく魔まの影の中だった。

「さて、もういいだろう？　君たちのお遊びには、十分に付き合った。──消えたまえ」

　ずぶり、と体に影がめり込む。

　翔太は悲鳴を上げた。

　沈んでいるのではなかった。触れたところが灰と化し、削れていっているから、あたかも影に沈み込んでいるように見えるだけだった。

　体が崩れていく、言いようのない激痛の中で、翔太は叫んだ。

「貴き様さまの負けだ、バール・ゼブル！　貴様はあの子に近付くことすら出来ない！」

　シルクハットの下で、男は眉まゆを顰ひそめた。

「存在が消えうせる、最さい期ごの言葉がそれかね？　負け惜しみとは芸がない」

「……すぐにわかるさ」

　押し込まれ、肉体が完全に分解されるその瞬間まで、翔太は悪魔を睨にらみつけ、高位の天使が降こう臨りんして光ひかるを守ってくれることを、信じて疑わなかった。




　小さく舌を打ち、バール・ゼブルは壁に押し付けていた手を剝はがした。明かりの割には大きすぎた影は元に戻り、いまは足元でおとなしくしている。

　ステッキをくるりと回して残りの階段を上がると、左右に長い廊下が続いていた。それなりに美しい彫刻が施された扉が幾いくつも並んでいたが、そこから天使が飛び出してきて襲おそいかかってくる気配はなかった。

（あの二人が、最後だったようだな）

　知覚を伸ばして探ってみても、他の天使たちの存在は感じられなかった。

　だが、代わりに圧倒的な神聖さを放っている輝きをひとつ、階段を上がる前から感じていた。ここにいても、火傷やけどを負ってしまいそうだった。

　しかし、近付けない、というほどではない。神聖さは悪魔にとっては火のようなものだ。憧あこがれであり、同時にこの身を灼やくものでもある。

（こっちか）

　焚たき火びに蛾がが引き寄せられるように、バール・ゼブルは迷うことなく廊下を進んだ。

　一歩毎ごとに熱さが増していく。

　部屋をひとつひとつ開けていく必要などまったくなかった。これだけの神聖さを放射しているのだ。扉に印が書いてあるようなものだった。

　バール・ゼブルはその前に立つと、マントから変化させた脚を伸ばしてノブに触れた。

　細かい毛の生えた足裏が、煙を噴き上げて爛ただれる。

　だが、気にせずノブを捻ひねり、扉を引き剝はがして倒した。廊下に轟ごう音おんを響かせて、重い両開きの木製の扉が倒れ、途端、光ひかりが溢あふれ出してバール・ゼブルは目を眇すがめた。神聖さが黄おう金ごんの光の波となって可か視し化かしている。

　腕で顔を庇かばいながら、部屋へと入った。

　長く捜し求めたあの《御方》をついに悪魔は見出した。その《御方》とは、ベッドですやすやと眠る一四歳の少年だった。

　その安らかな寝顔を見て、バール・ゼブルは不快気に顔を曇らせた。

「何ということだ……」

　黒い袖そでからも煙が上がりだした。このままではやがて燃え上がってしまうだろう。そうして後には灰ダストではなく、塩が残ることになる。あのソドムの街のように。

　あの天使の言葉は、負け惜しみではなかった。

　これほどの神聖さの前に立っては、たとえ悪魔七将軍ヘル・セブンスといえども長くは持ちこたえられない。下級悪魔など、一瞬で消滅してしまうだろう。

（確かに触れることも叶かなわないな、これは。だがそれは、あくまで我ら悪魔族の場合だ。人間へと転てん生せいなされたこの《御方》を再びお迎えするのに、何も我ら自身の手でなくてはならないということはない。人は人の手で）

　バール・ゼブルは腕を天井へと伸ばした。すると、先ほどまで晴れ渡っていた空が一転して曇って月を覆おおい隠し、低く唸うなるような音を発して鈍色にびいろに輝いた。

「《万魔殿パンデモニウム》に住すまいし我が同胞よ！　もっともふさわしき《罪シン》を持つ者を選び、この者の元へと遣つかわせ！」

　雷鳴が轟とどろき、七つの稲妻が地から上って、七つの場所へと落ちた。

　バール・ゼブルはそれをはっきりと感じた。

　──地獄の使徒ヘル・アポストルは選ばれた。

　微笑ほほえみ、《蠅はえの王》はベッドを振り返って、そこで眠る少年の背中を見た。

　目が灼やけそうだった。

　だが、この輝きもすぐに薄れ、再び闇やみを取り戻すだろう、とバール・ゼブルは確信した。その時こそ、天使どもとの決着をつける時である。

　それにしても、この騒ぎの中にあって目を覚まさないのは、何かの結けつ界かいが張ってあるのかとも思ったが、そういうわけではなく、単に眠りこけているようだった。

　豪ごう胆たんなのか、それとも単に眠りが深いのかはわからなかったが、目が覚めた時、世界が一変していることに、さすがに驚かぬわけにはいかないだろう。

　その顔を見たい気もするが、この神聖さの前で朝まで留とどまるのは無理だった。

「では、またいずれ」

　バール・ゼブルはシルクハットを脱ぐと、紳士的にお辞儀をした。

　すると、何かを感じたのか、少年・神かみ代しろ光ひかるは寝返りを打って振り返り、そうして何な故ぜか、にっこりと微笑ほほえんだ。途端──

「うひぃー、まぶちぃーッ！」

《蠅はえの王》の体は炎となって燃え上がり、光ひかりの大波を受けて現世から弾はじき飛ばされた。

　哀れな蠅の姿となって、地獄の悪魔の城《万魔殿パンデモニウム》まで一瞬にして弾き飛ばされたバール・ゼブルは、その後の半年をその姿ですごす羽は目めになった……。




　その夜から、約一ヶ月後──白しら鳥とり愛あいの怪しげな独ひとり言ごとの夜から数日前。

　神代光は、千ち代よ神がみ宿じゆく区く・神かみ代しろ町ちようの薄暗い公園のベンチに膝ひざを抱えて座りながら、冴さえ冴ざえと冷たく輝く月をぼんやりと見上げていた。

　学ランの上にコートを羽織り、ぐるぐるとマフラーを首に巻きつけ、手にはミトンの手袋をはめていたが、見るからに寒そうな様子だ。女の子みてえ、とからかわれる可愛かわいらしい色白の顔の、その鼻の頭は赤くなっており、時折、思い出したように鼻を啜すする。

　すぐ脇わきには、大きなボストンバッグがパンパンにふくれた学生革かわ鞄かばんと共に、無む造ぞう作さに置かれていて、運動部の部活の帰りにちょっと休憩、という風には見えなくもなかったが、一四歳にして身長が一五五センチという小柄な少年は、どちらかといえば家出少年のように見えた。

「おい、坊主」

　暗がりからそう声を掛けられて、光はまた鼻を啜って綺き麗れいな月から目を離した。

　コツコツと杖つえをつく音と共に、外がい灯とうのぼんやりとした明かりの中に現れたのは、腰のずいぶんと曲がった老人だった。モコモコした暖かそうな半はん纏てんを羽織り、頭にはニットの帽子を被かぶっている。片目が白く濁っていて、暗がりで出くわしたら、ちょっとぎょっとするような面めん相そうだったが、光はにっこりと微笑みかけた。

「こんばんは、おじいさん。あ、すぐにどきますね」

　光はそう言って、二つの鞄かばんを抱えて立ち上がった。公園に散歩に来る人たちには、決まったベンチがある、と前に聞いたことがあった。きっとここはこのおじいさんのお気に入りの場所に違いない──そう思ったのだった。

　だが、老人は杖を上げると、それで光の肩を軽く叩たたいた。

「そんな必要はない。座っとれ。せっかく尻しりが暖まった頃ころじゃろう？　わしは隣でいい」

「はい、ありがとうございます」

　光は鞄を抱えたまま座りなおした。ベンチの木には自分の体温がまだ消えずにあって、その温ぬくもりに光は幸せを感じた。

　老人は、よっこらせ、と呟つぶやきながら腰を下ろすと、懐ふところからパイプを取り出して煙草タバコを詰め、マッチをすって火を点つけると、すぱすぱとそれを吸った。

　吐き出した息が白いのは、寒さのためか、それとも煙草の煙なのか、光には判断がつかなかったが、煙は形を様々に変えて、それが面おも白しろくて光ひかるは微笑ほほえんだ。

「……おかしな坊主じゃな」

　濁っていない方の目を、ぎょろりと老人は動かした。

「こんなもんがおもしろいか？」

「はい。いろんな形に変わって、白い万華鏡カレイドスコープみたいです」

「ふん」

　老人は鼻を鳴らすと長々と煙を吸い込み、ゆっくりと吐き出した。それは煙の輪で、その後にロケット型の煙が口から飛び出して、輪の中を通り抜けて消えた。

「わあ、すごい！」

　御世辞でも何でもなく、光は感動して拍手をした。ミトンの手袋がまふまふと鳴った。

　老人はもう一度鼻を鳴らしたが、それは照れ隠しのように思えた。

「『ロード・オブ・ザ・リング』という映画を知っとるか？　それに出てくるじじいが、煙草タバコの煙で帆はん船せんを作って煙の輪の間を通して見せたらしくてな。やってくれ、とせがまれたんじゃが、あんなのはＣＧだって言っても聞かなくてな。仕方ない。練習したんじゃが、ま、これが精一杯ってところじゃ」

「御孫さんに？」

　老人は首を振った。

「この間引っ越した、近所の子供さ。──おまえさん、昨日きのうもここにいたな？　家出か？」

「家出というか……」

　光は鞄かばんを抱えた格好で、小こ首くびを傾かしげた。

「家を急に出なくちゃならなくなって、どうしようかなあって考ながらお月様を眺ながめてたら、また、いつのまにか眠っちゃったんです」

「おいおい……」

「それで朝になったので、学校に行って、さっきはまた、どうしようかなあ、って月を見ながら考えてたんです」

　そういって微笑むと、老人は呆あきれた顔をして、それから豪ごう快かいに笑った。

「のんびりした坊主だのう！」

　深々と煙を吸い、今度は何が出来るんだろう、と光は期待したが、吐き出された煙は特にこれといった形にはなっていなかった。それでも、拡散していく様子は面白く、つい手を伸ばして指で突いてみたりした。

「しかし、こんな寒空で野宿などしたら死ぬぞ？　昨日は運がよかっただけだ。どんな事情があるかは知らんが、早く家に帰りなさい」

　光は首を振った。

「あそこは僕の家だけど、でも、もっと必要としている人がいるから」

「おまえさんにだって必要じゃろう」

　光ひかるは、そうなのかな、と首を傾かしげた。

「おかしな坊主じゃな。名前はなんて言う？」

「神かみ代しろ光です」

　すると、老人の濁っていない方の目の上の眉まゆが跳はね上がった。

「神代!?　おまえさん、ひょっとして神代屋敷の跡取り息子か？」

　光が頷うなずくと老人は、それで合が点てんがいった、という風に頷いた。

　名前を言っただけなのに、何か色々なことがわかってしまったようだった。光は不思議そうに老人の横顔を見た。皺しわが深すぎて表情は読めない。

　やがて、老人はゆっくりと立ち上がった。

　もうお別れだろうか？　少し残念だったが、引き止めることは出来なかった。ここはとても寒いし、風か邪ぜを引いたりしたら大変だ。

　杖つえを鳴らしながらベンチを離れる老人の、その曲がった背中に、

「おやすみなさい、おじいさん」

　と光は声をかけた。すると、

「……玄げんじゃ」

　老人は立ち止まってそう言った。光は頷いた。名前を教えてくれたのだろう。

「おやすみなさい、玄さん」

　だが、玄と名乗った老人は立ち去ろうとはせずに、静かに振り返った。

「……おまえさんも一緒に来るんだ。寝る場所くらいは貸してやる」

「え、でも──」

「おまえさんのために言ってるんじゃない。わしのためじゃ。こんなところで子供が野宿していると知っちまって、そのままほったらかしにして、翌朝のニュースで『都内の公園で子供が凍死！　恐るべき都会の無関心』なんぞというのを見ちまってみろ。老い先短い一生、わしは寝覚めが悪い。老人にそんな思いをさせたくなかったら、とっとと来い」

　光は目を瞬しばたたき、それから慌あわてて荷物を抱えたまま立ち上がった。玄の言い方は厳しいが不器用な優しさが滲にじんでいて、光ひかるは玄に追いつくと、にっこりと微笑ほほえんだ。

　老人は鼻を鳴らすと暗い公園の夜道を歩き出し、光は彼に合わせてゆっくりと進みながら、やっぱりこの世の中には温かい何か大きな存在があって、優しく見守っていてくれるんだなあ、としみじみと感謝した。

　月夜の下を歩きながら、光はいろんなものを見た。昼間とそこにあるものは同じでも、闇やみの中では全く違う顔を見せる世界に、思わず微笑みがこぼれてしまう。すると、お腹なかが空腹を訴えて派手な音を立てた。

　ちょっと恥ずかしくなって、光は、えへへ、と笑った。

「残り物でよけりゃあ、餅もちがあるぞ？」

「いえそんな、悪いです」

　光ひかるが慌てて首を振ると、玄げんに睨にらまれた。

「子供は変な遠慮をするもんじゃない。餅だって黴かびだらけになって捨てられるよりましじゃ」

「ありがとうございます……だけど僕、御飯ならちゃんと食べてるんですよ？」

「金がないわけじゃない、ってことか？」

「ううん、お金はないです。子供には必要ないだろ、って取り上げられちゃったから。でも、御飯はちゃんと食べてるんです──それで……ちょっと行きたいところがあるんですけど、いいですか？」

「坊主の食事の秘密か？」

「はい」

　光が頷うなずくと、玄は杖つえで少年の尻しりを軽く叩たたいた。

　行け、ということなのだろう。彼と共に公園を出ると、光は、すぐ傍そばの通りの向こうにポツリと明かりの灯ともった、コンビニエンスストアを指差した。

「あそこで、学校の先輩が内緒でアルバイトをしてるんです。本当は、僕も雇ってもらえたらよかったんだけど、僕、のんびりしてるから、向いてないって言われて」

「じゃろうな。おまえさんは、客商売には向いとらん」

「はい」

　歩行者信号が青になるのを待って、車の往来の多い道路を渡ると、駐車場を抜けてレジの隣の窓の外に光は立った。駐車場には三台ほど車が停とまっている。店内にはその持ち主らしい客がレジに並んでいた。

「入らんのか？」

　玄の質問に光は指を口に当てて、しーっと言った。

「これって、秘密ですから」

　やがて会計を済ませた客が店から出てきて、レジの前が空になると、光は窓を軽く叩たたいた。店の制服であるエプロンをつけた少年が振り返り、光の姿を認めると、秘密の合図のように腰の辺りで拳こぶしを握り、立てた親指で店の奥を指した。その先にはスタッフ用のスィングドアがあって、店の裏手に繫つながっていた。

「ここでちょっと待っててくれますか？」

「構わんぞ」

　玄は両手で杖をつくようにして顎あごをしゃくり、行け、と言ってくれた。

　光はぺこりと頭を下げると、車が出て行って空っぽになった駐車場を横切り、配送用のトラックが止まるスペースを過ぎて店の裏手に回った。怪しい取り引きみたいだ、と、どうしてもわくわくしてしまう。

　大きな扉の前で少し待っていると、静かに開いて先輩──林はやし田だ是これ政まさがこそこそと現れた。手にはビニールの買い物袋を下げている。

「先輩」

「おう。──ほら、これ」

　光ひかるは差し出された袋を受け取り、暗がりで中を覗のぞきこんだ。御弁当が入っている。一番上には『オーストラリア牛肉使用、旬しゆんの牛ぎゆう丼どん』、その下には大きめの御弁当が三つあって、一番上の御弁当のラベルは『達人の冬の幕の内弁当』と読めた。

「わあ、ありがとうございます」

「見つからねーようにな。期限切れ弁当は、本当はちゃんと廃はい棄きしなくちゃならねえんだからよ。こんなことやってるってわかると、ホームレスが集まってきちまうんだ」

　光は頷うなずいた。ホームレスの人たちが困っているなら、分けてあげたいとも思うが、そうしたら先輩が困ることになる。比べて、どちらかを選ぶのはとても辛つらいことだったが、林田先輩の好意を無む下げには出来なかったし、迷惑もかけられなかった。

「それと、これは俺おれのおごり」

　先輩はもうひとつ、小さな袋を差し出した。

　受け取るとほんのりと温かく、中には缶コーヒーが三本入っていた。

「わあ！」

「腹ん中から温まるのがいいからな。今夜も野宿か？　俺おれん家ちにこさせてやれれば一番いいんだけどな、俺もまだ一五だろ？　実家暮らしだし……そうだ、ダンボール持ってくか？　それならたくさんあるぜ？」

「あ、大丈夫です。今夜は泊めてくれる人がいるので」

　それを訊きくと、林田先輩は怪け訝げんな顔をした。

「どこの誰だれ？」

「公園で会った、玄げんさんっていうおじいさんが、親切に申し出てくれたんです」

「おいおい、大丈夫なのか？　おまえ、自分じゃわかってねーようだけど、かなり可愛かわいい顔してんだぜ？　そっちの方の趣味のじじいだったらどうするんだよ？」

「そっちの方って？」

　光が首を傾かしげると、何な故ぜか林田先輩は微かすかに頰ほおを赤くした。

「だから──はぁ、まあいいや。とにかく、やべえと思ったらとっとと逃げ出せよ？　俺もダチに声かけて、住み込みで働かせてもらえて学校にも行けるようなとこ、探してやるからよ」

「ありがとうございます」

　光は、深々と頭を下げた。

「よせよ。おまえがしてくれたことに比べりゃ、大したことねーよ」

　林田先輩は照れくさそうにそう言ったが、光自身はひたすら感謝する気持ちで一杯だった。

「じゃーな。何かあったらすぐに携帯に電話しろよ？　おまえ、自分から人に頼るってこと、全然しないから、心配だぜ」

　そう言うと、彼は笑顔を浮かべながら手を振って、店の中に戻った。

　光ひかるは、そんな先輩の姿が見えなくなるまで、深々と頭を下げて見送った。そうして、扉が閉まる音が聞こえてから顔を上げ、駐車場へと戻って行った。

　手の中のずっしりとした重さに、自然と笑みがこぼれてしまう。

　ん～♪　と、鼻歌だって出てしまう。

　人々の親切に、胸の奥が温かく、何だかとても幸せだった。何しろ──今日の夕御飯は、選び放題！　幸せ気分のまま駐車場に出ると、玄げんは、駐車場のコンクリートの車止めに座って、パイプを吹かしていた。

「お待たせしました、玄さん」

　そう声をかけると、玄はちらりと光を見て、ふむ、と呟つぶやいた。

「期限切れの弁当か？」

「秘密です」

　ふふふ、と光は笑った。

　玄は鼻を鳴らすと杖つえを立て、それに縋すがって立ち上がった。

「恥じることはないぞ？　真に恥じるべきは、食い物を粗末にするそのことじゃ。おまえさんにそれをくれた人物も、おまえさんも、善よいことをしておる」

　光は玄の話を、にこにことして聞いていたが、誰だれから貰もらったかわかるようなことは、何も言わなかった。

「沢たく山さんあるから、ひとつどうですか？　僕は今夜の分と、明日の朝の分があればいいので」

「ほう。では、あとでひとつ貰うとするかな」

「はい」

　玄は夜道を歩き出し、光は隣に並んで、何も訊たずねることなくついていった。この老人が自分に何かひどいことをするかも知れない、とは少しも思えなかった。性格なのだと思うが、そう言うことを考えるように頭の仕組みができていないのだ、きっと。だから……伯お父じさんたちのことも怒ったりする気にはなれなかった。

　それよりも、林はやし田だ先輩に貰った御弁当の味を考える方が楽しい。牛ぎゆう丼どん……とても久しぶりだった。前に一度だけ、食べたことがある。だけど玄さんが牛丼を選ぶなら、光は幕の内でもよかった。それに、その下の御弁当も何なのか気になる。

　その時、歩道をやってくる自転車のライトの輝きが目に飛び込んできて、光は目を眇すがめた。

「こらっ！　歩道を走る時は押して歩かんか！」

「す、すいません！」

　玄さんの怒ど声せいに答えたのは、震ふるえるような女の子の声だった。そしてその声に、光は聞き憶おぼえがあった。

「……白しら鳥とりさん？」

　呼びかけると、息を飲む音がした。自転車を停とめたのだろう、ライトはゆっくりと消えていき、辺りは暗くなったが、代わりに街灯の明かりの下に少女の姿が浮かび上がった。ママチャリを降りて、ガードレールの方に寄って立っているのは、確かに同級生の白鳥愛あいだった。

　いつもは制服のセーラー服しか見ていないので、私服だとまるで別人のようだった。《Ａ♪Ｗｉｎｇｓ》というティーン向けのリーズナブルなメーカーのなの、と前に教えてくれたことがある服を着ている。モコモコしたピンクのパーカーが暖かそうだった。

　フードは背中に下ろされていて、ゆったりとウェーブした黒いロングヘアが服の上に流れていて、頭には、学校でもいつもしている白いカチューシャがある。

　そして、いつもと同じく、おでこには絆ばん創そう膏こうが貼はられていた。

　立ち止まって動かない愛の傍そばに、光ひかるは小走りに近付いた。御弁当が崩れてしまわないように気をつけながら。玄げんさんはゆっくりとその後をやってくる。

「こんばんは」

　にっこりと微笑ほほえむと、愛ははっきりと体を硬くした。並ぶと愛の方が少しだけ背が高い。確か春の身体測定の時に、一五七センチだったと言っていた。

「こ、こんばんは……」

　愛が自転車のグリップをぎゅっと握ったのが、手袋の上からでもわかった。

　頰ほおが赤いのは自転車に乗ってきたせいかとも思ったが、思い出してみれば、彼女はいつもこんな感じだった。

　じっと見つめていると、愛はグリップを擦こすったり、きょろきょろと瞳ひとみを動かしたり、落ち着かない。

「友達かね？」

　玄さんの声、そして姿に、愛は体を強張こわばらせた。

「大丈夫ですよ、白鳥さん。この人は玄さん。今晩、泊めてくれるんです」

「坊主が、この寒さに野宿をするっていうんでな。知ってしまった以上、放ほうっておくわけにもいくまい」

　玄さんにポンと肩を叩たたかれて、光はにっこりした。

　だが反対に、愛ははっきりと眉まゆを曇らせた。

「じ、じゃあ、あの噂うわさって本当だったの、神かみ代しろ君……？」

「はい♪」

「はい、って……」

　愛の瞳は、うるっと潤うるんだが、光にはそれが何でなのかわからなかった。何か悲しませるようなことを言ってしまったとしたら、申し訳のないことだった。

「ごめんなさい」

「えっ？」

「何か、悲しくなっちゃうようなことを言っちゃったみたいだから──」

「ち、違うの！」

　愛あいは慌あわてた様子で腕を振った。

「神かみ代しろ君くんには関係な……いってわけじゃないけど、でも、神代君のせいじゃなくて……ごめんなさいっ！」

　愛は自転車に跨またがると、思い切りペダルを踏み込んだ。だが、光ひかるは見た。手はしっかりとグリップごと、前輪のブレーキを握り締めていたのを。

「あっ！」

　と声を上げたが警告にも何もならず、愛の自転車は前輪がロックされた状態で後輪が浮き上がり、ごちん、という鈍い音と共に、彼女はおでこを電柱に貼はり付けるようにしてぶつけてしまっていた。

　スカートがぺろんと捲まくれ上がり、暖かそうな毛糸のスパッツに包まれたお尻しりが剝むき出しになって、ふるふると震えていた。可愛かわいくプリントされたキャラクターが、なんだか泣きだしそうに見えた。
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　女の子のお尻──衝しよう撃げき的てきな光景に、光は頰ほおを染めて慌あわてて手で顔を覆おおった。

　気まずい沈黙が辺りに降り、ぐらり、と揺れて自転車は元に戻った。スカートも。後輪は大きくバウンドしたが、愛はしっかりと足をついて転ばなかった。

「あの……」

　指の隙すき間まからそろりと覗のぞいて、光ひかるが声をかけると、愛あいは顔を本当に真っ赤にして、今度こそブレーキを離して猛スピードで走り出し、あっという間に見えなくなってしまった。

　危ない、と歩行者からの怒ど声せいが上がる。それにいちいち謝るのが遠く聞こえた。

「あー……」

　光は、顔を覆おおっていた手を、ようやく安心して下ろした。

　愛は『前方不注意人物』と言われていて、いつも余よ所そ見みをして歩き、危ない、と声をかけられて前を向いた時には遅く、したたかにおでこを打つ、というのが日常の女の子だった。

　額の絆ばん創そう膏こうは、そのためである。

「元気な娘さんじゃなぁ」

「は、はい……小学校の頃ころからずっと同じクラスで、二─Ａでは一緒に学級委員をやってるんですけど……」

　パンツ──とは言えないかもしれないが、スカートの中を見たのは、クラスメートがふざけてスカート捲めくりを光の前でやって以来だった。

「いいように押し付けられたんじゃろう？」

「え？──あ、えっと……でも、みんな喜んでくれてますよ？」

「それはまあ、そうじゃろうな」

　玄げんさんは、何な故ぜか苦笑いをして光のことを見た。

「にしても、本当に噂うわさ通りの少年だな、おまえさんは」

「噂？」

「ま、よいて。──ほれ、とっとと行くぞ。わしも少し腹が減った」

「はい、僕もです♪」

　光は玄さんの後について、再び歩き出した。愛のスカートの中のことはもう忘れ、久しぶりに誰だれかと夕御飯を食べられる、というその嬉うれしさに胸を躍おどらせて。
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　月明かりの下、神かみ代しろ邸ていの前に一人の少女が立っていた。

　ベリーショートの赤毛は寝起きのようにぼさぼさで、表情には幼さが残っていたが、どことなく機嫌の悪い猫ねこのような雰ふん囲い気きがあった。赤地に白いラインのジャージの上下に、肩には大きなボストンバッグを担かついでいて、手には指の部分が落とされた、ドライバー用の革のグローブをはめている。

　取り替えられた門の大きさと比べると、身長は一五〇センチくらいだろうか。吊つり目がちの目をもっと吊り上げて、少女はこめかみを震ふるわせながら、門を見ていた──正確には、門に括くくりつけられた看板を、だが。

「──っざっけんな、ぼけえっ!!」

　突とつ如じよ、少女は叫ぶと、スニーカーを履はいた足でその看板を、ものすごい勢いで蹴けった。

　ガガーン、と大だい音おん響きようを鳴らして、看板は門に当たって跳ね返る。

　戻ったところを、再び蹴りが襲おそった。何度も、何度も。

「《売り出し中》ってのはっ！　どういうこったよっ！　このっぼけえっ!!」

　まるで響きの悪いシンバルのような音が響き、周囲の家の明かりがついて窓が開き、そうして、小柄な少女が看板に容よう赦しやのない蹴りを入れている姿を目にすると、係かかわり合いになるとどんな目にあうかわからない、とばかりに、そそくさと窓を閉めた。

「オレがっ！　わざわざ試合の帰りにっ！　来てやってんのによっ！」

　連続したストンピングを喰くらって、看板は見る間に変形し、それを門に止めていた細いワイヤーの一本が衝しよう撃げきに耐えかねて切れてだらりと下がり、最後の一発はもろに門を打った。

　一ひと際きわ大きい音が辺りに響いて、門はほんの僅わずかだがたわんだように見えた。

　ガタガタと震え、それがゆっくりと静かになると、少女はまだ怒りが収まらない様子で、再び足を上げた。と──

「およしなさい！」

　暗がりから、斬きりつけるような叱しつ責せきが飛んで、赤毛の少女は振り上げた足を止めると、そのままの格好で闇やみを睨にらみ付けた。

「んだと、こら。いま、なんつった？」

「およしなさい、と言ったのですわ。……みっともなくてよ？」

　明らかに人を見下した嘲あざけりをそこに感じ、少女は体ごと闇を向いてスニーカーの裏を擦こすりつけると、ボストンバッグを肩からアスファルトに落とし、拳こぶしを振り上げた。

「うらぁ！　出てこい！　ぶっ飛ばしてやるっ！」

「みっともないと言っているのがわからなくて？　まるでお猿さるね」

「っだと！」

　少女は猫ねこのようなしなやかな動きで足元に落ちていたコーヒーのスチール缶を拾うと、声のする方へ思い切り投げつけた。当たったらただでは済まない豪ごう速そくである。

　缶は、闇やみに吸い込まれたと思った途と端たん、それ以上の速さで戻ってきて少女の頰ほおを掠かすめた。

　浅黒い肌に赤い擦さつ過か線せんが走る。

　カッと頭に血が上って、少女の怒りは爆ばく発はつ寸前にまで高まった。髪は僅わずかに逆立ち、唇くちびるの間から鋭い八重歯が覗のぞく。

「……知らねえぞ、おい」

　少女は、黒い瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせて闇を睨にらんだ。

「オレも、この先はまだ試したことがねえんだ。どうなっちまってもてめぇのせいだからな」

「出来もしないことを口にするものではなくてよ？」

「そうかよっ！」

　赤毛の少女は、咆ほう哮こうした。それはまさに、咆哮と呼ぶにふさわしい声だった。だが──

「もー、いいかげんにしてよぉ……」

　そんな、気の抜けた声が突とつ如じよとして聞こえたかと思うと、赤毛の少女の口に、大きなハード系のパンが、パリっとねじ込まれた。

　いったい、いままでどこにいたのか、門の暗がりから不意に湧わいたように、もう一人の少女が外がい灯とうの光の下に現れた。

　俗にゴシックロリータと呼ばれる服の、そのホワイト系のフリルとリボンのたくさんついたデザインに似た洋服に包まれた体が、みるからにぽっちゃりとした色白の少女だった。

　膝ひざまで届いている栗くり毛げのロングソバージュの中で、愛あい嬌きようのある顔は満月のようにまん丸である。目はくりっとして大きく、頰は健康的なピンク色をしていた。

　少女は、腕に大きな紙袋を抱えていて、中には、フランスパンやら、果物やら、お菓子の袋やらが詰め込まれていて、それぞれが少しずつ見えていた。

「まったくもー。あなたたちも、目的は同じなんでしょう？　それなのに、いきなり喧けん嘩かなんてぇ……」

　ぽっちゃりした少女は、そう言うとフランスパンを齧かじった。ばりっ、もちっと音がする。

　赤毛の少女はねじ込まれたパンを嚙かみ切ると、それを一瞬で嚥えん下かして、落下した残りを摑つかんで、ぽっちゃり少女の鼻先に突きつけた。

「……誰だれだ、てめぇ」

「あ、そっか。初めまして、だよね。那な賀が花はな美み巳みよぅ？　年はねぇ、一四歳。ちょっとだけぽっちゃりしてるけど……いいの、みんな、そういうお年とし頃ごろなんだから。ね？」

　にっこりとふくよかに微笑ほほえんで、そう名乗った少女は、差し出されたハード系のパンに嚙み付いた。

　赤毛の少女は手を離したが、それで正解だった。

　美巳は器用にパンを咥くわえたまま上を向くと、自分の顔ほどもあるそれを、見る間に食べて、飲み込んでしまった。そうして、ぷぅ、と満足げな息をつくと、粉となって服に落ちたこんがりと焼けた皮を、ふっと息で飛ばした。

「……うぜぇやつ」

　飛んできた粉を払って、ちっ、と赤毛の少女は舌を打った。

「おい、さっき目的が同じだって言ったな？　何でそんなことわかるんだよ？」

「うーん……なんとなく？」

　美み巳みは小首を傾かしげた。

「んだ、そりゃあ！」

　赤毛の少女が凄すごむと、美巳は首を縮めて、唇くちびるを尖とがらせた。

「でもでもぉ、あってるでしょう？」

「…………」

　赤毛の少女は腰に手を当て、美巳を睨にらむようにして見ていたが、やがて、ああ、と呟つぶやいた。彼女にも本当はわかっていた。

「どうやら、そうみてぇだな。──おい！　てめぇもいい加減、出てきやがれ！」

　暗がりに向かって少女がそう怒ど鳴なると、闇やみの中から、ぬっ、と巨大な人影が現れた。

　それは、ひとつではあったが、一人ではなかった。

　燕えん尾び服ふくを着たがっちりとした体格の男が、少女を肩に乗せていたのだ。肩車ではなく左の肩に座らせている。それほどに肩幅が広かった。だが、何より異様だったのは男の顔で、目と鼻の部分だけが開いた黒いラバーマスクを被かぶっていた。夜道であったら悲鳴を上げて逃げ出すこと間違いなしの異様さだ。

「てめぇは？」

　だが、赤毛の少女は驚くでもなく、男を無視し、肩の少女に向かってそう訊きいた。

　少女は、日本人ではないのか、綺き麗れいな長いブロンドの髪をツインテールにしてリボンで縛しばっており、瞳ひとみははっきりと青かった。馬などどこにもいないのに、何故か乗馬服を着ていて、手には鞭むちを持っている。顔は愛らしいが、どこかツンとしている印象だった。

　少女は鞭を軽く振って、赤毛の少女を指した。

「人に名前を尋ねる時は、まず自分が先に名乗るものではなくて？　お猿さるさん」

　外見とは裏腹に、日本語は綺き麗れいだった。

「オレは猿じゃねえっ！」
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　目め尻じりを吊つり上げ、赤毛の少女は飛び上がって回し蹴げりを見舞った。

　思い切り腰を捻ひねり、足を鞭のようにしならせながら、乗馬服の少女のツインテールの頭を目掛けて斜め上から打ち降ろす！

　バン、と大きな音が夜に響いた。

　少女の蹴りは命中した。だが、それは肩の上の少女にではなく、下の男が目にも止まらぬ速さで上げた、丸太のような腕にだった。

　男と少女の筋肉が、共にびりびりと震ふるえる。

　離れ、赤毛の少女は器用に着地をすると、腰を落として次ぎの構えに入った。

　下の男もすばやく、肩の少女を後ろに隠すように体を開く。乗馬服の少女は男の頭にしがみつくようにしながらも、微笑ほほえみを絶やさなかった。眼の前でけりが炸さく裂れつした時も、瞬まばたきすらしなかった。

（……こいつ）

　赤毛の少女は、幼い頃ころからの喧けん嘩かと格かく闘とう技ぎで培つちかった経験で、男の強さ、そして肩の上の少女の豪ごう胆たんさを見抜いた。

　もっと戦ってみたい、という気持ちがむくむくと湧わき上がって来たが、逆らうことの出来ない、強い、脅きよう迫はくに似た義務感も同時に起きて、静かに息を吐いて構えを解くと、赤毛の髪をかき上げた。

「……オレは田た名な網あみ久く美みだ」

「おいくつ？」

「こっちの、ぽっちゃりと同じ一四だ」

　それを訊きくと、肩の上の少女は睥へい睨げいして微笑んだ。

「わたくしは、明あけ星ほし獅しぃ子こ。一六ですわ。あなたたちよりお姉さん、ということですわね」

　勝った、とでも言いたげに、獅ぃ子はツインテールを払った。

「一六？……本当かよ。全然見えねー」

「あなたのような、庶民の方には、無理もありませんわね。わたくしの高貴な育ちを見抜くことなど出来るはずがありませんわ」

「んだとっ！　いちいち癇かんに障さわる女だなっ！」

　ガツン、と久く美みは門もん扉ぴを蹴けり、美み巳みがまた首を縮め、もー、と唇くちびるを尖とがらせた。

「やめなよー。あたしたちの誰だれが欠けても駄だ目めなんだしぃ」

「んなこと言ってもよっ！」

　久美は、立ってしまった腹を治めようがなく、もう一度、門を蹴った。

　美巳は軽く首を振り、これ以上はめんどくさい、とでも言うように、袋の中から今度はメロンパンを出して齧かじった。甘い匂においが夜に漂う。口を拭ぬぐって、手の甲に付いたシュガーを舐なめてから、美巳は、まだ扉を蹴り続けている久美を向いて首を傾かしげた。

「久美ちゃんはぁ、何かやってるのぉ？」

　久美はストンピングを止めると、足を門扉にかけたまま振り返った。

「何で？」

「だってほらぁ」

　美巳が指したのは久美のボストンバッグだった。それはチャックが少し開いていて、中からラメの入った白いセパレーツの水着のように見える服と、それから明らかに《猫ねこ耳みみ》に見える白猫の耳を模もしたものが覗のぞいていた。

「ああ、ちょっとバイトをな。オレは一人暮らしだからよ。施設の世話にはなりたかねーし、生活費は自分で稼かせいでんだ」

「アイドル？」

　くりん、と瞳ひとみを回して美巳が訊きく。

「はあ!?　冗談はやめろよ。オレがアイドルなんかできるわけねーだろ。こいつはリングコスチュームだよ。オレは、キャットファイトの裏のファイターだ」

「キャット……ってなに？」

　また一口メロンパンを齧かじった美巳に、久美は大おお袈げ裟さに首を振って見せた。

「おまえ、何にも知らねーんだな。キャットファイトってのは、女同士の格かく闘とう技ぎだよ」

「女子プロ？」

「違うって！」

　久美は扉を蹴けり、美巳はごくんと齧ったパンを飲み込んでしまって、あー、と残念そうな顔をした。そこには、もっとちゃんと味わいたかったのに、と書いてある。

　赤毛の髪を、久美は苛いら立だたしげにかき上げた。

「……なんて言やあいいのかな、えーと──」

「キャットファイトというのは、水着やリングコスチューム、レオタードや制服といった姿で少女たちが檻おりの中や泥の中で戦い、服を脱がされたり、技をかけられて苦く悶もんする様子を、主に殿との方がたが楽しむもの──」

　男の肩の上から睥へい睨げいして、獅しぃ子こが代わりにそう説明した。

「──ですわね？」

　久く美みは舌を打って獅ぃ子を睨にらむように見上げた。

「……ああ、そうさ。オレみてーな中坊ちゆーぼうが手っ取り早く金を稼ぐには、まともになんかやってらんねーからな。そう言うおめーは何もんなんだよ？」

「わたくし？」

「はいはーい、美み巳み、知ってるよー？」

　どすんどすん、と少女は飛び跳はねた。

「獅ぃ子ちゃんはねぇ、《ヴィーナス・グループ》の社長令嬢さんなんだよ？　美巳、前に雑誌で見たことあるもん。その時は、肩に乗ってなかったけどぉ」

　ラバーマスクの男は、むふー、と鼻を鳴らし、獅ぃ子はその頭を乗じよう馬ば鞭むちで軽く叩たたいた。

「行儀よくなさい。──あなたの言う通り、わたくしは『妊娠検査薬から遺産相続の手続きまで。人生の総合商社。《ヴィーナス・グループ》』総そう帥すい、明あけ星ほし虎とら一いち郎ろうの一人娘ですわ」

「やっぱりぃ！　すごーい、本物のお嬢様だぁ……」

　美巳はぺちぺちと拍手をした。

　獅ぃ子は満足げに微笑ほほえんだが、しかしそれは久美の、けっと言う声と、

「……なんでえ、脛すね囓かじりじゃねーか」

　という言葉にたちまち消えた。

「なんですって？」

　久美は、かかったというように、ニヤリとした。

「聞こえなかったのか？　えらそーにしてても、そいつはてめーで手に入れたもんじゃねーだろ、って言ってんだよ。てめーがお嬢様でいられるのは、親のおかげだ。てめーが偉いわけじゃねえ──おっと、図星を突かれて顔色が変わったな？　怒ったか？　だったら降りて来いよ。さしでやろうぜ？　ハンデとして、オレは右手一本しかつかわねえ。どうだ？」

　久美は、シャドーボクシングのように、右腕でジャブをして見せた。風を切る音、そのスピード、素人しろうと目めにも明らかに『違う』切れ味だった。

「もぅー、やめなってばぁ、久美ちゃん。そんな無理を言っちゃ駄だ目めだよぉ」

「へっ。だったら、怖いです、すいませんって言いなってんだ」

　しゅっ、と闇やみに向かって拳こぶしを突き出してみせる。

　するとまた美巳は、どすん、と足を踏み鳴らした。

「もぅ！　獅ぃ子ちゃんは、小さな頃ころに事故に遭あって立てないの！　そう雑誌に書いてあったもん！　久美ちゃん、ひどい」

　呆あつ気けに取られた瞬間、ばふ、とフランスパンで叩たたかれて、久く美みはうろたえた。

「な、何だよ……そんなの、知るわけねーだろ……？」

　だが、美み巳みは何度も、久美の頭をパンで叩いた。

　そうして、あんまり叩きすぎてパンが半ばから折れてしまうと、それが地面に落下する前に、ほとんどスライディングをするようにしてキャッチし、道路に女の子座りをして、心底ホッとしたような表情になり──食べた。

「同情は無用ですわ」

　乗じよう馬ば鞭むちを掌てのひらに打ちつけて、獅しぃ子こは久美を見下ろした。

「いまのわたくしには、この《赤せき兎と》という立派な足がありますから。《赤兎》はわたくしの一部。喧けん嘩かがしたいというのなら、存ぞん分ぶんにお相手いたしましてよ？」

「へっ、言うねえ」

　腰に両手を当てて、久美は八重歯を見せた。

「それに」

　と獅ぃ子は続けた。

「わたくしはお父様の脛すねなど齧かじってはおりませんわ。《ヴィーナス・グループ》の内、一〇〇社ほどはわたくしのもの。わたくしが企画し、立ち上げたわたくしの会社ですわ。貴女あなたの履はいているそのスニーカー。それも私の会社のものですわよ？」

「ぅえっ!?」

　久美は慌あわててスニーカーを見た。気にいってずっと使っているものだが、確かにそこには《ヴィーナス》のシルエットを使ったロゴが入っていた。

「お猿さるにも、おわかりになりまして？　わたくしは決して脛すね囓かじりなどではありませんわ」

「……チッ」

　忌いま々いましい、と久美は苛いら々いらした。だが、うらやましい、とは思わなかった。

「じゃあ、これでもう仲良しだね？」

　まだ道路に座ったまま美巳が言って、久美は彼女を見下ろした。

「やめてくれ、気持ち悪ィ」

「えー、なんでぇ？　せっかく、こうやって同じ目的のために集まったんだからぁ、仲良くしようよぉ。そうだぁ！　ねぇねぇ、何かグループ名とかつけよぅか？」

「つけねえよ！──んなことより！　こりゃいったいどうなってんだよっ！」

　久美は、自分がボコボコにへこませた看板を指した。

「肝心の！　神かみ代しろ光ひかるって奴やつは、どこいったんだよ！」

　獅ぃ子は目を眇すがめて、久美を見下ろした。

「引っ越したに決まっているでしょう？　その看板を見てもおわかりにならないの？」

「んなこたぁ、わかってる！　だから！　どうして、って訊きいてんだ！」

「そんなこと知りませんわ。わたくしだって、《声》に導かれてここへ来ただけなのですから。それに大事なのは、どうして、ではなく、どうやって神かみ代しろ光ひかるを見つけるか、ではなくて？　現に、こうして屋敷は売りに出ていて、中に人の気配はまったくないのですから」

　獅しぃ子こは、真っ暗な邸てい内ないへと目をやった。

　久く美みの身長では、中の様子を見ることは出来なかったが、大柄な男の肩に乗った獅ぃ子にはよく見えるのだろう。

　やがて、彼女は視線を屋敷から久美たちへと戻した。

「……あなた方はここに来て、それからどうするつもりでしたの？」

　久美はボストンバッグを蹴けって見せた。

「決まってんだろ？　住み込むつもりだったんだよ。ったく、アパートだって引き払っちまったのに、どうしろってんだ」

「美み巳みはねぇ、今夜はちょっと下見だけしとこうと思ってぇ。だってほらぁ、明日からクラスメートになるんだしぃ、そのまえにちょっとだけ、顔とか見といた方がいいかなぁ、と思ってぇ。そうしたら、久美ちゃんと獅ぃ子ちゃんに会えたのぉ」

「マジかよ！　オレも明日から千ち代よ神がみ中ちゆう学がくに転入するんだぜ!?　クラスは──」

「二─Ａ？」

　美巳は小首を傾かしげ、久美は頷うなずいてから、ううむ、と唸うなった。

「っだよ、おめーとも同じクラスかよ……」

「だってぇ、目的は光君だもん。同じクラスだよぅ」

　嬉うれしそうな様子の美巳に対して、久美はうんざりとした顔になった。

　すると注意を引くように、頭の上で鞭むちが鳴った。

「なら、話は早いですわ。明日あした、学校に行けば、あなたがたは神代光に会える。そうしたら事情を問い質ただせばいいのです」

「そっか！　さすが獅ぃ子ちゃん！──あ」

　瞳ひとみを輝かせて少女を見上げた美巳は、不意に思い出したように紙袋の中からスナック菓子の袋を取り出すとこれを破き、黙々とそれを食べた。とても幸せそうな様子である。久美は半ば呆あきれ気味にそれを見ていたが、やがて頭を搔かきながら獅ぃ子を仰あおいだ。

「──で？　あんたは何をやるんだよ？」

「わたくしは事の経けい緯いを調べさせますわ。次第によっては、わたくしがここを買ってもよいですし。そうしたら、あなたがたも住まわせてあげなくもなくてよ？」

　久美は、けっと吐き捨てた。

「……本ほんっ当とに、いちいち《高こう慢まん》な女だな」

　それを聞くと、獅ぃ子は高貴な者にだけ許された微笑ほほえみを、その幼い顔に浮かべ、優ゆう雅がな仕草でブロンドのツインテールの一房を、肩から払った。

「もちろん。それが、わたくしの《罪シン》ですもの」




　正直、光ひかるは、もっと小さなアパートのようなところを想像していた。

　だが、玄げんに連れられて来た場所に建っていたのは、まったく別のもの、古びた一軒家でも、大きな屋敷でもなく、それは──

「……教会？」

「そうじゃ。といっても、もう何年も前に最後の神父は出ていってしまって、それからは、閉めたままじゃがな。わしは三〇年ほど前からずっと、住み込みでここの管理を任されておるんじゃよ。まぁ、この頃ごろは管理費の振り込みも滞とどこおり気味じゃがな。案外、ここに教会があること自体、忘れられておるのかも知れん」

　玄は正門ではなく、周囲を囲む壁の一角の前で絡からまる蔦つたを搔かき分け、その下から出てきた扉にかかった頑がん丈じようそうな南なん京きん錠じようを開けながらそう説明をしてくれた。

　軋きしんだ音を立てて扉が開くと、玄は中へと入って手招きをし、光は蔦を手で退のけて後に続いた。

　敷地の中は暗く、ほとんど何も見えず、青暗い空に影絵のように教会のシルエットがただ浮かび上がっていた。

　壁かべの蔦は内側から伸びて壁を乗り越えて垂たれ下がっているようで、玄はそこに手を突っ込むと手探りで何かを探しているようだった。やがて、ばちん、と音がして建物の一部に電灯が灯ともったのがわかった。教会そのものは相変わらず真っ暗だったが、横に伸びた通路の先にある、古い木造アパートのような建物には、薄ぼんやりと明かりが点ついていた。

「ありゃあ、修しゆう道どう僧そうのための寄宿舎として建てられたもんじゃ。おまえさんはあそこを使うといい。部屋はたくさんあるから、どこでもいいぞ？」

「玄さんもあそこに？」

「いいや。わしは管理人じゃからな。反対側の裏手に小屋がある。そこがわしの家じゃ。一緒に来なさい。鍵かぎを渡そう。ついでに、その飯もあっためるといい。こんなボロ教会でも、電子レンジくらいはあるからな」

　光は頷うなずき、玄の後について芝生を歩いた。

　時折、外の道を通る車の音と、サクサクと枯かれた芝生を踏みしめる二人分の足音がする以外は、辺りはしんと静まり返って、自分の心臓の音が聞こえそうだった。

　空を見れば、綺き麗れいな月に教会の尖せん塔とうの折れた十字架が浮かび上がっていた。そうしてここが、一昨日まで住んでいた屋敷の窓からいつも見えていた、鐘かねのない教会だということに、ようやく気がついた。

　ここへ来るまでの夜の道を、玄は抜け道を使ったために、どこをどう歩いているのか、正直、光はわからなくなっていたのだった。

「覚えてないかも知れんが──」

　何か懐かしむような声で玄げんがそう呟つぶやく声が聞こえ、光ひかるは彼の丸まった背中を見た。

「一四年前、おまえさんはこの教会で洗礼バブテスマを受けたんじゃぞ？」

　光は首を傾かしげた。

「その頃ころにはもう、わしはここで管理人をやっておったからの。立派な式じゃった」

　ああ、と光は納得した。

　洗礼とは、キリスト教の信者になるための儀式で、赤ん坊の場合、洗面器に似た器に張った水に浸ひたされることで、原罪を洗い清めて生まれ変わる象しよう徴ちようとしての儀式だったはず、と光は何かで読んだのを思い出した。

　だが、それにしては自分には欠けているものがあった。

「でも僕、洗礼名は知りませんけど……」

「そうなのか？」

　光は頷いた。洗礼を受けると、生まれ変わった証あかしとして新たな名前が与えられるはずだ。しかし、思い出してみても、両親からそれを話してもらった記憶はなかったし、自分がいつの間にかキリスト教徒になっていたことも知らなかった。ミサに来たことだってない。

「ふうむ……信仰を押し付けたくはなかったのかも知れんな。自分の意思で神を選べる年になってから初めて、おまえさんのご両親はそれを話すつもりでおったのかも知れん」

「玄さんは、僕の洗礼名を──」

「知らん。わしがおまえさんの洗礼式を覚えておったのは、おまえさんが神かみ代しろ家けの子供だったからじゃよ。それに、わしは神父でもなければ信者でもない。式を遠くから見ておっただけじゃ。当然、声など聞こえん」

　光はそれを残念には思わなかった。特にこれといった宗教には興味がなかったからだ。両親がクリスチャンだということは知っていたが、それだけだった。思い出してみれば、食事の時のお祈りすら、するように言われたことがなかった。

「……残念じゃったな」

「え？」

「親おや御ごさんのことじゃ。話は聞いとる。何しろこの辺りじゃおまえさんの家は、有名な大金持ちじゃからな。ガス爆発だったらしいのう。おまえさんは、よく助かったものじゃ」

「僕……気がつかなかったんですよ」

　光は玄の背中に向かって、困ったように微笑ほほえんだ。

「目が覚めたら、家があちこち壊れてて、警察とか消防隊とかが一杯来てて、僕、おまわりさんに起こされたんです。変ですよね？　だけど、ガス爆発じゃなかったんですよ？」

「ほう？」

「原因は、結局わからなかったんです。何か爆発みたいなものがあったんだろう、っていうのも、灰がたくさん残っていて、門がひしゃげてて、あちこち壊れたような痕あとがあったから、ですから。でも、どこも焼け焦こげてないし、今も何にもわからないです。そもそも、父さんと母さんが本当に死んじゃったのかも──だって、灰しかなかったんですから。ＤＮＡ鑑かん定てい、とかいうので、そうらしい、みたいなことはわかったから、間違いないんでしょうけど……実感はないです。だからなのかな？　御お葬そう式しきとかやっても、なんだかずっと人ひと事ごとみたいで」

「本当に悲しい時、悲しみはずっと後からやってくるものじゃ」

　玄げんは、重々しく息をついた。

「すまなかったな、変なことを言って。ご両親は熱心にここへ通っておられたから、神父がいれば、ここで送ってやれたんじゃが──仕方もない」

　光ひかるは何も言わず、玄の言ったことを考えた。

　そうなのだろうか？　これからじわじわと、両親がいなくなってしまったことが、実感として湧わいてくるのだろうか？　それとも、こんな時でも小さなことに何でも幸せを見つけてしまう自分は、どこかおかしいのだろうか？

「にしても、坊主よ。その様子じゃとおまえさん、質たちの悪い連中に、身ぐるみはがされた、といったところかの？　ご両親の葬儀の後で親しん戚せきだと名乗る連中が押しかけている、とは近所で聞いておったんだが……欲深い連中を相手にして、おまえさんは、到とう底てい、太た刀ち打うちできそうにもないものなあ」

「うーん……でも、これはこれで楽しいですよ？」

　正直な感想を言ったのに、玄は笑った。

「楽しいか！　この寒さむ空ぞらに野宿なんかする羽は目めになったというのにのう。普通は、怨うらんだり怒ったりするもんじゃぞ？　おまえさんのような子供から、身ぐるみ剝はぐような真ま似ねをする連中じゃ。怨まれたって当然のことを他ほかにもしてきただろうよ」

「だけど、玄さん。星は綺き麗れいだし、月は明るいし、昨日きのうは、ベンチにいたら猫ねこがたくさん集まってきて、暖めてくれたんですよ？　気持ちよかったなあ、猫寝袋……」

「とても負け惜しみや、やせ我が慢まんには聞こえんのう」

　玄はまた笑ったが、光はもちろんそんなつもりはなかった。

　外で寝るなんて初めてのことだったし、少しお腹なかは空いたけれども、本当に猫が集まってきて暖めてくれて、制服に毛が一杯ついてしまったのも、新しい柄みたいで楽しかった──先生には怒られたけれども。

　それに朝も、深夜バイトが終わった林はやし田だ先輩が見つけてくれて、事情を話すと、朝御飯をご馳ち走そうしてくれたのだ。ファーストフードのモーニングセットは、とても美お味いしかった。特にアップルパイは甘くて、幸せな気分になれた。

「ここじゃ」

　玄は、修しゆう道どう士したちのための畑だったという、脇わきに立つプレハブ小屋の前で足を止めると、ポケットから鍵かぎを出して、やはり南京錠でかけられている錠を外した。

　電気を点つけて中に入る。

　ぼーっと外で待ってると、またも手招きをされて、光ひかるは中に入った。

　玄げんは、マッチを使ってストーブを点けているところだった。それがストーブだとわかったのは、昔、図ず鑑かんで見たことがあったからだ。灯油が染み込んだ芯しんを出して火を点け、熱を反射板で広げる、古いタイプのものだ。

　家の造りも知らないタイプだった。キッチンが玄関にあることがまず、光には驚きだった。この家では、料理をするのに靴をはかないといけないらしい。

　部屋は一間で、畳たたみ敷じきだった。

　そこに、脚の低い丸テーブルがひとつと、簞たん笥すとＴＶ、それと、教会の敷地の中なのに、明らかに仏ぶつ壇だんと思えるものが置いてあった。

「電子レンジは冷蔵庫の上じゃ」

　光が見回すと、流しの真向かいに小さな冷蔵庫はあった。その上には、言葉通りに、古ぼけてあちこち塗装の剝はげている電子レンジが置かれていた。

「あ、そうだ。玄さん、どれがいいですか？」

　光は框かまちに腰掛けると、御弁当の包みを差し出した。

　玄は卓袱台ちやぶだい──丸テーブルは確かそんな名前だった──の前に胡座あぐらをかいて中を覗のぞいた。

　そうして手を突っ込むと、彼は中身を全部出した。

　弁当は、『牛ぎゆう丼どん』、『幕の内』、『中華弁当』×二、だとわかった。玄は迷わず『中華弁当』をひとつ取った。

「わしはこれを貰もらうとしよう。中華なぞ実に久しぶりじゃ」

　気を使ってダブっているものを選んだのだろうか、とも思ったが、玄の表情にそうした作為は感じられなかったので、光は安心して牛丼を選んだ。

　中華弁当も受け取り、光は電子レンジの前に立った。家で使ったことはなかったが、コンビニにもあるし、使い方くらいは知っていた。多分、このダイヤルを回せばいいのだろう、とわかった。ひとつずつ、順番にレンジにかける。

　先に温め終わった中華弁当を持っていくと、玄はお茶を入れているところだった。レンジに戻って今度は牛丼を温める。なんともいえないいい香りに幸せを感じながら、光は蓋ふたのラベルが黒くなっていくのを見つめた。

　チン、と鳴って保温が終わると、光は小さく息をついて、牛丼を取り出した。ちょっと乾いているが、とても美お味いしそうだった。

　なんて幸せなんだろう、と光は思いながら、レンジの前を離れた。

「ほれ」

　卓袱台に、玄はお茶を置いてくれた。ここで食べていけ、ということだとわかって、光は靴を脱いで畳たたみに上がった。牛ぎゆう丼どんを置いてぺこりと頭を下げる。

「ありがとうございます」

「いやいや、わしも助かる。一食、浮くからの」

「あ、茶柱……」

　光ひかるは、自分の湯ゆ吞のみに茶柱が立っているのを見て、にっこりとした。

「ほう、本当じゃ──おいおい、そんなことはせんでよいて！」

「え？」

　にこにことしながら、自分と玄げんの湯吞みを取り替えようとしていた光は手を止めた。

「そりゃあ、おまえさんのために入れたんじゃ。だから、茶柱が立った幸運は、おまえさんのもんじゃ。わしに譲ってくれようなどとしなくてよいのじゃよ」

　光がこっくりと頷うなずくと、玄は苦笑いをした。

「噂うわさに違たがわぬ人の良さじゃなあ……」

　と言って。

　それから二人して包装を剝はぎ、光は七味をかけてちょっとずつ、しっかりと味を嚙かみ締めながら牛丼を食べた。

　お昼を抜いていたこともあって、牛丼は、とてもとても美お味いしく感じられた。期限は切れているが、残りの御弁当も明日の朝までは持つだろう、冬のことでもあるので。朝にもきちんと御飯を食べられるのは嬉うれしかった。

「ところで──」

　先にあらかた食べ終わり、お茶をお代わりした玄はそう切り出し、まだのんびりと牛丼を食べていた光は、口を動かしたまま顔を上げた。

「今夜はよいとして、そのあと、行くところはあるのかね？」

　光は牛丼を飲み込むと、首を振った。

「親しん戚せきの人の家もわからないし──ないです♪」

「明るく言うなあ……」

「多分、何とかなると思いますから。玄さんみたいな親切な人もいるし」

「親切？　わしが？──おまえさん、わしがおまえさんを、こんな廃教会に連れ込んで、何かよからぬことをしようとしてるんじゃないか、とか考えんのかい？」

　まったく躊ちゆう躇ちよすることなく、光は首を振った。本当に、ちらとも、そんな考えは頭を掠かすめなかった。考え込んだりもしなかった。

　ずー、と玄はお茶を啜すすった。

「やれやれ……」

「玄さんはどうなんですか？　この頃ごろは物ぶつ騒そうだし、反対に僕が何か悪いことをするかも、とか考えなかったんですか？」

「おまえさんが？」

　玄げんは、濁にごっていない方の目を瞠みはった。

「わしのこっちの目は、それほど濁っとりゃあせんて。まあ、もしおまえさんがそんな悪だったとしても、そいつは、見誤ったわしの責任じゃ。それよりもわしは、公園でも言ったが、あのまま放ほうっておいて凍死でもされた方が寝覚めが悪い。それに、ここにゃあ、盗むもんなんか何もありゃしない」

　頷うなずいていいものかどうかわからず、光ひかるはもう一口牛ぎゆう丼どんを食べた。

「……で？　どうするつもりなんじゃ？　屋敷の方は売りに出されちまったんだろう？　まあ、おまえさんの同意したことじゃあないと思うが」

　光は頷いた。

　なんだかわからない内にそういうことになっていて、ほとんど追い出されるような格好になってしまったのだ。屋敷の名義は光のものだったが、登とう記き簿ぼや実印などは親しん戚せきの人が手続きに必要だから、と持っていってしまっていて、何があったのかはわからなかった。

「きっと、何か手違いがあったんだと思います。伯お父じさんや伯お母ばさんには御葬式の後で初めて会ったんですけど、とてもいい人でしたから」

　すると、玄は大きなため息をついた。

「坊主みたいのは、いまの世の中じゃあ長生き出来んぞ？」

「？　そうですか？」

「多分な。──じゃがまあ、ならばその手違いとやらが正されるまで、ここで暮らすかね？」

　光は目を瞬しばたたいた。

「いいんですか？」

「行くあてがないってのに、今夜だけで追い出すってのはもっと寝覚めが悪いわい。まあ、泊まるところは、いくらでも空いとる」

「でも、僕……お金とか持ってないんですけど」

　そう言うと、玄は怒ったように手を振った。

「そんなもん、いらん！　わしが金のためにおまえさんを泊めると思っとるのか？　馬ば鹿か言っちゃいかん。困った時は助け合うのが、近所づきあいってもんじゃ。……少なくとも、昔はそうじゃった」

「だけど、御世話になりっぱなしじゃ申し訳ないです」

「ふむ……」

　玄は、白い髭ひげがぽつぽつと生えた顎あごを擦こすった。

「ならば、教会の掃除でもしてもらおうかの。これだけの広さを一人でやるのは骨での。終わったと思う頃ころには、最初に掃除したところにまた埃ほこりがたまってる、という状況なんじゃ。あとは……今夜のように、時々弁当を貰もらってくれるとありがたい」

「はい、わかりました」

　光ひかるはにっこりと微笑ほほえみ、すると玄げんは、なにやらまぶしそうに目を眇すがめたのだった。




（死んじゃいたい……）

　前輪が少し変形して、ガタガタと揺ゆれる自転車を押しながら、愛あいは深い深～いため息をついていた。涙だってこぼれそうになる。自転車の籠かごにはコンビニで買ったみたらし団子のパックが入っていたが、家を出る時はあんなに食べたかったそれが、いまは憎らしかった。

　せっかく、外で好きな人とばったり！　という、ドラマや漫まん画がなら当然恋が始まるシチュエーションに巡り合ったのに、そんなのとは程遠いことになってしまった。

（絶対、見られた……）

　電柱にぶつかった時、スカートが捲まくれ上がってしまったのはわかっていた。今日はショーツの上に、寒いし近所だから、と毛糸のスパッツを穿はいたまま来てしまったのだが、こんなことなら、お気に入りのピンクのショーツを穿いてくるんだった。

（──って、そうじゃなくて！）

　ぎゅう、っと愛は目を瞑つぶった。思い出しただけで顔が真っ赤になるのがわかる。

　そういえば、リップもつけていなかった。

　学校にお化粧をしていくのはもちろん禁止だが、唇くちびるが荒れるのを防ぐため、といって色付きの薬用リップクリームを塗るのは黙認されていた。

　愛も、一応は女の子である。

　クラスで、光のはるか後ろだけれども二番目の真ま面じ目めな子で通っていても、本当に淡い桃色のリップくらいはつけるし、この間、決死の勇気を振り絞って、少しラメの入ったのを買ったりもした。

（……あれ、つければよかったな）

　グリップを握りしめていた手を緩ゆるめて、愛はため息をついて鼻を啜すすった。

（そうしたら、もっとちゃんとお話できたかも知れないのに）

　家を出る前に、鏡の前でちょっと悩んで結局はやめてしまったことが悔くやまれた。あのリップさえつけていたら、何もかも変わっていたのかも知れない。

　あんな風に逃げ出すこともなく、おでこも打たず、スカートも捲めくれ上がらず、光とは会話が弾んで、じゃあちょっとファミレスかマックにでも、ということになったかも知れない。

　そうして、光はあの笑顔で、

『白しら鳥とりさん、今夜はなんだか雰囲気が違いますね』

『えっ？　ど、どう違う？』

『なんだか……綺き麗れいです』

　なんて言って、頰ほおを赤らめたり──

（……しないよね）

　愛あいは、またため息をついた。光ひかるは愛情に溢あふれているが、それは誰か特定の個人に向けられるものではなく、博愛といえるものだった。

（愛なんて言葉……嫌い）

　袖そでで涙を拭ぬぐって、愛はまたため息をついた。白い息が夜に融とけて消える。愛、というのはただ一人のために遣つかわれる言葉ではない。人類愛。家族愛。動物愛護──光の愛はそれと同じ愛だった。それよりも、恋、の方がずっといい。

（……だって、《愛》はみんなのものだけど、《恋》はただ一人のものだから）

　愛は、光のことが好きだった。それはもう何年も続いている初恋だった。

　きっかけは些さ細さいなことだ。

　子供にありがちな、何を押し付けられても文句を言わない光を、勇気を振り絞って庇かばっている内に、夫婦だ、とからかわれて、男の子として意識してしまったのだ。

　それまでは、何となく頼りなくて心配で見ていたのに、それからはそういう理由がなくても何だか目が離せなくて、気がつくと目で追っていて、そればかりか、登下校の途上でも、お風ふ呂ろに入っても、ＴＶを見ていても、ふと気が付くと光のことを考えていたりして、止やめることなど出来なかった。

　だからといって、告白なんてとんでもなかった。

　失恋が目に見えているからだ。

　断られるその場面を想像してしまって、愛はじわりと浮かんだ涙をまた拭った。

　光は優しい。

　一緒に委員会の活動をしていると、何かと気にかけてくれる。荷物なんかは必ず多くを持ってくれるし、何かしていると必ず手伝おうとしてくれる。だから期待してしまうのだが、愛だけが特別ではないのだ。

　光は皆に優しい。優しすぎる。だから、いつも心配だった。

（あのおじいさん……誰だれなんだろう？）

　先刻、光と一緒にいた老人を思い出して愛は不安になった。人を見かけで判断してはいけないのだろうが、顔はなんだか怖かった。偏へん屈くつ、という言葉がぴったりな気がする。

　それに──

（やっぱり、本当だったんだ……）

　そのことが、愛の気持ちを重く塞ふさいでいた。

　神かみ代しろ光が家をなくしたらしい、という噂うわさを聞いたのは、今日のことだった。公園で野宿しているのを見た、というクラスメートが心配して愛に教えてくれたのだ。

　半年前なら、笑っただろう。

　光の家はこの辺りでも有名なお金持ちで、神かみ代しろ家けが傾けば、区の財政が破は綻たんする、とまで言われるほどの家なのだ。

　だが、一ヶ月前に光の両親が事故死をすると、その財産を狙ねらってたくさんの親しん戚せきが現れたという話を聞いて、愛あいはずっと不安だった。

　人のいい光ひかるを騙だまして財産を取り上げることなど、容易たやすいと思えたからだ。

　同じ心配をした人が、ちゃんとした法律に詳しい人を雇いなさい、と忠告したらしいが、光は気にしなかったらしい。本人がそう言っていたから、間違いなかった。

　そして、どうやらその心配は、本当のことになってしまったようだった。

　コンビニでバイトをしている、三年の林はやし田だ先輩──光とどうして仲がいいのか、愛は知らなかった──が先刻、今日の午後に神かみ代しろ屋や敷しきが売りに出た、ということを教えてくれて、愛の頭はグラグラした。

　そのために、光は追い出されてしまったのだ、とわかった。看板が出されたのが一日おくれだったのは、きっと何かの準備があったからだろう。

　だからといって、何かが出来るわけでもない自分が悲しかった。

　もしも一人暮らしだったら、死ぬほど恥ずかしいけれど、勇気を振り絞って家に泊めた。

　凄すごくお金持ちだったら、すぐに不動産屋に電話して、屋敷を買い戻して光に返した。

　だがそれは、ただの妄もう想そうにすぎなかった。

　現実の自分は、六年間も片思いを続けて、告白ひとつ出来ない、意い気く地じなしのただの中学生であり、光のことを守ってあげられる力は、何も持っていなかった。

　一人暮らしの部屋も、それから、お金も。

（あのおじいさん……本当に光君を親切で泊めてあげたのかな……？）

　いまどき、そんな親切な人がこんな都会にいるとは信じられなかった。泊まる方も、泊める方も、あまりにもリスクが大きい。

　だが、思い出せないが、あの老人とは、どこかで会っているような気がした。

（ひょっとして、交番の脇わきに貼はってある指名手配犯の写真とか──）

　ぶるっと震ふるえ、そうではないと思い直した。写真などではなく、ちゃんと動いていた──そう、確か道を掃除していた。

　しかし、思い出せたのはそこまでだった。

　警察に電話をしたら動いてくれるだろうか、と考え、首を振った。きっと笑われてお終しまいだ。光は無理矢理誘ゆう拐かいされたのではなく、自分から『泊めてもらう』と言ったのだから。警察というのは、事件が起こらないと動いてくれないと聞いたことがあった。

　だったら、絶対に無理だ。

　愛は肩を落として、白い息を肺が空っぽになるくらい吐はき出した。

（あたしって、本当にだめ……大好きな人が困ってる時にも、こうやってタイヤのスポークが歪ゆがんだ自転車を押して、家に帰ることしか出来ないなんて……）

　涙が出そうになるのを我慢して、鼻を擦こすった。その時──

　──いいや、出来ることはあるぞ！

　不意に、頭の中にそう声が一杯に響いて、愛あいは悲鳴を上げそうになった。慌あわてて周りを見回したが、路地はしんと静まり返って、辺りには誰もいなかった。

　外がい灯とうの下に括くくりつけられた『ちかん注意！』の看板が、やけに生々しく目立って見える。

「だ、誰だれ……？」

　答えはなかった。どこかの家で、犬が鳴いただけで。息を詰め、愛はしばらくそこを動けなかった。グリップを手が白くなるくらい強く握り締めた。自転車は──乗って乗れないことはない。たぶん。

　──おまえは、自分が思っているほど無力ではない！

　再びそう声が聞こえて、愛は震ふるえ上がった。

　何かがおかしかった。聞こえる、というのとは違う気がする。

　愛はグリップから手を離すと、恐る恐るそれを上げて、耳に当てた。わーん、という静せい寂じやくの音が響く。その格好で辺りを見回したが、やはり人の姿はなかった。念のために上も見上げてみたが、電柱と電柱の間に渡された電線の上に、人がいるなんてことはもちろんなかった。

　──白しら鳥とり愛。わかっているはずだ。

　その声で、今度こそ、はっきりとわかった。声は外から聞こえたのではなかった。信じられないことだったが、頭の中に直接響いてきたとしか思えなかった。

「お、お化け……？」

　愛は、うるっと涙目になりながら、無む駄だと知りつつ辺りに目をやった。膝ひざが震える。お化けとか、妖よう怪かいとか、ジャパニーズホラーとか、スプラッター映画とか、そういうのはまったく駄だ目めな愛だった。

　それならまだ、痴ち漢かんの方がずっといい──生まれてから一度もあったことがないからそう思えるのかも知れなかったが。

「な、なむあみだ──」

　──やめよ！

「ひっ」

　愛は首を思い切り竦すくめた。頭に響いた声には、強い怒りがこもっていた。

　──おまえの救いはそこにはない、白鳥愛よ。

「だ、誰だれなんですか……」

　ぐすぐすと鼻を啜すすって、愛は座り込んでしまった。もう、膝に力が入らない。

　すると、脳内声は急に優しいものに変わった。

　──安心するがいい。私は御み使つかいだ。救済のために降こう臨りんした。

「き、救済……？」

　自転車で脇わきをさーっと通り過ぎて行ったＯＬ風の女性がちらりと、しゃがみ込んでいる愛あいを見たが、どうしたの、と声をかけることはなかった。これが都会だ。

「あ、あたしを、救いに……？」

　──いいや。おまえを救うのではない。おまえが救うのだ。

　愛は混乱した。意味がわからなかった。救済に来た、と言いながら、救え、とは。いや、もとより頭の中で声がする、ということがおかしいのだから、そんなところで整せい合ごう性せいを求めても意味がないのかも知れない。

　──よく聞くがいい。……いま、神かみ代しろ光ひかるは狙ねらわれている！

「えっ！」

　それは、恐怖も寒さも吹き飛ばす一言だった。愛は、それが自分のただの妄もう想そうであるかも知れない、ということを忘れた。恋する少女の盲もう目もくパワーで。

「ど、どういうことなんですか!?」

　──神代光は、地じ獄ごくに堕おちようとしている。

「!?」

　──彼はとても純粋だ。それは、彼を恋するおまえが一番よく知っていることだろう。

　図星を指され、愛は寒さとは別の理由で頰ほおを染めた。

　──人の肉を纏まといながら、あれだけの純粋さを保っているのは、この誘ゆう惑わくに満ちた人の世にあって奇跡に近い。それは、彼を守るものがいたからだが、その守護は悪あく魔まの計略によって失われてしまった。

「それって……光君の御両親のことですか……？」

　思い当たる人物は他ほかにはなかった。光の周りからいなくなった一番近しい人といえば、両親以外にはいなかった。

　──そうだ。

　脳内声は、きっぱりと肯定した。

　──危機が迫っている。神代光は、地じ獄ごくの縁ふちに立っている。おまえも、もう知っているだろう？　欲にまみれた血縁を名乗る者たちが、神代光から何もかも奪おうと群がったことを。だが心せよ、真に彼かの者を暗き闇やみへと突き落とすのは、そうした者たちではない。地獄を統すべる悪あく魔ま王おうの一人によって選ばれた、七人の人間だ。白しら鳥とり愛よ……いつの時代も、救いとなるのは愛だ。神代光の魔を祓はらい、救うことが出来るのは、彼を愛しているおまえしかいない。

　ぱあっと、空が明るくなった。

　愛は、目を逸そらすことが出来なかった。まるで、音のない稲妻の輝きが永遠に続いているような明るさだった。

　──我が名は《ラファエル》。大天使アークエンジエルなり。白鳥愛よ、おまえの愛で神代光を救うのだ。おまえは彼の者の運命の天使。《愛の矢》で彼の者の胸を貫き、そして……契ちぎるのだ。

「ち、契ちぎっ──!?」

　愛あいは、鼻血が出そうになった。古臭い言い回しだが、その意味がわからないほど、愛は非・文学少女ではなかった。契るとは──今っぽく言えば、えっちをする、ということだ。

「ちちちちょっとまってくださいっ！　えええええっちなことをするって、それってイケナイことなんじゃ──」

　ラファエルは、はっはっはっ、と笑った。

　──淫いん蕩とうに耽ふけるのは確かにそうだ。だが、体と心が融とけ合う、真の契りは新たな命を生み出す素晴らしい祝しゆく福ふくの行為だ。

「あ、新たな命っ!?　ちちちょっと、それこそまってくださいっ！　あ、あのあのっ、そんなっ！　あたしまだ、一四歳なんですよっ！　そ、それは、いつかは光ひかる君くんと結婚して、って考えたこともありますけど、でも──」

　──案ずるな。神かみ代しろ光との此こ度たびの契りは、彼かの者を生まれ変わらせるための儀式。悪魔の誘惑を寄せ付けぬ、完全なる存在へと昇しよう華かするためのもの。安心して……抱かれるがいい。

「だ、抱かれるって、そんな……」
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　愛は、くらくらした。

　告白だってまだなのに、デートもキスも何もかも飛び越えて、そんなことを要求されるなどとは、まったく思ってもみなかった。

　──失恋の心配はしなくともよい。そのための品《キューピッドの弓矢》を授けよう。ただし、これはおまえ専用だ。矢が当たった者が、おまえを盲もう目もく的てきに愛する。

　光ひかりが強くなり、その中からゆっくりと一組の弓と矢や筒づつが降りてきた。

（こ、こんなの夢よ……）

　手を差し伸ばしながら、愛あいは思った。隠されていた、本当はいやらしい自分が見せている夢に違いない。それを正当化するために、こんな、愛の天使エンジエルの夢を見ているのだ。

　それでも、愛はしっかりと弓矢を受け取った。

　光の中から純白の羽毛が舞い落ちてきて、愛は自分が純白に染まっていくのを感じた。そうしてその中で、天からゆっくりと降こう臨りんする天使の姿を見──どうしようもなく涙した。




　頰ほおを濡ぬらす感覚に、愛は驚いて目を開いた。

　最初に飛び込んできたのは、天井に貼はられたポスターだった。それは、お気に入りのティーンのファッションブランド『Ａ♪Ｗｉｎｇｓ』の去年の夏の新作販はん促そく用ようポスターだった。青空の中にシンボルマークの、簡かん略りやく化かされた天使の片かた翼よくと天使の輪が描かれた、シンプルなものだったが、それだけに気に入っていた。

（……夢か）

　ほう、と息をつき、だが、愛はまだはっきりしない頭で、あれ、と思った。

　いつ帰ってきたのか、その記憶がなかった。それとも、昨夜、光に逢ったこと自体も夢だったのだろうか？

　何となく、そう考えた方が自然な気がした。

　その時、ふわ、と鼻の頭に何かが落ちてきて、愛はくしゃみをした。

　ベッドの上で体が跳はね、途端、体の周りで一斉に、白いものが舞い上がった！

「な、何!?」

　それは、大量の白い羽毛！　それが大量に舞い落ちてくる！　愛は驚いて手でそれを払おうとして、さらに驚くことになった。

「噓うそ……」

　手にはしっかりと、夢であったはずの《キューピッドの弓矢》が握られていた！
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　慌あわてて上うわ履ばきに履き替えたために、愛あいは、危うく転びそうになって、下駄箱のひとつに手をついて、必死に踏みとどまった。

　スポーツバッグの中で、かた、と音がして、ひやりとした。いまの衝しよう撃げきで、御弁当がぐちゃとなってしまったのではないか、と思ったのだ。

　自分のものではない。

　遅刻しそうになりながら、光ひかるのために急いで作ったものだ。

　目が覚めた時、部屋の中はひどい状態だった。羽毛布団が破れて、中の羽毛が大量に飛び出してしまっていて、その掃除に朝の一時間を無む駄だにしてしまった。

　昨夜のことは、夢とも、現実ともつかなかった。

　目が覚めた時、子供の玩具おもちやのような弓矢は、確かに手の中にあった。だがそれが本当に、大天使ラファエルに貰もらったものなのか、それとも、知らない内にどこかで拾ってきたり、もしくは買ってきたりしたものなのかはわからなかった。

　何しろ道の途中であの幻まぼろし──だろうか──を見てから、部屋で羽毛に埋もれて目が覚めるまでの記憶がまったくなかった。

　何時ごろ帰ってきたのか両親に訊きくと、どこかに寄り道をしたとは思えないくらいしか、時間は経たっていなかった。声をかけたが、疲れたから寝る、と言って部屋に上がって、それきりだったという。

　朝、共同置場の自転車の籠かごの中で、みたらし団子が凍っていた、と新聞を取りにいった父は言っていた。

　とりあえず考えるのは後回しだった。

　両親とも共働きなので、毎日の御弁当は自分で作ることになっている。愛は制服に着替えると、慌ててフライパンを握った。一緒に光の分も作る。

　区立千ち代よ神がみ中ちゆう学がくには給食がない。

　母親からは、コンビニのパンにしたら、と言われたが、昨日のことが気になって、どうしても御弁当にしたかった。コンビニの御弁当よりは、美お味いしくはないかも知れないけど、栄養のバランスは取れるはずだ。それに、一人分も二人分も、大して手間は代わらない。

　──が、結局は、遅刻ぎりぎりになってしまった。

　それでもまだ時間的には、他ほかの生徒たちも歩いているくらいの余裕があるのだが、愛だけは別だった。今日は日直なのだ。

　廊下を走るのはいけないのだが、時間がなかった。教室に鞄かばんを置いて、朝の職員朝礼が始まる前に、職員室に行かなくてはならない。始まってしまえば、中には入れないからだ。日直にはもう一人、男子がいるが、プリントや日誌を取りに言ってくれているとは思えなかった。

　扉を開けて教室に入ると、何人かが、おはよう、と声をかけてきた。

　おはよう、と答えて、愛の目はいつものように光を探していた。

（よかった、いた……）

　少年はいつもと変わらず、自分の席に座って、クラスメートの話しににこにこと微笑ほほえみを浮かべていた。昨日きのうまでと、どこも変わっていない。やはり、昨日のあれはただの夢だったのでは、と思えた。

　光ひかるとは席が隣同士なので、傍そばに行くのは普通のことだった。

　愛あいが近付くと光よりも先に周りのクラスメートが気が付いた。女子はともかく、男子の顔にはどこかにやけた笑みが浮かぶ。

「おい神かみ代しろ、奥さんのご登校だぜ？」

　毎朝のように繰り返される言葉に光は振り向いた。目が合い、いつものように微笑み──かけてはくれなかった。代わりに、光の頰ほおは何な故ぜかほんのりと赤くなった。

　男子の一人──小お倉ぐら健けん二じが、その変化に目め敏ざとく気が付いた。

「お、なんだ？　いつもと違うじゃん。もしかしてなんかあったのか？」

「な、何もないですよ？」

　といった光の声は、これまた珍しくうわずっていた。これではまるで、何かあった、と言っているようなものだ。しかし、、愛には憶おぼえがなかった。と──

（あ！）

　本当に何もなかった、と言い切れないことに愛は気が付いた。記憶がない八～九時間の間に自分が何をしたか、それはわからないからだ。それにあの、夢とも現うつつともつかない会話の中で天使は何と言っていた？

（も、もしかして──）

　愛は手袋をしたままの手で、ほっぺたを押さえた。今の今まで外にいたせいでそれはとても冷たかったが、みるみる熱くなっていく顔を、冷ますまでには至らなかった。

「あ、赤くなったぞ！　やっぱり何かあったんだな！」

　別の男子──赤あか坂さか純じゆん一いちが愛を指差して大声を出した。クラス中が振り返ったが、愛は声が喉のどに詰まって何も言えなかった。光は照れたように目を伏せた。

（ま、まさか、あたし……光君を押し倒したりしたんじゃ……）

　天使は、光とえっちをしろ、と言ったのだ。

　あのあと記憶がない間に、それを実行に移してしまっていたとしたら──光が自分を見て照れたことも納得がいった。

（だ、だけど、朝起きても、体、なんともなかったし……）

　朝、着替えた時も、慌あわててシャワーを浴びた時も、昨日の朝と変わったところはなかった。

　愛も普通の中学二年生だ。

　えっちがどういうもので、初めてのあとがどんな感じかは、雑誌とかで読んで知っている。

　彼氏がいる子はやはり特に気になる様子で、そういう本を学校に持ってきたりしているのだ。

　愛あいは学級委員だが、ガチガチに規則を守らせる、というタイプではなく、そういうことにも、もちろん興味はあったので、友達と一緒になって読んだことがあった。

　だが、そこに掲載されていた体験談と、今け朝さの自分はまったく重ならなかった。

　訊きこう──訊くしかない。

「あ、あの……ひ──神かみ代しろ君くん……？」

　愛は光ひかるのことを、想像ではいくらでも名前で呼べるのだが、面と向かってはいまだに苗みよう字じに君付けでしか呼ぶことが出来なかった。そんな自分が、この少年を押し倒すことなど、ありうるのだろうか？

　光は顔を上げた。だが、ちらと愛を見て、またしても目を伏せてしまった。

（ありえたのかも！　ひゃー！）

　ぎゅう、と愛は自分の頰ほおを左右から押さえつけた。

「あ、あの……白鳥さん……」

　耳を澄まさないと聞こえないような細い光の声を、愛の耳はしっかりと捉とらえた。

「は、はひ！」

「その……大丈夫ですから……スカート……暗くて、よく見えなかったから……」

　光が何を照れているかがわかり、愛は、あっ、と声を上げそうになった。

　昨夜、逢あった時に慌てていて電柱に激突し、その時にスカートが捲めくれてしまった、そのことだったのだ！

　愛は心の底から安あん堵どした。

　いや、あれはあれで、お互いの頭の中から消してしまいたい思い出だったが、最悪の予想に比べれば、ずっとずっとましだった。

「おいおい、なにしたんだよー！」

　またしても赤あか坂さかが囃はやし立て、光の頭を軽く肘ひじで突いたりした。それでも光は照れたように笑うだけで、抵抗などもしない。

　あはは、と笑うだけだ。

　こんな風に無抵抗だと、ちょっとした小突きが一方的なプロレスごっこに変わり、やがては弱肉強食的なイジメへと発展したりするのだが、光の場合は、いまのところはそれは免まぬがれていた。だからといって、肘で小突かれて痛くないはずはなく、ごつごつと赤坂が光の頭を突き、サラサラヘアーの頭が揺れるのを見るのは辛つらかった。

　愛はコートのあわせを握り、胸の奥から勇気を絞しぼり出して声にした。

「あ、あのっ！　ぼ、暴力はいけないよっ……赤坂君」

　手が止まり、赤坂は、はぁ？　という顔をした。

「暴力なんかじゃねえって。ただのお遊びじゃんか──なあ、神代？」

「あはは」

「ほら、こいつだって笑ってる」

「か、神かみ代しろ君くんが笑ってるのはいつものことだし、赤あか坂さか君くんはふざけてるだけかも知れないけど、だからって痛いわけじゃないし──」

「……んだよ」

　クラスメートの表情が見る見る険しくなっていくのを見て、愛あいは息を飲んだ。だからといってここで、なんでもありません、と引っ込むわけにはいかなかった。学級委員の自分がそんなことをしたら、赤坂に光ひかるを小突くことを認めてしまったことになる。

（ぶたれるかも……）

　愛はそれを覚悟した。だが、その時──

「おはようございます！」

　そんな挨あい拶さつと共に教室の前の扉が開いて、担任の来くる栖す先生が入って来て、みなは驚いて、あっという間に自分の席へと戻った。驚いたのは、愛もだった。座るのも忘れて、黒板の上の時計を見てしまった。まだ朝のホームルーム開始のチャイムは鳴っていない。

　来栖先生は自分が時間を間違えているといった様子はまったく見せずに教壇に立つと、気がつけば一人立ったままだった愛を見つけて、軽く首を振った。

「白しら鳥とり君、君は今日、日直だったはずだよね？　どうして、日誌を取りにこなかったのかな？　それと、教室では手袋とコートは取りなさい」

　どっと教室が沸わいた。

「す、すみません、先生」

　愛は涙目になりながら手袋を外し、コートを脱いで椅子の背もたれにかけ、着席した。このまま雪のように溶けて消えてしまいたかった。ひときわ、赤坂の声が大きく聞こえる。

「はい、静かに！」

　先生は日誌を手で叩たたいて、皆を静かにさせた。

「白鳥君はいま来たばかりだとわかるが、日直はもう一人いるよね？　斎さい藤とう始はじめ。君は何で、日誌を取りにこなかったのかな？　笑ってる場合じゃないだろう」

　ちょっと小太りの生徒、斎藤始は立ち上がるとあからさまに唇くちびるを尖とがらせた。

「し、白鳥が悪いんすよ！　こいつを待ってたら、遅くなっちゃったんす！」

　愛は、スカートをぎゅっと握った。

　噓うそだ。斎藤は、自分が日直だったということを、今の今まで忘れていたに違いない。

「斎藤君。ある程度まで待って、それで来なければ欠席だという可能性もあるのだから、一人で取りに来るのが当然だろう。休みでなくても、遅刻することもあるのだから。君はそこのことを考えて反省文を書くように。白鳥君、君は遅刻の理由を日誌に書きなさい」

　二人は、はい、と返事をしたが、愛は斎藤から睨にらまれている、と感じた。おまえのせいで、と思っているに違いなかった。理り不ふ尽じんだった。

　愛あいは、ちらりと隣の席を見た。

　光ひかるは真まっ直すぐに前を見て、薄い微笑ほほえみを浮かべていた。その横顔を見ただけで、苛いら立だちが融とけて消えていくのがわかった。代わりに、とく、と鼓こ動どうが強く打って、穏やかで幸せな気分になれた。

　周囲は、愛が光を守っているかのように言うが、こういう時、本当に守られているのは自分の方だ、と感じる。どんな辛つらいことがあっても、光のこの微笑みを見れば、くじけないで頑がん張ばろう、と思える。

　視線に気づいたのか、光の瞳ひとみがこちらを向いて、愛は慌あわてて目を逸そらした。鼓動が少しだけ駆け足になり、頰ほおが火ほ照てる。見られてる、とわかる。温かな視線は、愛にとっては本当に熱をもっていると感じられた。

「じゃあ、ホームルームを始めます」

　出席簿で軽く教壇を叩たたき、来くる栖す先生がそう言うと、すぐに生徒の一人から声が上がった。

「先生、まだチャイム鳴ってないです！」

「知ってますよ。今日はちょっとイレギュラーなことがあったので、早く始めることにしたんです。──はいはい、文句を言わないように。皆さんにとっても意味のあることですからね。こんな時期ですが、転校生を紹介します」

　転校生！　思ってもみなかった言葉に、教室は一気にざわめいた。

「わー、どんな人だろう。友達になれるかな？」

　期待に満ちた、光の声が耳をくすぐったが、愛は答えなかった。まったく別の予感に胸がざわついていたからだ。理由はわからない。だが、とても嫌な感じがする。

　来栖先生が教室の前扉を向き、愛は緊張した。光の微笑みを見た時とは違う理由で、鼓こ動どうが速くなるのがわかった。

　一いつ旦たん開きかけた口が閉じられ、眉み間けんに皺しわが刻まれる。先生は、転校生を教室に招きいれることに、どこか躊ちゆう躇ちよしているように思えた。そして──




「もー、お腹なか減ったよぉ」

　教室の前に久く美みとともに待たされていた美み巳みは、辛つらくてたまらず、しゃがみ込んで、泣きそうな声で呟つぶやいた。何しろ、もう三〇分も何も食べていないのだ。お腹が空いて空いて暴れ出してしまいそうだった。

「こんなんじゃ、瘦やせちゃうよぉ」

「瘦せろ！」

　肩にスポーツバッグひとつを担かつぎ、足を広めに開き、腕を組んで前扉の前に仁に王おう立だちになっていた久美は、振り返りもせず、まったく声のボリュームを落とさずにそう言った。

　大きな声に『２─Ａ』と書かれた札が揺れ、まだチャイム前なので、廊下に出ていた生徒たちが、ぎょっとして振り返る。

「だいたいあんなに飯食って、何でもう腹が減るんだ!?」

「あんなに、ってたいしたことないよぅ。だってぇ──」

　美み巳みは指を折った。

「カツサンドでしょぅ？　四枚切りホテル食パンのピザトーストでしょぅ？　ハニートーストでしょぅ？　クロワッサンでしょぅ？　生ハムにぃ、フランクフルトにぃ、スクランブルエッグにぃ、お砂糖たっぷりなウィンナーコーヒーにぃ、あとあと、プリンタルトにヨーグルト！」

「食いすぎだろうがっ！」

　真まっ直すぐに扉を睨にらみ付けたまま、久く美みは吼ほえた。

　美巳は唇くちびるを尖とがらせて、えー、と答えた。

「久美ちゃんが食べなさ過ぎるんだよぉ」

「馬鹿言うな！　オレだって朝から一五〇グラムのステーキを食ったじゃねーか！　それにボウル一杯のサラダ！　どこが食ってねえってんだよ！」

「そんなのおやつだよぅ」

　美巳がそう言うと、久美は唸うなった。朝食の様子を思い出したのかも知れない。

　彼女は昨日、美巳の家に泊まったのだ。

　本人は、神かみ代しろ邸ていの前で野宿する、と言ったのだが、まずないだろうが寝袋もなしで、万が一、凍死でもされたら大変だし、そうでなくても看板をめちゃくちゃにしたのだ。警察に捕まってしばらく出てこられなくなったりしたら面倒だ、という獅しぃ子このもっともな言い分で、四谷に住む美巳の家に連れ帰ったのだった。

　両親は、久美を見ると大喜びした。美巳が友達を連れてくることなどめったにないからだ。もっとも久美は、感激した両親に向かって、

「友達なんかじゃねえ！」

　と啖たん呵かを切ったのだが、両親の方は、照れやさん、と思っただけのようだった。

　面白かったのは、両親が久美のプロポーションを見て、何度も、羨うらやましげにため息をついたことだった。

　彼らが自分の娘を、ちょっとぽっちゃりしすぎなんじゃないか、と心配していることは知っていた。両親は共に、どちらかといえば瘦やせすぎで、近所では美巳が二人の分の御飯を全部食べてしまっているんだ、とか言われていることも知っていた。

　皆、思っていることなのだ。久美も、

「おまえ、親の分の食費も食いつぶしてるんだろ？」

　と昨夜言ったが、それは間違いだった。

「あたし、自分の食費は自分で稼かせいでるもん」

　ベッドに腰掛けて、お気に入りの栗色のロングソバージュの髪を梳すきながら美巳は、絨じゆう毯たんの上にバスタオルを敷いただけの簡単な布団の上に胡座あぐらをかいて座った久く美みに、そう言った。

「噓うそつけ！」

「本当だもん。ほらぁ、そこのダンボール」

「これか？」

　久美は、部屋の中に幾いくつも積まれたダンボールの一つを引き寄せて開いた。中に入っていたのは、パックされたスナック菓子である。

「これが、なんだってんだよ？」

「新しいお菓子の試作品なんだよぉ？　あたしねぇ、いろ～んな食べ物の試食をして、コメントを伝えて、それでお金稼いでるんだぁ」

「そんなんで金になるのか？」

「うん、結構ね」

　事実、美み巳みは食品会社二〇社以上と契約を結んでおり、月に五〇万円以上を稼いでいた。美巳が美お味いしい、といったものは確実にヒットする、というのは業界の常識となっているらしいようなことを、この前、喫茶店で話を聞いたメーカーの人は言っていた。

「五〇万かよ……」

　久美は唸うなった。口には出さなくても、納得がいかねぇ、と顔が言っていた。彼女の一回のファイトマネーは五万円で、本気で格闘をするタイプなので、試合は週に一回が限界だと言っていたから、ただ食べているだけで五〇万、というのは釈しやく然ぜんとしないのだろう。

「楽な仕事だと思ってるんでしょぅ？」

　笑いながら言うと、久美はまったく否定をしなかった。

「違うのかよ？」

「違うよぅ。──箱の中に、封筒が入ってるでしょぅ？　開けてみて？」

　言われた通りにした久美は、中から分厚い書類が出てきて、げ、と呟つぶやいた。中身は、何十項目にもわたる細かいアンケートである。学生などを集めて試食会を開いた際にとられるアンケートとは量も質も違う、プロ仕様だった。

「それに、全部、答えなくちゃならないんだよぉ？　それにはねぇ、ただ食べるだけじゃ駄だ目めなんだよぉ？　食品衛生学の知識とか、調理技術の知識も必要なんだからぁ。だってぇ、味の他ほかにも、調味料の配分とかぁ、いろんな工程の調理時間の設定とかぁ、そういうことも指摘しなくちゃ駄目なんだからぁ」

「わ、わかった！」

　久美は、降参したように書類を戻した。

「楽だって思ったのは取り消す……すげぇよ、おまえ」

　この一言で、美巳は久美が好きになった。相手を認めるというのは、簡単そうで中々出来るものではない。

　もちろん美み巳みから見て、久く美みだってもちろんすごい。

　いくらお金を稼かせいでいても、自分には一人で生活なんてとても出来なかった。きっと寂しくて死んでしまう。もちろん、野宿なんかありえない──限定スィーツのために徹夜するのは別として。

　それに……この肉体！

　美巳は、久美を見た。今朝の彼女はジャージではなく、冬服のセーラー服だったが、上着の裾すそはスポーツブラが見えてしまいそうなほど短く、スカートも下に穿はいたスパッツが見えてしまっているほど短かった。

　そのお腹なかは、腹筋が見事に割れていて何となく作り物めいている。美巳には、どうしたって手に入れられないお腹だった。

　ちびっ子なので威圧感はないが、これで背が高かったら怖くて近づけないだろう。

「そういやあよ」

　相変わらず扉を睨にらんだまま、久美は言った。

「ここのセンコー、転校生がもう一人いるって言ってたよな？　それって、やっぱりオレたちと同じ《罪人シナー》だと思うか？」

　そうなのだった。今朝、二人して職員室に言った時、二─Ａの担任である来くる栖す教諭は、初日だというのに、もう一人がいまだに来ていない、と眉まゆを曇らせたのだった。

「んー……どうなんだろう？　でもぉ、こんな中途半端な時期に三人も偶然で転校してくるなんてこと、ないと思うなぁ」

「だよな！　ったく、いい加減な奴やつだぜ！」

　すると、がらり、と扉が開いて担任が顔を出した。その顔は苦りきっていた。歳としはよくわからないが、三〇くらいに見える。

　その時、チャイムが鳴った。

「……君たち、もう少し声を落として話しなさい。みんな中に聞こえていたよ？」

「これは元からだよ、センコー！」

　相変わらず腕組みをしたまま、久美はなにひとつ悪びれず、教師を見上げて答えた。担任はため息をつくと、中に入りなさい、と呟つぶやいて教室に戻り、美巳はパンパンに膨ふくらんだボストンバッグを持って立ち上がると久美の後から入って、扉を閉めた。

　それにしてもお腹が空いた。《あのお方》のことなんか、もうどうでもよかった。いまはただ一本のヌガーバーが欲しい。鞄かばんの中には一杯に御菓子や御弁当が詰まっている。あと五分、何も食べることが出来なかったら、自分が自分じゃなくなってしまいそうだ。

「えー、それでは転校生を紹介する」

　担任の声が、遠くそう聞こえた。

「本当はもう一人いるんだけど、どういうわけか、今朝は来なかったから、二人だけをみんなに先に紹介しよう。田た名な網あみ久く美み君と、那な賀が花はな美み巳み君だ」

「押お──」

「初めまし──」

　顔を上げ、挨あい拶さつをしようとして、そのまま声を喉のどに詰まらせた。
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　美巳はその瞬間、《食欲》を忘れた。

　見えない銃じゆうで、ずきゅん、と胸を撃ち抜かれた、と感じ、鳥肌が立っているのに、体が燃えるように熱くなった。

　美巳の瞳ひとみは、ただ一人の男子を、十数人の生徒たちの中から間違うことなく見つけ出して捉とらえていた──いや、囚とらわれたのは自分の方だったのかも知れない。

（この人だぁ！）

　紹介などされなくてもわかった。

　教室の中央にちょこんという感じで座っている、何となくドールっぽい少年こそ美巳の、そして同じ《罪人シナー》の──《あのお方》だった。

　美巳は、大きめの胸の前でぎゅっと両手を組み合わせて、少年──ほぼ間違いなく、神かみ代しろ光ひかるを見つめた、というより、目が離せなかった。

（ああ、はやく《あのお方》にお腹なかがパンクするほど、おいしいご飯とかお菓子を食べさせてあげたいよぉ！）

　その様子を思い描くだけで、美巳は興奮しすぎて倒れてしまいそうだった。

「──君！　那賀花君！」

「は、はぁい!?」

　美巳はようやく自分が呼ばれていることに気がついて、我に返った。振り返ると、来くる栖す教諭が困ったような顔をして自分と、そして久美のことを交互に見ていた。

「初めて新しいクラスメートの前に立って緊張するのはわかるが、先生の話はちゃんと聞くように。わかったね？」

　美巳は頷うなずいた。すると驚いたことに、久美までもが素直に頷いた。

　同じなんだ、と美巳にはわかった。

　久美も《あのお方》──神代光に、自分と同じく、一ひと目め惚ぼれをしたに違いなかった。

　自分に《食欲》を忘れさせるほどの衝撃！

　これが一目惚れでなくて、いったいなんだというのか。

　久美もきっと《怒り》を忘れたに違いない。だから素直に頷いたのだ。

　視線を感じたのか、ゆっくりと振り返った久美の瞳は、やはり熱っぽく潤うるんでいて、その推測が正しいことを雄弁に語っていた。

　けれど、二人の間にライバル心はなかった。《あのお方》は、独ひとり占じめを許される存在ではないことを、美巳も、久美も、よくよくわかっていた。

　──理屈ではない。

　自分が《罪人シナー》だと目覚めた時に、そういうことも含めて、何もかもが理解出来たのだ。自分がどうしてこんなに──なのかということも。

（……食べちゃいたいなぁ）

　貴公子、という言葉がピッタリな微笑ほほえみを浮かべて自分たちに温かい視線を向けてくれている光ひかるを、熱っぽいと自分でもわかる目で見つめながら、美み巳みはそんなことを思って、唇くちびるをぺろりと舐なめた。




　愛あいは本当に、自分がどうかしてしまったのではないか、と思えた。

　教室の中はストーブのおかげで窓が曇るほど暖かいのに、鳥肌が立っておさまらない。それは、あの二人の転校生がここに入って来てからずっとだった。

　二人におかしなところはない。

　田た名な網あみ久く美みという少女は、制服が短すぎるし、腹筋がはっきりと割れていて腿もももいかにも強きよう靱じんそうで、目つきも猫ねこみたいに鋭かったが、不良、というのとは違う感じだった。

　もう一人の那な賀が花はな美巳、という少女の方は、ちょっとぽっちゃりしているものの、どこかのんびりとした雰囲気があって優しげで、自分たちと同じセーラー服を着ているのだが、スカートの下からは何な故ぜか白いレースがちらりと見えていた。

　けれど、それだけだ。

　二人と、自分の鳥肌を関連付けるのは間違っているのかも知れない。

　それでも愛は、彼女たちには言い知れぬものを感じてしかたがなかった。例たとえて言うなら、お化け屋敷に入って（そんなことはありえないけれども！）、暗～い闇やみの中に何かが潜ひそんでいる妄もう想そうに捕まってしまったような、そんな怖さだった。

　二人は教室の一番後ろの席に座った。

　一時間目の授業の間ずっと、愛あいは二人の視線を感じていた。

　だがそれは自分に向けられたものではなかった。二人が見ているのは光だ、とはっきりと言えた。

　あの二人の目──あれは、恋をしている女の子の瞳ひとみだ！

　愛は、そうだと断言できた。

　何故ならば、鏡で毎日、同じ瞳を覗のぞき込んでいるからだ。だが──

（この人たちが、光ひかる君を地じ獄ごくに突き落とす……？）

　夢とも現うつつともつかない天使エンジエルの言葉が、二人に結びついて、そんなことを思ってしまった。

　だが、とてもそんな風には見えなかった。

　久く美みの方はまだ、何となく暴力的な雰囲気を漂わせているから、ありえなくもなかったが、美み巳みの方は見た目のイメージと《地獄》という言葉とのギャップがあまりにもありすぎた。脇わきを通り過ぎた時、彼女からは甘いお菓子の香りがして、どちらかといえば《天国》という言葉の方が合っているような気がした。

（そもそも、あんな言葉を信じる方がどうかしてるよ……）

　シャープペンを弄いじりながら、愛はそう自分に言い聞かせた。

（光君くんに一ひと目め惚ぼれした女の子が二人も同時に現れたから、そんな風に思っちゃうんだ……）

　天使の羽根だと思ったのは羽毛布団の中身だったし、手に持っていた弓矢は、どう見たって玩具おもちやだった。記憶がないのは気味が悪いけれども、天使がいる、とか思うよりは、頭を打ったことによる記憶喪そう失しつ、光を好きな子が現れたことへの恐怖、と考えた方がずっと、正常だった。

「ですから、このｘが──と、鳴ったか」

　チャイムが鳴って、数学の山口先生は説明を止やめた。この先生は、体育教師でもないのに筋骨隆りゆう々りゆうとしていてすぐに生徒に手を上げるものの、間違ったことは言わないし、生徒が正しいと思えば一緒になって他ほかの先生にも文句を言ってくれるので、人気は高かった。授業をスパッと切り上げるところもだ。

「じゃあ、今日はここまで」

「き、起立」

　日直の愛は、立ち上がって号令をかけた。がたがたと椅い子すを鳴らして生徒たちが立ち上がる。

「れ、礼」

「お疲れっ！」

　山口先生はしたっと手を上げて教室を出て行った。何人かの生徒が質問をしようと付いて行く。本当は愛も方程式に付いていくつか質問があったのだが、我が慢まんして着席した。ここを今動いたら駄だ目め、という予感がしたのだ。

　一方で、教室に残っていた男子たちが、後ろへと移動を始めた。

「やあねえ……みえみえ」

　近くの席の平ひら山やま綾あや香かが、軽けい蔑べつしたように呟つぶやいた。

　何のことなのかは、愛にもわかった。

　来月には、バレンタイン・デーがある。チョコの数がそのまま男の価値を決める！　と三学期になってから、男子たちは言ってはばからなかった。

　彼女がいて余裕のある男子は別にして、みな必死で、この時期、大たい抵ていの女の子は、ちやほやされるのがあたりまえだった。

　なのに愛が今朝、あんなぞんざいな扱いを受けたのは、光にしかあげない、ということが周知の事実として知れ渡っているからである。もちろん本命として。それを本命ではなくて義理だと思っているのは、光本人ばかりだった。

「うっせえ！」

　バン、と机を叩たたく音がして、教室がしんと静まり返った。

　驚いて振り返ると、田た名な網あみ久く美みが机に片手をき、小さな体に怒ど気きを漲みなぎらせて、群がった男子たちを睨にらみつけていた。

「オレはな、てめえらなんかにゃ興味ねえんだよ！──おい、美み巳み！」

「はぁい」

　男子を一人はさんだ席に座っていた美巳は、椅い子すを鳴らして立ち上がり、くしゃと何かを丸めてゴミ箱に放ほうった。見事に入る。もぐもぐと口を動かしながら、彼女は男子たちを軽く押し退のけて久美のところへ行くと、

「行く？」

　と丸い顔を傾かしげて訊きいた。

「ったりめーだろ！」

　久美は、ニヤリと笑った。

　乱暴な言い方にも怒った様子を見せず、美巳は頷うなずくと、彼女と共に、呆あつ気けに取られている男子たちを退どかして、こっちへ──来た。

「……どけよ」

　睨にらまれ、愛は内心で震ふるえ上がった。久美は、間違いなく自分より背は低いのに、やけに大きく見えた。びしっと割れた腹筋が、浅く上下している。

　涙が浮かびそうになるのを、愛は必死に我が慢まんした。声を出すと裏返ってしまいそうだったので、唇を嚙かみ締めてふるふると首を振って拒きよ絶ぜつの意思を示すと、たちまち、久く美みの顔は険けん悪あくになって、愛あいは、

（ぶ、ぶたれる？）

　と感じ、雨に濡ぬれた子犬のように震えた。

　だが、そうはならなかった。

「あのー……」

　光ひかるののんびりとした声がして、途端、久美の怒気は薄れ、彼女は後ろを振り返った。

「そこは、白しら鳥とりさんの席だから、あまり無理は言わないで下さいね」

「お、おうっ！」

　転校生の背中に阻はばまれて見えなかったが、光は、にこっと微笑ほほえんだに違いなかった。久美の声は、明らかにうわずっていたからだ。

「ねえねえ神かみ代しろ君くん。お話ししてもいい？　あたしたち、神代君にとっても興味があるんだぁ」

「いろいろとな！」

　二人のまったく辺りをはばからぬ、ほとんど告白と言っていい言葉に教室はどよめいた。

　もちろん、愛の心臓も大きく跳ね上がったのは言うまでもない──ほとんど口から飛び出してしまうくらいに。

「ち、ちょっと愛、いいの？」

　綾あや香かに肩をつかまれ、小声で囁ささやかれた。

　いいわけがない。

　だからといって、いや、とか言えるはずがなかった。光ひかるがそれで気持ちに気付いてくれるはずはないだろうし（そうなら、とっくに気付いてくれている）、だとしたら、あとはクラスメート（特にデリカシーのない男子）のからかいが待っているだけだ。

「べ、べつに、余裕だから……」

　愛は、思い切り強がって、小声でそんなことを言った。綾香は、へえ、という顔をしたが、転校生たちには聞こえなかった様子だった。

　……そんなの、噓うそに決まってる。

　余裕なんかなかった。不安が渦うずを巻いて、そこに飲み込まれてしまいそうだった。それにさっきからまた、凍えそうなくらいに鳥肌も立ちっぱなしだった。

　二人の転校生は、愛にはもはや見向きもせず、脇わきと前に立って光を見下ろしていた。そうして、へえ、とか、ふぅん、とか呟つぶやいている。

（おトイレ、行きたい……）

　愛はそう切実に思ったが、今ここで席を立つわけにはいかない、と思えた。

　そんなことをしたら途端に、この二人が光をさらってどこかへ行ってしまうような気がしたのだ。馬ば鹿か馬鹿しい妄もう想そうだ、と思いながらも、絶対にそんなことあるわけがない、とは思い切れず、内うち腿ももを擦こすり合わせて我が慢まんして、愛あいは三人の姿が見えるような位置に椅い子すをずらした。

「あんたが、神かみ代しろ光ひかるだよな」

　腕組みをして、断定的に久く美みは言った。

　誰だれもまだ、光のことを二人に紹介などしていないはずだった。それなのに、久美は真まっ直すぐに光のところへ来て、そう言ったのだ。

「はい。ええと……どこかでお逢あいしましたっけ？」

「いいや、逢うのは初めてさ」

「あ、じゃあ、新しい従い姉と妹こさんですか？」

「はぁ？　なんでそーなるんだよ」

「違うんですか？　いえ、この一ヶ月で、僕、従姉妹が二〇人くらい出来たので……」

　財産目当ての、と誰かが呟いた。

　彼女にも聞こえたのだろう、久美は机を軽く叩たたいた。

「ちがーう！　そんなんじゃねーよ！　だけど、こっちはあんたを知ってる。いいか？　何しろオレは、あんたに逢うために転校して来たんだからな！」

　その告白に、どっと教室が沸いた。

　マジかよ、ありえねー、などといった声があがる。

　だが、愛は声もなかった。

「ちょっと、愛、どういうことよ？」

　綾あや香かにそう訊きかれたが、どういうことなのか訊きたいのは、こっちの方だった。すると、さらに追い討ちをかけて、

「あたしもー♪　あたしも、あなたに逢あうために、転校して来たんだよ？」

　と、美み巳みまでが言った。

　少女二人が光ひかるを追いかけて転校してきた！──これはもう、ちょっとしたスキャンダルだった。さっそくメールを打つ者、口笛を吹いてはやし立てる者と色々と現れ、愛は次にどうなるかが簡単に予想できた。

「おいおい、神かみ代しろ！　どうするんだよ！　奥さん泣いちゃうぞ!?」

　小お倉ぐら健けん二じが、思い切りふざけた態度でそう言った。

　久美と美巳の反応は早かった。特に久美は。

「奥さんだとっ!?」

　彼女は目にも止まらぬ速さで腕を伸ばすと、小倉の学ランの胸むな倉ぐらを摑つかんで引き寄せた。その素早さは驚くべきものだったが、端はたからはわざとやられたとしか見えず、周囲から笑いが漏もれた。

「どういうことだっ、らあっ！」

　久美は言葉は乱暴だが、見た目は怖くはなかった。凄すごんでいるつもりらしいが、迫力とかそういうものとは無縁な感じで、むしろ愛らしささえあった。……たぶん、本人以外には。

「ほ、本当に結婚してるわけじゃねえよ！　そういう風に噂うわさされるくらいの仲の女子がいるってだけで──」

「どこのどいつだっ、そりゃあっ！」

　ぎり、と音が聞こえそうなくらい強く、襟えりが締まった。

　愛あいは今度こそここから逃げ出したかったが、とても出来なかった。今立ち上がれば、自分です、と言っているようなものだった。そんな自信過か剰じようなことは出来なかったし、何をされるかわからない、という怖さもあった。

「言えよっ、おらおらっ！」

　久く美みは小お倉ぐらを、片手でがたがたと揺さぶった。すると、ほとんど泡を吹きそうになりながら、このクラスメートは腕を上げ、しっかりと愛を指した。

（こっ、この男っ！）

　手が離れると、小倉はその場にしゃがみ込んで、激しく咳せき込んだ。クラスメートから、おいおいオーバーだなあ、と声がかかる。小倉は、マジなんだということを手でアピールしたが、誰だれもそうは取らなかった。

　久美は、もう小倉には用はないとばかりに振り返ると、机に手を付いて愛の顔を覗のぞき込むようにした。ずい、と、ほとんどおでこが触れてしまいそうなくらいに顔が近付く。

「……マジか？」

　愛は、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

　事実、結婚などしていないのだから、首を振ればよいのかも知れない。だがそれはこの子に対して、自分は光とは何の関係もありません、と宣言するのと同じに思えた。

（そ、それは、いや）

　愛は、こみあげそうになる涙をぐっとこらえた。二人は睨にらみ合った──見つめあったくらいにしか見えなかったかも知れない、が。机の下、膝ひざの上で、愛は拳こぶしが白くなるまでぎゅっと握った。そうしなければ、負けてしまいそうだった。

「あのー、田た名な網あみさん……？」

　そんな緊張を、ふわ、と解ほどく声がして、久美はすぐに振り返った。

　愛はホッとして力を抜き──かけて、慌あわてて締め直した。大変なことになるところだった。

「僕、結婚なんかしてないですよ？」

「じゃあ、恋人はぁ？」

　すかさず、机に両りよう肘ひじを付いた美み巳みがそう訊きいた。

「いません」

　きっぱりと、光ひかるは答えた。

　もちろんそう答えるに決まっていたが、それでも愛は、胸の奥の方が疼うずくように痛むのを感じないわけにはいかなかった。落ちた肩を、綾あや香かにぽんぽんと叩たたかれながら。

「そうなんだ、よかったぁ……ところでぇ」

　美み巳みは、美お味いしそうなケーキでも見るような目で光ひかるを見た。

「神かみ代しろ君くんって、いま、どこに住んでるのぉ？　昨夜、お屋敷の方に行ったらぁ《売り出し中》とかって看板、かかってたよぉ？」

　その情報に、クラスはざわめいた。愛あいは昨夜、林はやし田だ先輩から聞いて知っていたが、それでもこうして実際に見た、というのを聞くと、胸がざわざわした。

「本当かよ、神代？　何、やっぱり追い出されたのか？」

　事情がわかって言っているとしか思えない赤あか坂さかの言葉に、光は曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

　ちょっと悲しげなそれに、女子は一斉に同情心をそそられ、赤坂は女子のほとんどから睨にらまれて、う、と声を詰まらせて小さくなった。

「で？　今どんなとこに住んでるんだ？」

　久く美みが重ねて訊きいた。

　ちょっとしつこい気もしたが、それは愛も知りたいことだった。

　本当は今朝の一番に、昨日きのうはあれからどうしたのか、と尋ねようと思って登校したのだが、その時間はなかった。

　ええと、と光は言った。

「転校してきたばかりで、田た名な網あみさんたちは知らないと思うんですけど……僕の家だった場所の裏に、ちょっと大きめの教会があるんです。僕、いまそこに泊めてもらってるんです」

　教会!?──と、複数の驚きの声が上がった。

「な、何!?　神代おまえ、あのお化け教会に住んでんの!?」

　誰だれかが驚いたように言ったが、愛あいも同じ気持ちだった。

　光の家の裏手にある《聖セント・千代神教会》は、もうずいぶんと長い間その門を閉ざしていて、様々な噂うわさの舞台になっている場所だった。噂では、偏へん屈くつな老人が一人で管理を任せられていて、肝試しに忍び込む子供を殺していて、何人もあそこで行方ゆくえ不明になっている、というそれこそ《怪談》もあった。

「マジかよ!?」

「うん」光は頷うなずいた。「昨日きのうも野宿しようとしたら、玄げんさんっていうおじいさんに声をかけられて、泊めてもらったんです。それで事情を話したら、そういうことなら、教会の掃除とかを手伝ってくれるなら、修しゆう道どう士しさんの寄宿舎を使っていいって言ってくれて、住むことにしたんです。ちょっと埃ほこりっぽいけど、広くて、自然も一杯でいいところですよ？」

「駄だ目めだ！」

　耳が痛くなるほど大きな声を上げたのは、久美だった。

「駄目だ駄目だ駄目だ！　教会!?　冗っ談じゃないぞっ!!　絶対に駄目っ!!　おい、そんなところ早く出ろっ!!　よりにもよって教会なんて、ありえねえっ!!」

　があ、と久く美みは天井を仰あおいで吼ほえた。

　愛あいたちは突然の久美の狂きよう乱らんに呆あつ気けに取られた。

　だが、美み巳みは賛同するように大きく頷うなずいた。

「あたしもそう思うよぉ。神かみ代しろくぅん、そのおじいさんに、便利に使われているだけなんじゃないのぉ？　早く出た方がいいよぉ」

　それを聞くと、光ひかるはちょっと困ったように微笑ほほえんだ。

「うーん……そう言われても、僕、他ほかに行くところなんかありませんし……」

　じゃああたしの家に、と喉のど下もとまで出かかった言葉を、愛は飲み込んだ。

　そう出来れば本当にいいと思うが、絶対に無理な話だった。

　自分一人で勝手に決めて、誰だれかを同居させることなんか出来ない。ましてや男の子なんて。学校だって認めないだろう。

　そんな事を愛が考えている横で、久美は光を見つめて唸うなった。美巳も、本当に困ったように眉まゆを顰ひそめた。やがて──

「……じゃあ、他に行く当てがあれば教会を出るんだなっ!?」

　額に汗を浮かべて目を瞠みはり、久美は机を叩たたいて身を乗り出した。

「そうなんだなっ!?」

「た、たぶん……」

　光にしては珍しく、びっくりした様子で、ひどく曖あい昧まいにそう答えた。

　すると、久美は顔を上げてもう一度低く唸うなり、美巳のふくよかな腕を摑つかんだ。

「い、痛っ。痛いよぉ、久美ちゃん──」

「るせえっ、来いっ！　むかつくがよっ、あの高こう慢まんな女に相談するしかねえっ！」

　久美は、美巳を引きずるようにして歩き出し、生徒たちを押しのけるようにして教室を大おお股またに出て行ってしまった。

　あとに残されたクラスメートは、ぽかんと、それを見送るしかなかった。

　安あん堵どとも疲れとも自分でわからないため息を、愛はついた。

　すると、チャイムが鳴って、皆はそそくさと自分の席に戻った。

「──あ」

　愛は、トイレに行きたかったことを思い出したが時遅く、久美たちが出て行って開けっ放ぱなしだった前扉から先生が入ってきてしまった。

　手を挙げて、おトイレに、などと言えるはずもなかった。

　そんなこと──恥ずかしくて、死んでしまう。

　仕方なく、愛は泣きそうになりながら、次の休み時間がやってくるのを待ったのだった。

　もじもじと。







[image: ４　昼休みの秘密のこと]







　お抱えの室内管弦楽団によるハイドンの『ロシア四重奏曲』が流れる中、フォーナム＆メイソン社の素晴らしい紅茶を飲んでいた獅しぃ子こは、傍そばに立っていた赤せき兎とが微かすかに身み動じろぎしたのを見逃さなかった。

「何ですのっ!?」

　荒々しくカップをソーサーに戻し、獅ぃ子は振り返らずに言った。楽団員は特に驚いた様子もなく、淡々と演奏を続けている。

　音とは空気の波である。僅わずかな空気の乱れが、曲を壊す。獅ぃ子自身は自分の周りのその流れを頭で計算して、乱さないよう腕を動かしている。それだけに、他者による音の伝でん播ぱの乱れは腹立たしかった。

　するすると、タキシードにラバーマスクを被かぶった大男が音もなく近付いてきて、男の掌てのひらの中では玩具おもちやにしか見えない衛星携帯電話を無言で差し出した。マナーモードになっている金色のそれは、一定間隔でぶるぶると震えていた。

　ディスプレイには『田た名な網あみ久く美み』と表示されている。

　獅ぃ子は眉まゆを顰ひそめながら電話を取り上げた。昨夜、彼女たちとは番号とアドレスを交換しておいたのだが、こんなに早くかかってくるとは思わなかった。

　壁に据すえ付けられた巨大な柱時計を、獅ぃ子は見た。針は一〇時を指している。アラームは止めてあるので、静かに時を刻むだけだった。

（そういえば、そろそろ接触した頃ころかも知れませんわね）

　学校とは無縁の生活を送ってきた獅ぃ子には、中学校の授業態勢がどうなっているのかわからなかったが、いいかげん登校はしているだろうというくらいは想像出来た。

　手を振って演奏を中断させると、獅ぃ子は衛星携帯電話を手にした。ずいぶんと小型化されたとはいえ、小柄な獅ぃ子が持つとやはりまだ大きい。

「何ですの？」

『──いきなりそれかっ！』

　反射的に携帯を耳から離したのは正解だった。そうでなかったら、鼓膜が破れていたかも知れないほどの大声だった。

「その声の大きさ、下品ですわ。いいから早く用件を仰おつしやってくださらない？」

『あーそうかよっ！　こっちだってなあ！　別にてめえと仲良くおしゃべりがしたいわけじゃねーんだ！』

「……用がないなら切りますわよ？」

『んだとっ、上等だっ！　オレは──』

　なにやら言い争うような声が聞こえて、獅ぃ子は眉み間けんに皺しわを寄せた。久美が誰かと話をしているようだったが、相手の声は小さくて聞こえない。

『──もしもし？』

　やがて、微かすかな声が受話器から漏もれてきたが、それは久く美みのものではなかった。

「那な賀が花はな美み巳み」

『あたりですぅ』

　鼻にかかった甘い声が耳に忍び込んできた。後ろで久美が怒鳴っているのが聞こえる。どかどかという鈍い響きは、壁でも蹴けっているのだろう。

（あの怒れる子猫から携帯を奪い取るとは、鈍どん重じゆうな印象と違って侮あなどれない行動力ですわね）

　獅しぃ子こは美巳の評価をそう改めた。

「それで？　《あのお方》と逢あえましたの？」

『うん！　獅ぃ子ちゃん、まだ逢ってないんだよね？　すごいよぉ！　もぅ、びっくり』

「この世の者とは思えないほど不細工でしたの？」

『んーん。そんなことないよぉ。どっちかと言うと、可愛かわいい感じ？　女の子みたいなのぉ』

（可愛いですって……？）

　神かみ代しろ光ひかるがどんな少年なのか、今ひとつ想像が出来なかった。獅ぃ子が光──《あのお方》に抱いだいている印象は、美巳の説明からは遠く外れていた。悪の権化にして美び丈じよう夫ぶ、というのがそれだったが、見方をいくら変えても、可愛いという言葉は当てはまらなかった。

『イメージと違う？　だけど、逢えば納得だよぉ？　っていうか、もうだめぇって感じ』

「なんのことですの？」

『わかんないかなぁ……でもでもぉ、逢えばわかるから、絶対！』

　美巳の口調はやけに熱っぽかった。

（まるで、有名人を初めて見て興奮した、庶民のようですわね）

　表情すら簡単に想像が出来た。

　父親に付き合ってパーティに行けば、同じような顔をした連中を見つけることが出来る。ＴＶや雑誌で知っているつもりになってはいるが、声はかけられない相手に対して、せめて目に焼き付けようとする輩やからの顔と、きっと大差はないだろう。

　獅ぃ子はカップを振って、赤せき兎とに、紅茶を淹いれ直すように仕草で命じると、携帯のディスプレイの裏を指で軽く叩たたいた。

「……よもやとは思うけれど、そんな話をするために、わたくしの貴重な時間を使ったわけではありませんわよね？」

『うん。違うよ？』

　美巳はあっさりと言った。いいかげん気が済んだのか、壁を蹴るような音は聞こえなくなっていた。代わりに、美巳以外の息いき遣づかいが聞こえるのは、久美が傍そばに来たのだろう。

『実はねぇ、相談があって電話したのぉ。あたしたちじゃどうしようもなくてぇ』

　淹れ替えられた紅茶を一口飲んでカップを置き、獅ぃ子は手を使って体の位置を直した。

「なんですの？」

『実は──』

　続く言葉を聞く獅しぃ子この瞳ひとみは、静かに光を湛たたえて眇すがめられていった。




「それで、なんだってっ!?」

　通話を切ったとたん、耳元でそう怒鳴られて、美み巳みは首を竦すくめた。

　とんでもない大声である。

　普通なら生徒たちにじろじろ見られるところだが、いまは授業中だからその心配はなかった。ならば代わりに先生が飛び出してきて怒られそうなものだったが、二人がいるのは、理科室などの特別教室が並ぶ棟の、最上階の屋上前の扉の前であったので大丈夫だった。

「……んもぅ、聞いてたんじゃないのぉ？」

　携帯を押し付けるようにして返しながら言うと、久く美みは首を振った。

「ぜんぜん！」

「んもぅ、しょうがないなぁ──教会なんてとんでもないからぁ、お屋敷を取り返すって。だから、来いって」

「どこへ！」

「メールするって言ってたよぉ」

　まさにその時、美巳は自分の携帯が鳴るのを聞いた。肌身離さず持っている御菓子が詰まったボストンバッグに手を突っ込んで、御菓子を搔かき分けて携帯をつかみ出すと、着信を示すランプがチカチカと点滅していた。件名が（無題）になっているメールを開くと、住所だけが書かれていた。

「ここへ来いってことなのかなぁ……」

「だろっ！──うしっ、行こうぜっ！」

　久美はボキボキと指を鳴らし、口元に凶きよう悪あくそうな微笑ほほえみを浮かべた。

「喧けん嘩かしにいくんじゃないと思うけどぉ？」

「んなことあるかよっ！　オレたちの《あのお方》を追い出して、そこを売うっ払ぱらおうとしているような連中だぞ？　話し合いでどうにかなるわけねーだろっ！　どんな奴やつらかは知んねーけど、泣いて土下座して返させて下さいって言わせてやるぜっ!!」

「んもぅー、乱暴なんだからぁ」

　美巳は携帯をバッグにしまうと、代わりにチョコレートを一枚取り出して包みを破き、かじりついた。甘さが口に一杯に広がって、幸せな気持ちになる。それと同時に、ちょっとだけやる気も出てきた。久美の言う通り、確かに一ひと筋すじ縄なわでいく相手ではないだろう。だから、獅ぃ子は自分を──というよりも、久美を呼んだに違いない。

（あたしは多分、久美ちゃんが寄り道したり、道に迷ったり、途中で喧嘩したりしないようにするために、一緒に来いって言われたんだろうなぁ）

　食べることしか得意でない自分が呼ばれた理由は、他ほかには思いつかなかった。

「よし、行くぜっ！」

　久く美みに背中を叩たたかれ、美み巳みは危うくチョコレートを吐はき出しそうになって慌あわてた。すんでのところで口を押さえて飲み込むことに成功したが、危ういところだった。

　背中がひりひりする。

（……もぉ）

　まったく気にした様子もなく、どこか楽しげに階段を下りる久美の後姿を見下ろしながら、美巳は銀紙を全部破いて残りをすべて口に放ほうり込むと、ほとんど嚙かまずに飲み込んだ。

　本当に、まったく危なかった。

　せっかく食べたものを吐き出させられたりなどということになったりしたら、いったいどんなことになるか、わかったものではない。

　自分でも、どうとは言えなかったが、とても恐ろしいことになる──それだけは、はっきりと感じることが出来た。

　自分が《罪人シナー》であると自覚した時に宿った《獣ビースト》が、きっと暴れ出す。

（それはそれで、楽しいと思うけどぉ……お腹なか、空くだろうなぁ）

　用事が済んだらお昼には何を食べようか、と考えながら、美巳はボストンバッグを肩に背負いなおすと、久美の後を追って階段を下りた。

　踊り場に、チョコレートの甘い匂においを残して。




　転校早々エスケープ。

　いきなりそんな伝説を作り、田た名な網あみ久美と那な賀が花はな美巳は、教師からは要注意生徒として注目されることになった──のだが。




（だからって、あたしと光ひかる君が怒られるのって変……）

　軽やかとは程遠い足取りで階段を上がりながら、愛あいは胸のもやもやを抑えきれずにいた。

（学級委員だからって、ずっと転校生のこと見張ってられるわけじゃないもん。光君も、すぐに謝っちゃわないで、少しは反論とかすればいいのに……）

　階段を上がりきり、ため息をついた。

　昼休みだというのに、廊下はまるで別世界のように静かだった。ずっと下の階からは、笑ったり、声を張り上げたりしているのが聞こえてきてはいるが、本当に微かすかで遠い。愛は、大きな防音扉の前に立って、空いている手を頰ほおに当てた。

（だけど……あれが光君なんだよね）

　ぽ、と頰が熱くなるのがわかった。

　休み時間、職員室で来くる栖す先生のお小言に声を震ふるわせながら、

「すみません、僕の注意が足りませんでした……」

　と言って、ほんのちょっぴり涙ぐんだ横顔を思い出しただけで、胸の奥がきゅうっとなる。

　綾あや香かなどは、

「いったいどこがいいの？」

　と首を傾かしげるのだが、強いて言うなら『何もかも』だった。とはいえ、クラスのほとんどの女子は賛同してはくれないだろう。光ひかるは人気者だけれども、それは兎うさぎが女子に人気があるのと一緒で、恋の相手としてではない。女子に人気のあるのは、格好よくて、スポーツが出来て、面白くて、おしゃれな男子だ。

　残念ながら、光はどれにも当てはまらなかった。

　クラブ活動はしていないし、何にでも真ま面じ目めだし、清潔感はあるけれどそれだけ。そんなに頭がいいというわけでもなく、成績はいつもクラス平均。顔も、女の子みたいで、格好いいというのとは違う。

（けど、いいんだもん。性格はすっっっごくいいんだから）

　そう考えて、なんだか他ほかにとりえがないみたいで嫌な言い方だな、と思った。だけど性格はいいのよ、というのは普通、誉ほめ言葉には使わない。

　愛あいは首を振った。このまま考え続けていくと、どんどん否定材料ばかりになってしまいそうだった。

　気持ちを切り替えて、防音扉を押し開けた。

　中は、外と同じくしんとしていた。けれど、人がいないわけではない。ひとつずつ仕切られた席には、まばらにだが生徒が座っている。だが、パラ、と紙を捲めくる音すらはっきりと聞こえるほど静かだった。その音も、書しよ架かにずらりと並んだ本に吸い取られていく。

　ここは図書室である。

　最近の活字離れによる図書室の利用率の低下は著しく、おしゃべりをしない、という条件付きで、昼休み、ここで御弁当を食べていいと開放しているのだが、人気はなかった。当たり前である。会話のない食事ほど、味気ないものはない。

　けれど、愛は時々ここへ来て御弁当を食べることがあった。

　その時、腕の中には必ず二人分のお昼ご飯がある。

　誰かとここで待ち合わせをしているわけではない。これは『せっかく早起きして作ったけれど今日も渡せなかった、光のための御弁当』だった。

（……あたしの意い気く地じなし……）

　うるっ、と瞳ひとみが潤うるみそうになるのをこらえ、愛は空いている席に座った。

　これで一五戦、一五敗。連敗街かい道どう驀ばく進しん中ちゆう！──と一人でおちゃらけてみても、寂しくなるばかりだった。クラスメートに御弁当を作って渡すなどというのは、中二の女子の行動としては大胆極まりない。光以外のクラス全員が愛の気持ちを知っていたとしても、だ。実際に行動に移せば、格好のからかいのネタにされることは目に見えていた。

　それは、まだ我が慢まん出来る。

　だが何より恐ろしく、我慢出来ないだろうと思うのは、その時に光ひかるに、

「みんな、やめてください。白しら鳥とりさんは親切でやってくれているだけで、僕たちはそんな夫婦とか恋人とか、そういう関係じゃまったくないんですから」

　と、にこやかに言われることだった。

（ショックで、死んじゃうかも）

　本気でそう思う。

　だったら最初からやめればいいのだが、かつてはとてもバランスのいい御弁当を毎日持ってきていた光が、アンパンと牛乳だけというお昼を食べているのを見ると、体が心配で、つい作ってしまうのだった。

　いつも、今日こそは、と思って家を出るのだが、土ど壇たん場ばになるとどうしても駄だ目めだった。

（このままじゃ、太っちゃう）

　三日に一度は二人分のお昼を食べている、愛あいだった。残すなんてありえない。世の中には食べたくても食べられない人がいるのに、そんなことをしたら罰ばちが当たる。

（今夜は、ところてんだけにしなくちゃ）

　どうかお母さんが天ぷらを作ったりしませんように、と祈りながら──大好きなのだ──愛は御弁当箱に手を伸ばそうとして、腕にずしりとした重さを感じた。

　ありえない重さだった。そっちの手には何も持っていない──いや、手の中に何かある！

　愛は、自分の手に目をやった瞬間、

「……ほあっ!?」

　奇妙な声を上げて立ち上がった。がたんと椅い子すが大きな音を立てる。

「しーっ！」

　周りから一斉にそう声を浴びせられ、愛はあわてて座り直した。そうして背中を丸めて、手の中のあるはずのないものを見た。

（な、なんで……？）

　パニックになりかける頭を必死に鎮しずめながら、状況を把は握あくしようと努めた。

　手の中に『本』がある。

　ここは図書室なのだから、本があることは驚くことではない。問題は、それを手に取ったという記憶が一切ないということだった。

　左手にはまだ、二人分の御弁当を抱えている。空いていた右手で防音扉を開け、椅子を引き、ここに座った。途中で書しよ架かには立ち寄らなかったし、席には何も置かれてはいなかった。

　けれども、現にこうして手の中には『本』がある。

　愛は、恐る恐る表紙を見た。

「っひ！」

　また、危うく声を上げそうになった。心臓が駆け足を始めたのがはっきりと感じられた。

　知らない間まに摑つかんでいた本には、表紙に金きん箔ぱく押おしでこう書いてあった。

　──『悪あく魔ま祓ばらい入門』

（ど、どうなってるの……？）

　愛あいは、その本を机に置いて手を離した。すると、癖がついてしまっていたのか、本は勝手に開いた。紐ひもの栞しおりが挟はさんであって、頁ページの肩には章タイトルが『悪魔の見分け方』であると書かれていた。

（あ、悪魔……？）

　ずき、と頭が痛んで、愛は顔を顰しかめた。

　──神かみ代しろ光ひかるは狙ねらわれているっ！

「ふあっ！」

　幻げん聴ちようというにはあまりにリアルな声が聞こえて、愛は再び立ち上がっていた。孤独と沈黙を愛する人々の鋭い視線がちくちくと体を刺す。

「え、えへ……」

　作り笑いを浮かべながら頭を下げ、もう一度、愛は椅い子すに座り直すと、机の上に広げられたままになっている本を見つめた。

　いつまたあの声が聞こえてきても今度は驚かないように身構えて待ったが、五分──そして一〇分たっても、再び聞こえてくることはなかった。

（悪魔……）

　開かれた頁には古い感じのするイラストが付いていて、人間を誑たぶらかそうとする悪魔、と書かれていた。だが、そこには二人の人物が描かれているだけで、どこにも悪魔らしい姿は描かれていなかった。

　愛は、どこかに説明がないだろうか、と本ほん文ぶんを辿たどった。このまま閉じてもよかったのだが、疑問をそのままにしておく方が気持ちが悪かった。

（あった）

　その一文を、愛は指で追った。

　そこには、こう書かれていた。

『悪魔はその本性である恐ろしい姿を巧妙に隠し、善良な人間に近付く。自らも善良であるかのように装い、罠わなをしかけていくのだ』

　途端、あの転校生たちの姿が頭にはっきりと浮かんだ。ぼんやりと思い出した、とかいうことではなく、頭の中にＴＶがあるかのようにはっきりと、久く美みと美み巳みの顔が浮かんだのだった。

（もしかして、あの二人……？）

　愛は固かた唾ずを飲んだ。

　今け朝さのあの夢が正まさ夢ゆめだったとしたら、悪あく魔ま王おうによって選ばれた七人の内の二人が、彼女たちだという可能性もあるのではないだろうか？　ならば、転校してきていきなり、光ひかるに急接近をした理由も納得がいく。

　ここにも書いてある。悪魔はその本性である恐ろしい姿を巧妙に──

（……あたし、何やってるんだろ）

　そこまで考えて、愛あいは我に返った。

（馬ば鹿かみたい。あんな夢に踊らされて……。ぼーっとしてたから、この本が最初からここにあったことに気が付かなかっただけよ。大体、悪魔なんているわけないんだから）

　それが常識だ。喉のどの奥でくっと笑って、愛は本を閉じようとした。

　早く御弁当を食べてしまわないと、昼休みが終わってしまう。

　だが、手が止まった。

（──でも）

　もう一度、開く。

　それだけでは割り切れない何かが、確かにあった。あまりにも符合しすぎている。

　気が付けば、先ほどの文の先を、愛は指で辿たどっていた。

（暇だから……そう、それだけ）

　と自分に言い訳をしながら。

　続きはこうなっていた。

『──悪魔は真に善良な者の心に触れると、神聖さによってその仮面が剝はがれる。だが、真に善良な者は少ない。端はたからはそう見えても、心の奥底には誰だれしも悪を潜ひそませているのだ。だが他ほかに、悪魔を見分ける方法がないわけではない。もし、言葉巧たくみに近付いてきたり、思い当たる理由もないのに、過剰な好意を示す者が現れたなら、まず悪魔である可能性を疑うべきであろう。彼かの者がもし聖書、十字架、聖せい別べつされたパン、救世主の血たるワインをひどく嫌うなら注意が必要である。悪魔の誘惑から身を守りたければ、聖別されたパンを食べ、救世主の血たるワインを飲むことだ』

　愛の指は、再び止まった。

（言葉巧み……過剰な好意……）

　またしても転校生の二人、そして、昨夜、光と一緒にいた老人の姿も思い浮かんだ。

　あの老人は転校生二人より、もっと怪しげに思えた。

　いまどき、見ず知らずの人間を家に泊めるばかりか、自分の管理している家に住まわせるなんてことがあるだろうか？

　しかも、この東京で。

（もし、あれが夢でないとしたら……？）

　本当に光は、悪魔に狙ねらわれているということになる。地じ獄ごくへと突き落とされようとしているということになる。

　鳥肌が立ち、愛あいはぶるっと震ふるえた。

　自分の気が違ってしまったのではないかということと、光ひかるが地じ獄ごくに落ちるということ、その両方の理由からだった。

　常識で考えれば、悪あく魔まなんかいるはずがない。

　だが、そこから外れたことも起こるからこそ、常識、という言葉があるのも事実だった。

　理由のわからない事故、事件、そうしたものは多い。

　それがすべて悪魔の仕し業わざと言ってしまうのは、あまりにも短たん絡らく的てきだということは、愛にもよくわかっていた。理由を考えるのを止やめて、悪魔という、現在の科学では証明ができない便利な存在に、罪をかぶせてしまえばとても楽だ。だが──

（もし、本当だったら……？）

　──光は、地獄に落ちることになる。

　ぞっとしない想像だった。

「…………」

　愛は数分間、悪魔と誘惑される人を描いた挿さし絵えとにらめっこをしていたが、やがて本を閉じると御弁当の包みも解ほどかずに立ち上がった。

　そうして、壁にかかった時計を見る。

　一二時四五分。

　愛は、校則を犯すことを覚悟した。

　聖書は本屋に行けばあるが、いまは時間がない。十字架はシャープペンシルや棒を組み合わせても作れるが、そんな程度でいいのなら、世の中には十字架が一杯で、悪魔が平気でいられるはずはない。聖せい別べつされたパン、というのは何のことだかわからない。

　だが、最後のひとつはわかる。

　ワインはワインだ。

　近所のコンビニでだって売っている。それを買って光に飲ませれば、傍そばにいることが出来なくても、光を悪魔から守れる──とこの本には書いてある。

　そんなこと、何の意味もない、馬ば鹿かなことかも知れない。愛は自分でもそう思った。人に話せば、どうかしている、と思われるだろう。

　だが、世の中に《絶対》はありえない。

　ここで何もしなかったために、光が地獄に落ちるようなことになったら、一生後悔するだろう。いや、生きていけないかも知れない。地獄に落ちる、とは、すなわち、死ぬということだろうから。

　ワインを飲ませて、それで何もなかったら、それでいい。

　光が無事なのは悪魔なんかとは全然関係なくて、そんなことをしなくても何も起こらないのだとしても、何もしなくて、万が一、光ひかるに何かが起こるよりはいい。

（あたしが、変人扱いされるだけで済むんだもの）

　そんなこと、大好きな光を失うことを考えたらなんでもなかった。それに、たとえ他ほかの人がそういう風に自分を見ても、光だけはわかってくれる──そういう確信もあった。

　──それよりも、早く契ちぎるのだ、白しら鳥とり愛あいよ！

　またあの声が頭に響いて、ぼっ、と愛の頰ほおは真っ赤になった。

　──それが、もっとも確実に神かみ代しろ光を救う手立てである。神代光の心しんの臓ぞうに《愛の矢》を射り、愛の契りを結ぶのだ！

　愛は激しく首を振った。

（き、気のせい、気のせい……知らなかったけど、あたしが本当は、え、えっちだから、そんな声が聞こえるんだ──え……あたし……え、えっち、なの……？　そ、そんなこと──）

　ゆっくりと愛は歩き出した。

　頭に血が上りすぎてふらふらした。心臓が怖いくらいにバクバク言っている。

（ワイン……ワインを買って、光君に飲ませなくちゃ……）

　それだけを考え、他たの一切を頭の中から追い出すように頑がん張ばった。そうでないと、恥ずかしくて心臓が止まってしまいそうだった。

　ひやりと冷たい防音扉に手をあて、愛はゆっくりと押した。

（ワイン……）




　堂々と違法駐車をしたリムジンの窓を叩たたく音に、獅しぃ子こは目を開いて振り返った。

　外からは中が見えない偏へん光こうガラスの向こうで、健康そうなぽっちゃりした少女が、暢のん気きな顔で手を振っていた。その後ろには、腕組みをして機嫌の悪そうな背の低い少女が一人。共に冬用のセーラー服を着ている。

「赤せき兎と」

　獅ぃ子の声に、運転席に座ったラバーマスクの男は、ワーグナーのオペラ『彷徨さまよえるオランダ人』のＣＤがかかっているコンポのボリュームを落とし、窓を開けてくれた。

　どっと寒気が中に入り込んできて、澱よどんだ車内の空気を搔かき混ぜた。

「……ずいぶんと遅かったですわね」

　刺とげを隠そうともせずに言うと、美み巳みは顔の前で、ぱんと手を合わせた。

「ごめ～ん、番地からここを探すの、ちょっと手間取っちゃったのぉ。おまわりさんに聞いちゃ駄だ目め、ってメールに書いてあったしぃ」

「これからすることを考えれば、当然ですわ。明あけ星ほしは警察のトップにも顔が利きますけど、現場の判断で出来ることにまであらかじめ圧力をかけるのは、この場合においては、得策ではありませんわ」

　獅しぃ子こは指を鳴らした。

　ドアロックボタンが解除され、美み巳みと久く美みはドアを開けると、寒そうに体を揺すりながら乗り込んできた。広々としていた後部座席が一気に窮きゆう屈くつになった気がする。ドアが閉まると、その感覚がますます強くなった。息が詰まるようだ。

「狭せめえよ！」

「え～そう？　あたしはそうでもないけどぉ」

「そりゃそうだろうよ！」

「久美ちゃぁん、何怒ってんのぉ？　あたし、わかんないよぉ」

「わかれよっ！」

　声がキンキンと腰に響いて獅ぃ子は苛いら々いらした。

「いいかげんになさいまし！」

　手にしていた乗じよう馬ば鞭むちで革張りのシートを叩たたく。小こ気き味み良い音が車内に響いて、さすがに久美も、そして美巳も口をつぐんだ。

「どうでもよいことで、わたくしは時間を潰つぶしたくはないの！　こうしている間にも、ビジネスは動いているのですからね。……それで？　《あのお方》はどうでしたの？」

　すると、久美と美巳は顔を見合わせて、どうしてか頰ほおを赤くした。

　美巳はふくよかなほっぺたを両手で包むようにして身み悶もだえ、久美は天井を睨にらんで魂たましいが抜けてしまったようにいつまでもその格好を続けようとした。

　獅ぃ子は眉を顰ひそめた。

　この反応は、いったい何なのだろうか？　二人とも、妙に幸せそうな表情をしている。

（何ですの、いったい）

　満ち足りて弛し緩かんした表情を見ていると、何やら腹が立った。

「しゃんとなさい！」

　獅ぃ子は久美と美巳の膝ひざ頭がしらを鞭で軽く打った。すると二人はたったいま夢から覚めたかのように、はっとして目を瞬しばたいた。

「いったぁいっ！」

「っ痛！──何すんだ、てめえっ!!」

　美巳が膝を抱えて叫び、久美は吼ほえた。小柄な少女の表情は一変して怒りに燃え上がり、愛らしいといえる口元から牙きばのような八重歯が覗のぞいた。細いが、力だけは十分にありそうな腕が伸びてくる！　だが、それが獅ぃ子を捕えることはなかった。その前に、運転席から伸ばされた赤せき兎との手が、少女の頭をがっしりと摑つかんだからだ。

「いててててて！　離せ馬ば鹿かっ！　頭が潰つぶれるっ！」

　持ち上げられて久美は暴れ、その足は何度も美巳を蹴けったが、獅ぃ子には掠かすりもしなかった。幾いく度ども足は届いたが、そのスニーカーの全すべてを乗馬鞭が叩き落としたからである。

「えいっ、えいっ、わたくしに危害を加えようとするからですわ！」

「先にやったのはてめえだろっ！」

「あなた方が、魂たましいを抜かれたようにぼーっとして、えいっ、このわたくしの質問に、すぐに答えなかったからですわっ、えいっ」

「わかった！　わかったからやめさせろっ！　もう落ち着いたっ！」

　久く美みは体を丸め、足を引っ込めた。

　隣でさんざん蹴けられた美み巳みは、制服にはっきりと靴裏の痕あとが残った状態でシートに倒れ、瞳ひとみを潤うるませながら、ぐすぐすと鼻を啜すすった。

「ひ、ひどい～」

　獅しぃ子こはそんな美巳は無視して久美をしばらく観察していたが、鞭むちを一振りして赤せき兎との手の甲を叩たたいた。それでようやく大きな指が頭から離れると、久美は小さく呻うめいて頭を抱え、何度も何度も摑つかまれていた箇か所しよを擦こすった。そこは赤く、明らかに窪くぼんでいた。

「……信じらんねえ」

　涙目になりながら、久美は獅ぃ子を睨にらんだ。

「マジで頭砕こうとしただろ？」

「まさか。わたくしをそれほど愚おろか者だと思って？　けれど、許してさしあげますわ。怒りっぽいのは、あなたのどうすることも出来ない《罪シン》ですものね。──それより、質問にお答えなさい。《あのお方》にお逢あいしたのでしょう？」

「……ああ」

　表情が和やわらぐ。まるで、思い出しただけで痛みが消えたかのように。

「びっくりだぜ？　なあ？」

「うん♪」

　美巳も、今までべそをかいていたとは思えない様子で頷うなずいた。

「ハート、ずっきゅ～ん！……だもんね？」

「おう！　こう……心臓を、どがん、って感じ？」

「ずどん、っていうのは？」

「どーん！　ってんじゃねーか？」

　とても会話が成立しているようには聞こえないのだが、二人はそれで、十分に分かり合っているようだった。

　苛いら々いらとして、獅ぃ子は鞭を空中で鳴らした。

「さっぱりわかりませんわ！　もっとわかるように話しなさい！」

「えー、無理だよぉ」

　眉まゆを困ったように下げて両りよう拳こぶしを口元に当て、美巳は苦笑した。

「獅ぃ子ちゃんも、逢えばわかるって。もう、ずきゅ～んで、ずど～んなんだから」

「だから！　何が、ずきゅんで、ずどんですのっ!?」

　すると、ばん、と久く美みは自分の胸を拳こぶしで叩たたいた。

「決まってんだろ！　心ハートだよ！」

「心……!?」

「おう！　さすがは《あのお方》だぜ！　一目見て──惚ほれたっ！」

「ほ、惚れ……っ!?」

　目を瞬しばたたき、獅しぃ子こは喉のどに息を詰まらせた。思ってもみなかった言葉に、心臓からどっと血液が顔に流れ込んでくるのがはっきりとわかった。体温が上昇する。これは──

「あ～獅ぃ子ちゃん、顔が真っ赤！　もしかして恋こい話ばなとかに弱いのぉ？」

「ば、馬ば鹿かなことを言ってはいけませんわっ！　わたくしに、よよよ弱いものなどっ！」

　獅ぃ子は背筋を伸ばして、自分の掌てのひらに鞭むちを打ちつけて、威厳を保とうとした。しかし、美み巳みの顔から、にんまりとした微笑ほほえみは消えることはなかった。

「こ、この……」

「んふふ～、大丈夫だよ、獅ぃ子ちゃん。逢あえばわかるから♥」

「そうそう」

　久美までもが、さっきまでの喧けん嘩か腰ごしの態度はどこへやら、腕組みはしていたが、どことなく親しげに微笑んでいる。

（く、屈くつ辱じよくですわっ！）

　ぎりぎりと獅ぃ子は唇くちびるを嚙かみ締めた。恋愛になど興味はないのに、体は勝手に反応する。

（考えてみれば、そもそも、ほとんど同じ高さの目線で話をしてること自体、間違っているのですわっ！）

「赤せき兎とっ！」

　ぴしっと獅ぃ子は鞭を鳴らした。

「しゅごー」

　ラバーマスクの大男は、返事とも吐息とも付かない音を出すと、キーを捻ひねってエンジンを切り、リムジンを降りた。ドアが開き、抗あらがうことなど出来ない太い腕が伸びてきて、あっという間に久美と美巳をつまみ出した。

「んだよ、てめえっ！」

　瞬間湯沸かし器のように反応して、久美は蹴けりを放はなったが、赤兎は無反応で、まったくびくともしなかった。当然だ。明あけ星ほし家の令嬢の《足》は、それほどやわではない。

　獅ぃ子は腕を伸ばした。

　大きな手が、ほとんど感覚のない膝ひざの裏に滑り込んで、軽々と抱き上げてくれる。世界の場所が変わり、獅ぃ子はいつもの定位置の肩の上に座った。

　はるかな高みから見下ろされる世界──これこそが正しい姿だ。

　唯一、さらなる高みから世界を見下ろすことが許されるのは《あのお方》しかいない。そのためには、やらねばならぬことがある。それを済ましてしまうことが先決だった。久く美みたちの言う通り、《あのお方》がどんな人物なのかは、逢あえばわかる。

　ぴしりと獅しぃ子こは鞭むちを鳴らした。

　大男はドアを閉めるとロックして大おお股またに道路を横切り、路地へと入った。その後ろを、久美と美み巳みが黙って付いてくる。

　千ち代よ神がみ宿じゆく区くの主要な駅のいずれからも離れているこの辺りは、古い建物の家が多かった。といっても、文化財になるような立派なものではなく、今にも崩れそうな、という意味だが。

　やがて、獅ぃ子は赤せき兎とを一軒の家の前で立ち止まらせた。

　他ほかと同じく、いつ崩れてもおかしくないような古い家だった。屋根はあちこちトタンで補強されていて、壁は何度も何度もペンキが塗りなおされたのがわかる。雑草が生え放題の庭には、赤あか錆さびた物干し台があって、洗濯物が干されていた。

「おい」

　横にならんだ久美が、無遠慮に家を指差した。

「本当にここか？　とてもじゃねえけど、《あのお方》を騙だまして屋敷を売うっ払ぱらったやつの家には見えねえぜ？」

「うん～、あたしもそう思うなぁ。なんかぁ、美お味いしいものとか何にもなさそぉ」

「間違いありませんわ。売買を請け負った不動産屋から聞き出したのですから。調べたところでは、現金の類たぐいは、夫妻が生前に雇っていた弁護士がきっちりと押さえたようですけれど、あの屋敷は簡単に売り払ったり出来るものではありませんから、油断があったのでしょう。この家の男が管理を任されてしまったようです。もちろん初めから売り払う目的だったのでしょうけれど。取り返すために、弁護士が色々と手続きに走り回っているようですけれど、それを待ってはいられませんわ」

「で？　本物の親しん戚せきなのか？」

「まさか」

　獅ぃ子は冷たく微笑ほほえむと、赤兎を前進させてブザーを押した。インターホンですらない。素そっ気けのない、ブー、という音が引き戸の向こうから聞こえて、しばらく待っていると、床を軋きしませながらおそらくは家人がやって来て誰すい何かされた。

「誰だよ？」

「無職、佐さ々さ順じゆん二じ、四五歳の家は、ここで間違いないですわね？」

「……何の用だ」

　家の中の人物は、否定をしなかった。つまりはそれで間違いないということだ。

　獅ぃ子は手の中で鞭を鳴らした。

「神かみ代しろ邸ていの登とう記き簿ぼを返しなさい！」

　がたがたっと戸が鳴った。薄いガラスのはめ込まれた格子の向こうで、男がうろたえたのが手にとるようにわかった。

「わ、わけわかんねえこと言ってんじゃねえ！　か、帰りやがれっ!!」

　男が踵きびすを返して家の中へ戻って行ったのがわかった。

「…………」

「……なあ」

　低く抑えたような声で、久く美みが呟つぶやくのが聞こえた。

「……いいか？　やっちまって？」

「お好きになさい」

「──よおっしゃあっ!!」

　久美は、握った拳こぶしを掌てのひらに打ち付けると、助走をつけずにほとんど零ゼロ距離で、格子戸に回まわし蹴げりを放った。どがしゃあん、と派手な音とともに格子戸は破壊され、内側に向かって倒れ、ガラスの破片を辺りに撒まき散らした。

「わぁ、きれぃ～」

　午後の陽ひ射ざしに、砕けたガラスが反射してキラキラと輝き、美み巳みは目を輝かせた。

「欠かき氷ごおりみたぁ～い♪」

「うわはははははっ!!　うらあっ!!　でってこーい!!」

　土足のまま家の中へ上がった久美は、手始めに、すぐのところにあった扉を摑つかんで力任せに引いた。ネジの部分が腐っていたのか、蝶ちよう番づかいごと簡単に扉は取れた。中はトイレで、誰だれも入ってはいなかった。

「ねえねえ、獅しぃ子こちゃん。あたし、冷蔵庫探していーい？」

　赤せき兎との燕えん尾びを引っ張って訊きいた美巳に、

「好きになされば？」

　と獅ぃ子は答えた。

　美巳は、わーい、と飛び跳ねたが、その途端、派手な音を立てて床が抜けた。

「あー……」

「ずいぶんと脆もろくなっているようですわね」

「うん。ぐずぐず？──じゃあ、行ってきまーす♪」

　足を引き抜くと、美巳はふんふんと鼻を動かして左手の部屋に入っていった。

　その間にも、久美という名の超小型の台風は一切の情け容よう赦しやなく、家の中を破壊しながら先ほど逃げた男を捜しに奥へと進んでいた。

「こっこかあっ!?　それともこっちかあっ!?」

　メリメリバキバキという音がひっきりなしに響いて、見上げると天井が揺れていた。それに混じって、複数の悲鳴が聞こえた。久美でも、美巳でもない。

（見つけましたわね）

　獅しぃ子こは唇をほころばせた。

「赤せき兎と！」

　鞭むちの音に、赤兎が廊下に足を乗せると、案の定、簡単に床は抜けた。それを引き抜き、引き抜きしつつ、獅ぃ子は奥へと進んで行った。一足毎ごとに、悲鳴は大きくなる。はっきりと、哀あい願がんするような調子が混じっている。

「や、やめてくれえっ！　家が！　本当に家が壊れちまう！」

「わーんわーん、お父ちゃーん！」

「あんたぁ、なんとかしておくれよぉ！　あんたが馬ば鹿かなことするからこんな──」

「う、うるせえ！」

　ばしっと頰ほおを叩たたく音がした。

「わーん！　父ちゃんが母ちゃんをぶったー！　お家うちがー！」

「うわははははっ！　おらおらっ！　この柱っ！　折れろっ！　折れろっ！」

「わーん！　わーん！」

　獅ぃ子は、天井に頭をこすらないように気をつけながら、こめかみを押さえた。

（まったく……やかましいったらないですわ）

　もっとも《憤怒ラース》の罪を背負った久く美みを呼んだ時点で、ある程度、予測はしていたのだが。それにしても頭に響く。廊下を穴だらけにしながら進むと、すぐに声の上がっている部屋に辿たどり着いた。獅ぃ子がそこへ入っていくと、家人の口から短い悲鳴が漏もれた。失礼な連中だ。だが、いつものことだ。

「さあ、登とう記き簿ぼを返しなさい」

「な、何のことだか──」

　ひゅっと鞭を振ると、赤兎の腕が唸うなり、一撃で畳たたみをぶち抜いた。

「つまらない時間稼かせぎはやめていただきますわよ？　おまえが神かみ代しろ夫妻の委任状を偽造して《あのお方》の後見人に納まり、財産を掠かすめ取ろうとしたことは、すべてわかっていますわ！　おまえ、前にあの屋敷に出入りをしてましたわね？　大おお方かたその時に、実印を写し取ったのでしょうけれど、素直に登記簿を返せばよし。でなければ──容よう赦しやしませんわ」

　赤兎が腕を畳から引っこ抜くと、その手には床下の柱の一部が握られていた。ラバーマスクの大男は、それを難なく握りつぶすと、木き屑くずになったそれを男の頭に振りかけた。

「おまえの腕や足の骨を、同じようにすることを、わたくしが躊躇ためらうと思ったらおおきな間違いですわよ？　《あのお方》にたとえ一夜でも野宿をさせた罪だけでも、八つ裂ざきにしても許されるものではありませんわ」

　ごり、と赤兎は指を鳴らした。

　男の目が忙せわしなく動いた。脅おびえたような視線が、妻と子供を捉とらえる。

「とっととやっちまえよ！」

　久く美みが襖ふすまを蹴けった。足がずっぽりとはまり、苛いら立だたしげに引っ張ると襖が外れた。

「だあっ、くそっ！」

　そのまま足を振ると、襖は足から抜けて飛び、男の頭を掠かすめて後ろの窓をつきやぶった。派手な音と共に曇くもりガラスが砕け散り、寒風が吹き込んで妻と子はそのせいなのか、震ふるえた。

「さあ、どうしますの？　おまえには二つの選せん択たく肢ししかありませんわ。ここで素直に登とう記き簿ぼを渡して五体満足でやり直すか。死んだ方がまし、というほど痛い目にあって結局登記簿を渡すか。このまま渡さずに済む方法など……決してありませんのよ？」

　男はがっくりと首をうなだれた。

「……ないんだ」

「なんですって？」

「だから、もうないんだよ！　売っちまったんだ！」

「……赤せき兎と」

　ぼきり、と大男は指を鳴らし、男は慌あわてて下がった。

「本当だって！」

「不動産屋は、そんなこと言っていませんでしたわ」

「俺おれに、直接接触してきた奴やつに登記簿を売ったんだよ！　手数料を山のように取られるから損だって教えてくれたんだ！　そいつの提示額が、売出し価格の五〇％増しだったから、そいつに売ったんだ！　本当だって！」

「二、三発どつけば、噓うそか本当かわかるんじゃねーの？　オレがやってもいーぜ？　ていうかやらせてくれ」

　さらりと久く美みが言って、男は震え上がった。と──

「その人の話は、本当です」

　落ち着き払った声が聞こえて、獅しぃ子こたちは振り返った。

　居間と続きになっている部屋の境に、少女が一人立っていた。年齢は、そう自分たちと変わらない。少なくとも一〇代なのは間違いなかった。

　黒く長い髪をポニーテールにしていて、つ、とシルバーフレームの眼鏡めがねの位置を直すと、切れ長のすごく細い目を開いて獅ぃ子を見た。メリハリには乏しいが、決して可愛かわいくないわけではない古い日本人的な顔立ちをしている。

　服装はブランド物のスーツだ。腕には女の子がするにしては大きなケースの時計をしていたが、獅ぃ子はそれが、軽く数千万はする限定物のグランドコンプリケーションの複雑時計だと気付いた。

　到とう底てい、男の家族には見えない少女は、手にしていたブリーフケースの中から一通の書類袋を取り出し、ぺらぺらと振って見せた。

「神かみ代しろ邸ていの登とう記き簿ぼは、わたしが買い取りました。あんな広大な土地屋敷が、そんなに簡単に買い手がつくはずがありませんから、もてあましてると思ったので。──けれど、佐さ々ささん。いまの話だと、あなたはこれを不正な手段で入手したらしいですね。となれば、お金は御支払いしかねますわ」

　にっこりと少女が微笑ほほえむと、佐々は青くなった。

「ま、待てよ！　それじゃあ話が違う！」

「それはこちらの台詞せりふです。わたしは、あなたからあの屋敷の管理権を買い取った。けれども、権利そのものが元々存在しないと言うなら、あなたはわたしを詐さ欺ぎにかけようとしたということではないのですか？」

　少女は書類袋をひらひらと動かした。

「……何なら、告こく訴そしてもいいですけれど？」

　声を詰まらせ、佐々はがっくりとうなだれると、拳こぶしで畳たたみを殴なぐった。まふ、と埃ほこりが舞う。少女は眉まゆを顰ひそめて少し咳せき込むと、書類袋でそれを払った。

「佐々さん。身の丈にあった、免許証やパスポート偽造で満足してるべきでしたね。器のない者が欲をかくとこうなるんです。ひとつ、勉強になったでしょう」

　ぱし、と書類を叩たたいて、少女はそれをブリーフケースに戻そうとした。

「お待ちなさい」

　獅しぃ子この声に、少女の手は止まり、天を仰あおいだ。

「こんにちは」

「あなた、何者ですの？」

「ご同どう輩はい──といったところだと思いますが？」

　獅ぃ子を、そして久く美みを見て、少女は微笑ほほえみを浮かべた。挑発されたと思ったのか、久美が低く唸うなる。だが獅ぃ子は、このスーツの少女の言うことは、どうやら本当らしい、とわかった。注意をすれば、自分たちと同じ《罪人シナー》の匂においが、はっきりと感じられた。
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「名前は？」

「倉くら子こ──鏡かがみ倉子です。見えないかも知れませんが、一五歳です。高校には行ってないですけど。あなたのことは知ってます。明あけ星ほし獅ぃ子さん、ですね？　《ヴィーナス・グループ》のご令嬢。まさか《罪人シナー》の中に、あなたのようなお嬢様がいるとは思いませんでした」

「わたくしの《罪シン》は、わたくしだからこその《罪シン》ですわ。それにしても……そう、あなたが、あの鏡倉子でしたのね」

「……おまえら、知り合いか？」

　退屈そうに、破壊した柱の一本を杖つえのようにして寄りかかっていた久美が訊きいた。冬とはいえ、あれだけ暴れたのに汗ひとつかいていない。

「名前を知っている、というだけですわ。天才的な株のトレーダーとしてのね」

「トレーダー？　何だそりゃ？」

「あなたの頭でもわかるように言ってさしあげるなら、株の売買を職業としている人のことですわ。一日で何千万というお金を机の前から一歩も動かずに生み出す、現代の錬金術師アルケミスト……」

「すべては、ネットのおかげです」

　倉くら子こは眼鏡めがねの位置を直しながら、ふふ、と笑った。

「いい世の中になりましたよね？　パソコンが一台、いえ、携帯電話でだって、いつでもどこでも株の売買が出来る。数字を打ち込むだけでいい。安く買って高く売る──そんな単純なことで、何千万とお金が生み出される」

「へえー」

「久く美み。手を出そうなどと考えないことですわ。確かに株のトレーディングの仕組みは、そういうことですけれど、値上がりする株を見分けるのは、この子がいうほど簡単なことではありませんのよ？　素人しろうとが手を出せば、大おお火傷やけどを負いますわ」

「心配すんなって。オレ、農業やる気なんかねーからよ。……にしても、蕪かぶで数千万か……農業やってる家がでっけえってのは、それでなんだなあ……」

　一人、納得した久美の言葉に倉子は噴き出し、獅しぃ子こは一瞬、言葉を失った。

「く、久美……それはあまりにも……おバカですわ」

「あは、あははははは！　す、すごい……すごいわ！」

「はあ？　なんだよ？」

「い、いいですわ、もう……」

　久く美みに対して、株と蕪かぶの違いを説明するのは、あまりにも困難に思えた。そもそも株とは何かから始めなくてはならないだろう。そんな気力はなかった。大男の上で背筋を伸ばし、獅しぃ子こは倉くら子こを見下ろした。

「それで倉子？　もちろんその登とう記き簿ぼは《あのお方》に返却なさるのでしょうね？」

　すると倉子は書類袋を見つめ、そうして、胸に強く抱くようにした。それはまるで、誰だれにも渡すまい、としたかのようだった。

「へえ……」

　同じことを感じたのか、久美の声のトーンが下がった。摑つかんでいた柱が、めき、と音を立てて縦たて方ほう向こうにヒビが走った。

　登記簿を《あのお方》に返さないつもりなのか──獅ぃ子も乗馬用の鞭むちを構えた。

　いざとなれば、力づくで奪い返すつもりだった。伝説的なトレーダーが相手では、《ヴィーナス・グループ》の一いち翼よくを担になう獅ぃ子の個人資産をもってしても、相手を金の魔ま力りよくに酔わせることは出来ない。倉子の方が、よほど多額の資産を持っている。

「倉子」

　最後の機会、と十分に匂におわせて、獅ぃ子は名前を呼んだ。

　すると、彼女は大きなため息をついて手の力を緩めた。そして静かに、獅ぃ子に向かってそれを差し上げた。

「明あけ星ほしさん、あなたが持っていて下さい」

　獅ぃ子を、というより、書類を見ないように、倉子は目を逸そらした。

「わたしは、わたしの《罪シン》の宿命で、これを手元に持っていたら、どうしても、誰にも渡したくなくなってしまいますから──それがたとえ《あのお方》でも」

「わかりましたわ」

　赤せき兎とに受け取らせ、獅ぃ子はそれを手にした。紐ひもを解ほどいて中を確認する。間違いなく、神かみ代しろ邸ていの土地と建物の登記簿だった。これで《あのお方》を救い出すことができる。書類袋を閉じ、獅ぃ子は久美と倉子を見おろした。

「では、わたくしたちは屋敷の方で《あのお方》の帰りを待つことにいたしましょう」

「待った」

　柱を捨てて、久美が手を上げた。ヒビの入った折れた柱は倒れて簡単に砕くだけ、息を殺して少女たちのやりとりを聞いていた佐さ々さ一家に息を飲ませた。自分たちのことだと思ったのかも知れない。だが久美はもう明らかに、一家に関心をなくしていた。

「オレは学校に戻るぜ。でなけりゃ、屋敷を取り戻したことを《あのお方》に教えられないだろ？　そうしたら、教会の方に帰っちまう」

「あなたにしては、冴さえていますわね」

「へっ、まあな！」

　獅しぃ子こは誉ほめたわけではなかったのだが、久く美みは気付かなかったようだ。

「ですけれど、その必要はありませんわ。こうなることを予測して、もう一人の転校生に、《あのお方》を屋敷に御連れするよう、連絡を入れておきましたから」

「もう一人……？　あ、思い出した！　そういや、初日だってのに遅刻転校生が一人いた！　なんだ、やっぱりそいつも《罪人シナー》だったのかよ。いい加減なやつだな」

「仕方ありませんわ。それがもう一人の転校生、荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろの《罪シン》ですもの。ところで、美み巳みは何をしているのかしら？　まったく、どうしようもなく喰くい意地の張った子ですわね」

　久美は肩を竦すくめた。

「しゃあねえだろ？　それこそ、あんたの言い草じゃねえが、それがあいつの《罪シン》なんだからよ──と、噂うわさをすりゃあ、だ」

　メキメキバリバリと、とても歩いているとは思えない破壊音がこっちにやってくるのが聞こえて、その場にいた全員が廊下を振り返った。

「あ、いたぁ♪　見て見てぇ」

　まるで浅い川を渡ってきたかのように、腰まで廊下に沈んだ美み巳みが襖ふすまの向こうに現れた。その腕には、溢あふれんばかりの肉が抱えられていた。いったいどこに保存されてあったのか、と思えるほど巨大な肉のブロックだった。

　佐さ々さ一家が、あっと声を上げたが、久美に睨にらまれると押し黙ってしまった。

「いったい、どうしたんですの、それは？」

「奥にね、人が入れるくらいのおっきな冷蔵庫があって、そこにあったのぉ。ほらほら、このシール！　特選和牛だよぉ！　これでおいしいステーキを作って《あのお方》に食べさせてあげるんだぁ」

　肉を抱きしめて、美巳は、うふふ、と笑った。

「あーでも、その前に半分くらい食べたいかもぉ」

「いくら和牛だからといって、生なまはおよしなさいな。それにしても、人が入れるくらい大きな冷蔵庫？──いったいどういう家ですの、ここは？」

　獅ぃ子が見下ろすと、佐々ははっきりと震ふるえた。

「む、昔、牛乳屋をやってたんだよ、この家は。冷蔵庫はその名な残ごりで、か、金が入ると思ったから、前々からやってみたかった贅ぜい沢たくってのをやろうと思って、銀座に肉を卸おろしてる牧場から、そいつを買ったんだ……」

　獅ぃ子は鼻で笑った。

「分ぶん相そう応おう、という言葉を学んだ方がよろしくてよ？」

　書類袋を脇わきにはさんで赤せき兎とに向かって手を差し出して小切手帳を受け取ると、そこに家の修しゆう繕ぜん費ひに適当と思われる金額を書き込み、無む造ぞう作さに佐さ々さの前に高こう慢まんに放ほうった。

「さあ、受け取りなさい！　そして……二度と神かみ代しろ家けに近づかないと誓うのですわ！　嫌と言うなら──」

　赤せき兎と、そして、久く美みが拳こぶしを握った。

　佐々は真っ青になりながら小切手を拾い上げ、書かれた金額に目を瞠みはって、それから激しく頷うなずいたのだった。

「こ、これで真ま面じ目めになりますっ！」

　獅しぃ子こは無言で、涙と鼻水を垂らす男を、目を眇すがめて見下ろした。

　──多分、無理だろう。




（めんどくさいな……ま、仕方ないけど）

　携帯に入った、獅ぃ子からのメールを読み終えた棕しゆ櫚ろは、それを消去すると無造作にポケットに突っ込んだ。わ、と周りでちょっとした声が上がる。棕櫚はそちらへ顔を向けて、校庭の金網の向こうの女生徒に、にっこりと微笑ほほえんだ。すると少女たちは、きゃあ、と言いながら互いの服や腕をつかみ合った。

（……ばーか）

　心の中で舌を出し、棕櫚は額ひたいにかかるブラウンの強いうねりを持った髪を払うと、両手をポケットに突っ込んで歩き出した。オーダーメイドのブランド物のスーツの上下に白いシャツ、ネクタイはわざと緩ゆるめて、けだるさを匂におわせる格好にしている。

　もちろんこれは、完全な校則違反だ。だが、そんなことは知ったことではなかった。中学は、義務だというから仕方なく、気がむいた時にだけ行くことにしているのだ。それが駄だ目めだというのなら、行かないだけだった。

　さっきの女子は、校庭にいたのだから、転校することになっている、この千ち代よ神がみ中ちゆう学がくの生徒だろう。都会のど真ん中にある公立校にしては広い校庭だ。辺りは住宅地で、正門を出てすぐにコンビニがあるが、他ほかに遊べそうな場所はなかった。

（ん？）

　そのコンビニに女生徒を一人見つけて、棕櫚は足を止めた。これだけ学校から近ければ抜け出して買い食いなど珍しくはない。だが、買っている物が『酒』となれば話は別だ。

　この頃ごろは、一見して不良とわかる生徒は少なくなったが、それでもその生徒と『酒』の組み合わせには違和感があった。辺りを必要以上に警けい戒かいしながら置いた籠かごの中にあるのは、ポケットにも隠せるハウスワインの小こ瓶びんだった。

（やらされてる、って感じだな）

　万引きをさせるのと同じ感覚の、いじめかも知れない。

（にしたって、制服姿でっていうのは大胆だね）

　店員は少女をちらりと見たが、そのまま、レポート用紙と一緒にワインを精算した。やる気のないバイトによる、ありがちな光景だ。

　少女は心しん底そこホッとした様子でお金を払うと店を出てきて、ようやくそこで棕しゆ櫚ろに気付いた様子で、明らかに驚いていた。セーラー服の左胸のふくらみの上につけられた名札には『白しら鳥とり』とある。

　女生徒はレジ袋を抱えると、小走りに道路を横断し、正門から学校の中へ入り、あっという間まに姿が見えなくなってしまった。

（ワインね……）

　おかしなイジメもあったもんだな、と思いながら棕櫚は、まるで少女の後を追うように、千ち代よ神がみ中ちゆう学がくの正門を通った。




　レジ袋を抱くようにして下駄箱に辿たどり着いた愛あいは、急いで上うわ履ばきに履き替えると二─Ａの教室に戻った。何人かは自分のことを見た気がするが、その袋って何、と話しかけてくるクラスメートはいなかった。

　だが、安心は出来ない。

　この中には、人生を破滅させるに十分なブツが入っているのだ！

　もしもこれが見つかったりしたら……親は呼び出され、学校は転校させられ、しかし噂うわさは後から追いかけてきて、地じ獄ごくのようなイジメ、不登校、家庭内暴力、逮捕、少年院送り、更さらなる地獄のようなイジメ、と転落の人生が待っているかも知れない！

（油断禁物、油断禁物）

　呪じゆ文もんのように心で唱えながら、何気なさを精一杯装って歩く。

　ロッカーが、やけに遠く感じる。

　後ろの出入り口からは、ほんの数メートルしかないはずなのに。

　ちら、と見ると、光ひかるは自分の机で何かの本を読んでいた。いつもなら、振り返ってくれないかな、とちょっとテレパシーを送ってみるのだが、今日はしなかった。こんな時に限って、成功しそうな気がするからだ。

　その時、黒板の上のスピーカーからチャイムが教室に響いた。

　皆の注意が、席に戻ることに逸それる。

（いまだ！）

　残りの距離を一気に詰めて、愛は自分のロッカーに辿たどり着くと、素早く開けてレジ袋を押し込み、元の通りに閉めた。ホッと胸を撫なで下ろした途端、前の扉が開いて、何な故ぜか来くる栖す先生が入ってきて、愛は慌あわてて自分の席──光の隣に戻った。

「はい、静かに」

　ぐるりと教室を見回し、先生はその一言で皆を静かにさせた。

「田た名な網あみ君と那な賀が花はな君はまだ戻っていないようだね……困ったものだ。えー、英語の鈴木先生には、少し時間を頂きました。さっき、ようやく最後の一人の転校生が登校したので、紹介します。──荒あら縁ぶち君、入りなさい」

「はい」

　涼やかに返事をして、教室に入ってきた転校生を見て、愛あいは心臓が止まりそうになった。

（コンビニの前にいた人！）

　間違いなかった。

　だが、驚いたのは愛だけではなかった。他ほかの生徒たちもである。女子は嬉うれしそうな声を上げ、男子はつまらなそうに舌を打った。さらに、クラスメートたちが問題にしたのは、転校生の着ているものだった。どう見たって、学ランではなく、またブレザーの制服、という感じでもなかったからだ。

「荒縁棕しゆ櫚ろです」

　転校生は軽く会え釈しやくをしたあとで指で前髪を払うと、教室を先生と同じように見回し、そしてぴたりと視線を、愛と光の席の方向で止めた。

　愛は、恐怖に総そう毛けだった。

　切れ長の黒い瞳ひとみから放たれる視線が、体に突き刺さるようだった。

（も、もしかして、見られてた……？）

　可能性は十分にあった。コンビニから出た時、転校生は足を止めていたのだ。それはつまり、通りすがりに鉢合わせをしたわけではない、ということだ。

　愛は、震え出さないように唇くちびるをきつく嚙かんだ。

　転校生が来くる栖す先生の袖そでを引き、

「先生……あの女生徒、さっきコンビニでお酒買ってましたよ」

　と耳打ちする光景がありありと浮かんだ。

　そんなことになったら──破は滅めつだ。

　すると、転校生は不意に愛たちから視線を外した。そうして、今のはただちょっと気になっただけ、とでもいうように、窓を見て、退屈そうな表情になった。

（気付かなかった……？）

　そう思えた。

　愛は胸を撫なで下ろした。考えてみれば、自分はそれほど目立つ顔をしているわけではないはずだった。原宿に出てもスカウトをされたことなどない。それなのに、顔を覚えられていると思ったのは、自意識過剰だったかも知れない。

「何だか、格好いい人ですね」

　こそっと光ひかるが囁ささやいたのに、愛は曖あい昧まいに頷うなずいた。

「えー、荒縁君はこれまで制服のない学校に通っていて、本校の制服が間に合わなかったので今日は私服での登校を許可しただけなので、特別扱いだとか、勘かん違ちがいをしないように。来週には、皆と同じように、セーラー服が出来上がるので」

「セーラー服っ!?」

　赤あか坂さかが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「って、先生！　そいつ……女子!?」

「そうだぞ？」

　どっと教室がざわめいた。

　愛あいもその一人だった。コンビニの前で会った時も、教室に入ってきたさっきも、男の子であることを疑っていなかった。

　となると、先ほどの視線がまったく違った意味を持ってきた。

　今け朝さの一件のことがある。

　もしかして、この転校生も光ひかるのことを知っているのではないか、ということだ。

　だが転校生──棕しゆ櫚ろは、朝の二人と違って、無遠慮に光を見つめるようなことをしなかった。むしろ、気付いていないかのように、視線は通り過ぎたのだが、それはそれで、不自然な気がした。

「本当かよ、転校生！」

　赤坂の質問に、棕櫚は微笑ほほえみながら頷うなずいた。
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「そう、ボクは女の子さ。だから女子のみんな、ボクがトイレに入っていっても、痴ち漢かん、とか叫んで騒がないでね」

　女子の間から嬉うれし気げな声が上がった。

　対して男子から不満そうな声は出なかった。女子だとわかれば、棕しゆ櫚ろは美人だといえたからかも知れない。

　男の子っぽくはあるが、言われてみれば確かに女の子だとわかる顔立ち、体つきだった。

　薄いが、胸もちゃんとある。厚手のシャツの上からでも、よく見ればそれがおぼろげにわかった。しかも、男子は気付いていないようだが、ブラをつけていない。

「へー、女の子だったんだあ」

　のんびりとした口調でそう言った光ひかるが急に振り向いて、愛あいは心臓が口から出そうになった。

「一日に三人もクラスメートが増えるなんてすごいですよね、白しら鳥とりさん。早くクラスに馴な染じめるように、僕たち学級委員が力になれたらいいですね」

「う、うん」

　にっこりと微笑ほほえまれ、愛は目の周りが熱くなった。

　なんだかぽーっとする。

　今け朝さの二人と仲良くすることなどありえない、と思ったが、かといって、じゃあ光だけにあの二人の面倒を見させるというのは、もっとありえなかった。それは、お腹なかを空かせた野犬の前に極ごく上じようの和牛肉を放ほうり込むようなものだ。

「おいおい、神かみ代しろ夫婦が熱く見つめあってるぜー」

　後ろからそんな声がかかって、愛は、はっとした。いつの間にこんなに近付いたのか、光の顔が至近距離にあって、愛は仰ぎよう天てんした。

「チューか？　チューするのか？」

　まさに、そう言えなくもない体勢だった。光の方はまったく動いていないのに、いつのまにか愛の方が身を乗り出す格好になっていた。

　これでは、本当にちゅーをおねだりしていると思われても仕方がなかった。もちろん、そんなつもりはまったくなかったけれども。

　教室のあちこちで、口笛が吹き鳴らされる。

「やめなさいよ、男子！」

　女子の援えん護ご射しや撃げきがすぐに上がる。

　なのに光ときたら、いったい何を騒いでいるのかわかっていないかのように、愛の瞳ひとみを真まっ直すぐに覗のぞき込んで子犬のように首を傾かしげている。

　──ちゅーしちゃえ。

　誰だれかが囁ささやいた。

（天使様!?）

　いや、それはそうではなかった。あの荘そう厳ごんな声とはまったく違う。もっとからかいの混じった、弄もてあそぶような感じがあった。

　甘く、しかし、ぞっとするような感覚に、愛あいは光ひかるの顔から視線を引き剝はがして、前に向き直り──そして気付いた。

　荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろが微笑ほほえんでいる。

（この子だ）

　どうしてそう思ったのかはわからない。だが、愛ははっきりと、いま自分をそそのかしたのは、この少女だと確信した。前髪を搔かき上げ、棕櫚が目を眇すがめて、ちぇ、と唇くちびるを動かしたのが、読どく唇しん術じゆつなんか知らなくても読めた。

　昼休みに読んだ本の一文が頭に蘇よみがえってきて、愛はぶるっと震ふるえた。

　──『悪魔はその本性である恐ろしい姿を巧妙に隠し、善良な人間に近付く。自らも善良であるかのように装い、罠わなをかけていくのだ』

「ほら、静かにしろ！　赤あか坂さか！　いい加減にしないとペナルティだぞ！」

　来くる栖す先生が手を叩たたいて、騒ぐクラスメートたちを諫いさめたが、中々騒ぎは静まらなかった。

　その間、愛はじっと棕櫚のことを見ていた。

　男の子のような転校生は、どこか困ったように微笑みながらクラスメートたちのことを眺めていたが、それでいて、何となくこの混乱を楽しんでいるようなところがある気がした。

（ワイン、飲ませなくちゃ……）

　常識で考えたら、本当に馬ば鹿かなことを考えている、とわかってはいたが、もっと別の、強い圧迫感めいた何かに、気持ちをどうしようもなく急せき立てられ、愛はいかに光を自然に誘うかを必死に考えた。

　──放課後まで、あと二時間三〇分！







[image: ５　七人委員会]







「……あの、先輩……こんなところに急に呼び出したりして、ごめんなさい……」

「待ちかねたぞ、小山あ！　のこのこ一人でやってきやがって、この馬ば鹿かがっ！」

「黙れえっ！　意気がってんじゃねえ、カスがあっ！　てめえこそ覚悟しろっ！　今日こそ決着をつけてやるぜ！──うらあっ！」

「きゃっ！……せ、先輩、そんないきなり……」

「……いやだった？」

「あぶねえ奴やつだとは思ってたけどよぉ！　いきなりぶっ刺そうとするたぁ、いかれてるぜ！」

「ごめん……がまん出来なかったんだ。気持ちはわかってる。俺おれだって……」

「先輩……」

「こうなるってわかってて、俺を呼び出したんだろうがあっ！　おとなしく刺されろっ」

「あ……せ、先輩……痛い……」

「まゆ！」

「ざっけんな！　死ねやあ、先輩！」

（あーもう、何がなんなんだか……）

　放課後の体育館裏に佇たたずんで、夕ゆう陽ひの中で一人、光ひかるが来るのを待っていた愛あいは、小さくため息をついた。息が白く煙けぶって消えていく。

　ここなら誰もいないだろうと思っていたのだが、さっきから、右の方からは後輩の女の子が部活の先輩らしき男子に告白してさらにその先に一気に突き進みそうな勢いの会話が、左の方からはどうやら男女の不良同士の物騒な喧けん嘩かの声が聞こえていて、声だけだと何だか、切れやすい男女の過激な告白のように聞こえた。

　愛は、携帯を出して時間を見た──四時五分前だ。

　あと五分で光は来てくれるはずだ。

　きちんと約束をしたわけではない。例によって、光に掃除を押し付けて帰った男子がいなくなったあと、一人バケツの水を捨てに行く光の後を追いかけた愛は、何気ない様子を装って、四時に体育館裏に来て、と言ったが返事は聞かなかったのだ。

　だが、来てくれるはずだ。それが光なのだから。

　愛は、手袋をした手で、ワインの小こ瓶びんを握り締めた。

　五時間目の前に現れた転校生は、その後、残り二時間の授業をおとなしく受けたが、結局、二人の転校生が戻ってくることはなかった。棕しゆ櫚ろも、もしかすると、光目当てで転校してきたのかも知れない、と思い、ずっと光の傍そばを離れなかったが、休み時間になっても、彼女が傍に来て、久美や美巳と同じ台詞せりふを口にすることはなかったし、また、愛の耳元で彼女が、

「……見たよ」

　と囁ささやくこともなかった。

　棕櫚は、ホームルームが終わると、まだ掃除の当番に組み込まれていないこともあって、早々に教室からいなくなってしまった。それは、光ひかるにも愛あいにもまったく興味がないという証あかしのようにも思えたが、安心は出来なかった。

　途中で、待ち伏せをしているかも知れない。

　だが、もしそうだとしても、ここで光にワインを飲ませてしまえば、あの本に書いてあることが本当なら、何も手出しは出来ないはずだった。

（本気？）

　ここに至ってもまだどこか冷静な自分が、そう訊きいた。

　本気で信じているのか、と言われれば、ＮＯだった。こうして、ワインを校内に持ち込んで彼を待っている今も、馬ば鹿かなことしてる、と思ってはいる。飲ませなかったとしても、どうせ何も起こらない、と笑っている。

　きっと、それが正しいのだろう。

　けれど後悔するのは嫌だ。あの時──と悔くやむくらいなら、変だと思われてもここでワインを飲ませた方がいい。

　体育館の壁によりかかり、愛は真っ赤に燃えるような空を見上げた。東京の空は夜も明るくて星はちっとも見えないけれど、夕焼けの空はとても綺き麗れいだった。

「あっ……先輩……んっ……」

　なんだか艶なまめかしい声が聞こえてきて、愛はドキリとした。けれど、それきり声は途絶え、愛は一人静けさの中に取り残されて、とんでもないことに気が付いてしまった。

（そういえば、これってもしかして告白っぽい……？）

　そのことである。

　愛自身は、光に飲ませる物が物だけに、人目につかないところを選んだだけだったのだが、もしも光が──そんなことはありえないとは思うけれど──告白されるかも知れない、と思ってここへドキドキしながら来るとしたら、がっかりさせてはしまわないだろうか？

（ど、どうしよう……）

　いっそ、ついでに告白してしまおうか、という考えが浮かんだが、愛は激しく首を振ってその考えを追い払った。もしも──可能性としてはずっと高いが──そんなこと何にも考えていなくて断られたら、と思うと、その方が恐ろしかった。

　そうなったら、明日から何も話せなくなってしまう。

　いや……席が隣なことや、委員会もあることを考えると、学校に来られなくなってしまうだろう。きっと、顔を見たらそれだけで涙が浮かんできてしまうだろうから。

（う、想像しただけで泣けてきた……）

　愛は、すんと鼻を啜すすって、手袋の甲で滲にじんだ涙を拭ぬぐい、ため息をついた。

（あーあ……そんなことありえないだろうけど……光君があたしのこと、好き、って言ってくれたら、どんなに嬉うれしいだろうなあ……）

　ワインの小こ瓶びんをぎゅっと握り締めて、愛あいはうっとりと目を閉じた。

　この想像は好きだった。

　場所はここでもいいけれど、どちらかといえば、委員会の終わった後の誰だれもいなくなった教室とかのほうがいい気がする。二人、背中を向けてプリントとかを片付けていると、不意に、白しら鳥とりさん、と光ひかるに呼ばれて──

『白鳥さんって付き合ってる人、いるんですか？』

『え？……どうして、そんなこと訊きくの、光君』

『どうしてって──もしそうなら、悲しいな、って思って』

『悲しいの？』

　ここでゆっくりと振り向く。すると、光も手を止めて振り返る。

『うん……だって僕、白鳥さんのことが好きだから』

『えっ!?』

『白鳥さん。僕の……恋人になって下さい！』

　ただの想像でも、光のその時の顔ははっきりと思い浮かべることが出来た。つい、手に力が入ってしまう。

（──なあんて、ね）

　愛はため息をついて目を開けた。夕ゆう陽ひが目に染みる。

　ありえないことだとわかっていても、好きな人に好きと言ってもらえるところを考えるのは楽しかった。綾あや香かなどは、

「案外、神かみ代しろって告こくられたら簡単にＯＫするタイプかもよ？」

　などと言っているが、試す勇気はなかった。光に対しての想いは、駄目だったら忘れて次、という恋ではない。

　愛は、ポケットからもう一度携帯を取り出して時間を見た。光線の加減が変わってよく見えず、体育館を向いて確認した。

　──三時五九分。

　ついでに、メールのセンター問い合わせもした。光からメールが入っていたら困る。だが、センター預かりになっているメールは一通もなかった。

　なら、ちゃんと来てくれるはずだ。

　その時、背中で土を踏む音が聞こえた。ぴったり四時！　愛は、顔を輝かせて体ごと振り返った。スカートがちょっと重たげに翻ひるがえった。

「かみし──」

　だが、その声は喉のどに引っ掛かって止まった。

　目の前に立っていたのは光ではなかった。この人を光と間違える人間は、絶対にいないだろう、という人が腰を手に当てて、愛のことを見下ろしていた。

「せんせ、い……」

　ぴく、と芥あくた木ぎ小さ枝よ子こ、二年生指導教諭のこめかみが震ふるえた。あと一〇年もすれば定年のこの女性教師は、融ゆう通ずうが利かないことと指導の厳しいことで有名で、生徒からは恐れられていた。その先生が何な故ぜか今目の前にいて、そして──愛あいの胸元の辺りを凝ぎよう視ししていた。

（あっ！）

　愛は慌あわてて胸の前で組んでいた手を後ろ手にして、持っていたものを隠した。先生が何を見ていたのかようやく気が付いた──もちろん、それはワインだ！

　全身がカッと熱くなり、冬だというのに汗が噴き出してきた。

　棕しゆ櫚ろの微笑ほほえみが頭に浮かび、これはきっと彼女の差し金に違いない、と愛は確信した。

　芥木先生は、古いアニメとかに出てきそうな意地悪な女の人がかけるような眼鏡めがねの縁ふちを持ち上げると、静かに開いている手を指し伸ばしてきた。

「いま、後ろに隠したものをお出しなさい」

　もちろん、愛は首を振った。

　先生のこめかみが、今回は二回震えた。

　だが、出せといわれて素直に出せるような代しろ物ものではない。何を言われ、どんな処しよ罰ばつを下されるのかわからなかった。公立でしかも義務教育中だから、退学ということはありえないだろうが、停学は十分ありえる。

　そんなことになったら、人生の破は滅めつだった。

「出しなさい！」

　もう一度、愛は首を振った。

　こうなったら、出来ることはひとつしかなかった。光ひかるがここへきてしまう前に──

（逃げます！）

　一いつ旦たん、右へ行くと見せかけて、愛は左に向かって走り出した。

「あっ！」

　先生は見事に引っ掛かった。右へ行きかけ、間違いだとわかって、よろめきながらも手を伸ばしてくる。それをすり抜けて、愛は全速力で駆け出した。

「待ちなさいっ！」

「ごめんなさい！　待てません！」

　顔は覚えられてしまったかも知れない。けれど、何を持っていたのかちゃんとは見えていないはずだった。手袋をした手でしっかりと持っていたのだから。だが、捕まったらそれでお終しまいだった。

（ごめん光君！　でも、すっぽかしたんじゃないの！　仕方なかったのーっ！）

　心の中でそう謝りながら、愛は角を曲がった。

「！」

　途端、目の前に木が飛び込んできて、慌あわててブレーキをかけたが間に合わなかった。おでこから強くぶつかり、尻しり餅もちを付いてばったりと仰あお向むけに倒れた。

　見上げた空の中で、葉の枯れた枝が笑っていた。

　じ～ん、とおでこが痛み、涙が一筋こぼれた。激突のショックで体が動かない。何だかお腹なかが冷たかった。

（光ひかるくぅん……）

　鼻を啜すすって呟つぶやいた愛あいの視界に、ぬ、と入ってきたのは、しかし──




　白しら鳥とり愛が連行されていくのを校舎の陰から静かに見ていた棕しゆ櫚ろは、痛そうだったな、と思いながら自分の額ひたいを撫なでた。

　ごん、という音がはっきりと聞こえたほど、彼女は強くぶつかったのだ。おでこに大きな絆ばん創そう膏こうを貼はっている理由が、何となくわかった気がした。

（悪いとは思うけど、ワインなんか飲ませられたら面倒だからね。ごめん）

　棕櫚は、べそをかきながら、指導教諭に支えられるようにして歩く愛の背中に向かって片手を顔の前に立てて謝った。先生の、とにかく先に保健室に行きましょう、という声が風に乗って聞こえてきて、愛が小さく頷うなずくのが見えた。

　彼女が思った通り、芥あくた木ぎ先生にワインのことを告げたのは棕櫚だった。

　もっとも、あれが愛が自分で飲むためのものであったのなら、そんなことはしなかった。どうやら目的が違う、と勘かんが働いたのは、《あのお方》──神かみ代しろ光と彼女が席が隣同士で、それなりに仲が良く、短い時間で話を訊きいた限りでは、白鳥愛という女生徒は、校内にお酒を持ち込むような大だい胆たんな生徒ではない、とわかったからだった。

　ならば、別の目的があるはずで、となると《敵》が何かを仕掛けてきたのかも、と考えるのは当然のことだった。

　案あんの定じよう、彼女は光を呼び出し、ワインを持って待ち構えていた。

　人間に転てん生せいした《あのお方》を先に見つけ出し、天へ還かえすために匿かくまっていた連中は残らず排はい除じよされたと夢で聞いていたのだが、地じ獄ごくが自分を選んだように、天てん界かいもまた新たな守護者を選んだ、ということなのかも知れない。

（それにしては何だか知識が甘かったな。聖せい別べつされていないワインなんかじゃ、何の効果もないのに。もっとも人であるボクらには、たとえ聖別されてたとしても、せいぜい気分が悪くなる程度だ。ま、それも割れちゃったみたいだけど──あ）

　その時、棕櫚は体育館の傍そばで辺りをきょろきょろしている少年を見つけた。

　どきん、と心臓が躍おどる。

（まったく、驚きだよ）

　ノーブラの、微かすかな膨ふくらみの間を手で押さえて自分の鼓こ動どうを感じつつ、棕櫚は胸が高鳴るのを意思に反してどうすることも出来なかった。姿を見ただけで、体と顔が火ほ照てってくる。

（本当、信じられない……ボクが一ひと目め惚ぼれなんて）

　おそらくは間違いなかった。この体の反応、気持ちの昂たかぶりは、恋、という以外にない。光の何が気に入った、という話ではない。これは、あの少年が《あのお方》であるという、何よりの証あかしだった。自らの《罪シン》に目覚めた夜、現れた悪あく魔まは、《あのお方》は一目でわかる、と言っていた。これ以上にはっきりとわかることはない。

（でも、気持ちいいもんだな）

　前髪を払って歩き出しながら棕しゆ櫚ろは、ようやく、誰だれが誰を好きだ何だと騒ぐ連中の気持ちが少しわかった気がした。姿を見ているだけで楽しいなんて、これまで知らなかった未知の快楽だ。早く声をかけたくて思わず早足になっている自分にも驚く。

「神かみ代しろ君くん！」

　我が慢まんしきれずに、数メートル前からそう呼んでしまっていた。

　光ひかるは一瞬、どこから誰に呼ばれたのかわからない、という顔をしていたが、棕櫚を見つけると　あ、という顔をして、それからにっこりと微笑ほほえんだ。

（うわ）

　その笑顔に、棕櫚はくらっときた。だが、足をもつれさせながらも、何とか転ばずに光の前に立つことが出来た。光の方が僅わずかに背が低いので、見下ろす格好になる。成長著しい男子は中二ともなるとほとんどの女子よりも大きかったりするので、これは懐かしい感覚だった。

「荒あら縁ぶちさん、でしたよね？」

　微笑みながら、光は少しだけ首を傾かしげた。

「う、うん」

「どうしたんですか？　あ、もしかして校門がわからないとか？　だったら、ここを──」

「あ、いや、違うんだ！」

　棕櫚は慌あわてて否定した。

「そうじゃなくて……伝言を頼まれて、君のことを待ってたんだ」

「伝言？」

　またしても小首を傾げる、光のその子犬のような仕草に、棕櫚は抱きしめたいという欲望を必死に我慢した。これは──たまらない。

「ほ、ほら、学級委員の白しら鳥とりさん。彼女とここで待ち合わせしてたんだよね？」

「はい」

「その彼女から。ちょっと用事が出来たから、先に帰って欲しいってさ」

「そうなんですか……」

　一瞬、光が寂しげな表情になったのを、棕櫚は見逃さなかった。それは瞬しゆん時じに、棕櫚の胸を切り裂いたが、今のが、彼女に特別な思いを抱いているためなのかどうなのかは、わからなかった──そんなことはないはずなのだが。

　前髪を手で払って気持ちを切り替え、棕しゆ櫚ろは微笑ほほえんだ。

「実はさ。ボクも個人的に、君のことを待ってたんだよね──一緒に帰ろうと思って」

　すると、光ひかるの顔は嬉うれしそうに輝いた。

「あ、いいですよ。転校してきたばかりで、この辺りはわからないですよね。わかりました。僕がちゃんと、お家うちまで送ります」

　そんな頼もしいことを言う。

「ありがと。だけど、逆なんだよ。ボクが君を、家に連れて行くことになってるんだ」

「？」

　当然だが、意味が理解できない様子で、再度、光は首を傾かしげた。

　──もう、たまらない。

「さあ、行こう」

　棕櫚は、がっちりと光の手を握り締めた。その瞬間、全身が総そう毛け立だった。

　好きな人と手を繫つなぐということが、信じられないほどの安心感と気持ちよさを与えてくれることを棕櫚は知った。

　新たな世界がどんどん扉を開いていくのを驚きをもって感じながら、棕櫚は、光の温かい手を引いて歩き出した。




　光はきょとんとして、薄うす闇やみの中でその大きな門もん扉ぴを見上げた。

　家に連れて行くと言われたので、てっきり、棕櫚の家だと思ったのだが、眼の前に聳そびえる頑がん丈じようそうな鉄扉には、あたりまえだが見覚えがあった。

（僕の家だあ……）

　覚おぼえがあって当然だった。表札はいまだ『神かみ代しろ』とあって、家を出た数日前と変わっているところといえば、門扉に下がっていた『売り出し中』という看板だけだった。

「どうした？」

　棕櫚の声に、光は振り返った。不意に、謎なぞが解けた気がした。

「あ、そうか。荒あら縁ぶちさんが、この家の新しい住人さんなんですね？　それで、何かわからないところがあるから、僕を呼んだんですね？　なるほど、そうでしたか」

「いや、ちょっと違うんだけど……」

　棕櫚はなんだか苦笑して、インターホンを押した。

『はぁい』

　と、知らない声が聞こえた。

「棕櫚だけど。獅しぃ子こ──じゃないよな？」

『うん。ちょっと待ってて。──獅ぃ子ちゃぁん、来たみたいだよぉ！』

『だったら門をお開けなさいな！』

『はぁい──ということで、今開けるねぇ』

　そんなやりとりのあと、門もん扉ぴは自動的にスライドして開いた。

「姉妹がたくさんなんですね」

　歩き出した棕しゆ櫚ろに続いて広大な庭に足を踏み入れた光ひかるは、ずいぶんと荒れてしまった庭を見渡しながらそう言った。

　かつては、千ち代よ神がみのオアシス、と呼ばれたここも、両親が死んでお手伝いさんも全員いなくなってしまって以来、手付かずのまま放置することを余儀なくされて、ずいぶんと荒こう涼りようとした印象に変わってしまっている。

　明かりがついていないことも、そう思わせる原因なのかも知れない。

　何も出来なかったことを、光は申し訳なく思った。両親はこの庭がとても好きで、よく一緒に散歩をしたし、晴れた日には毎日のように外でお茶をしたものだった。

「姉妹……とはちょっと違うかな？　血は繫つながってないしね」

「そ、そうなんですか？　ごめんなさい、何も知らないで余計なことを言ってしまって……」

　恐縮すると、棕櫚は笑った。

「何か勘かん違ちがいしてるみたいだけど、僕らは何か事情があって集められた義姉妹とかってわけじゃないよ？　友達、とも違うかな？　言うならば、そう……同志」

「同志、ですか」

「ああ。同じ目標を達成するために、自らの《使命》に目覚めた者たち、とでもいうのかな？」

「へー！　格好いいですね!!」

　ぽ、と棕櫚の頰ほおが赤くなった。寒いのかも知れない。

　鞄かばんを胸に抱いだくようにして、遅れないように少し小走りに棕櫚についていきながら、光はわくわくした。何だか、この屋敷が秘密基地になったみたいだった。

　壊れたままの噴水を迂う回かいして、大きな両開きの扉の前に立つと、開いた途端にずらりとお手伝いさんたちが並んでいる光景がフラッシュバックした。それは、ほんの一ヶ月と少し前のことなのに、一人一人の顔は、どうしても思い出すことが出来なかった。

　それが、もうここは自分の家ではないのだ、ということを意識させられて、少し寂しかった。

　棕櫚が叩たたくと、自じ重じゆうで軋きしみを上げながら玄関の大扉はゆっくりと内側に向かって開いた。

　すると──

「おかえりなさいませ、光様！」

　まぶしいばかりの明かりと、少女たちのそんな声が二人を迎えて、光は目を瞬しばたたいて足を止めてしまった。

　扉の内側のホールには、煌こう々こうと輝くシャンデリアの下、四人の少女と、その内の一人を肩に乗せた、ちょっと異様な雰囲気の男の人が並んでいた。

　その中の二人に、光ひかるは見覚えがあった。

「田た名な網あみさん……それに那な賀が花はなさん……？」

「おうっ！」

「わぁ、もう名前覚えてくれたんだぁ」

　ボーイッシュな少女と、ちょっとぽっちゃりとした少女は、どちらも笑顔になった。

　だが、大男の肩の上に座っている、ブロンドの髪をツインテールにした外国人らしき少女と、スーツを着た眼鏡めがねの『子供秘書』という感じの少女には、光は憶おぼえがなかった。

「えっと……でも、どうしてここに……？」

「わたくしたちは、光ひかる様のご学友に選ばれたのですわ！」

　久く美みや美み巳みではなく、大男の肩の上に座ったブロンド・ツインテールの少女が、高らかにそう言った。

「ご安心なさいまし。この屋敷は無事、取り戻しましたわ。他ほかの不ふ埒らちな連中も、二度と光様に近付こうとはしないでしょう。それは、この明あけ星ほし獅しぃ子こが保証いたしますわ。──さあ赤せき兎と、書類を光様に！」

　ラバーマスクの大男は、こふー、と返事ともため息ともつかない音を立てて、燕えん尾び服ふくの脇わきの下に挟んでいた茶封筒を差し出してきた。恐る恐るそれを受け取って開くと、中身は、確か佐さ々さとかいう人に預けたこの土地と屋敷の登とう記き簿ぼだった。

「えっと……ありがとう……」

「礼には及びませんわ、光様！　あなた様を御守りすることも、わたくしたち《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》の役目ですから」

「七人コミツ……？」

　獅ぃ子と名乗った少女は、ツインテールを揺らして頷うなずいた。

「生前の神かみ代しろ夫妻に恩を受けた七家が、遅まきながら光様の危機を知って組織した、光様を御守りするための組織ですわ。それが《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》！　各家から一人ずつ計七人の娘が、光様のご学友になる栄誉を頂きましたの」

「っていっても、千代神中学に通うのはオレと、美巳、それに、たぶんいま光様の隣にいる女だと思うけど、荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろとかいうやつ。他の連中は、年が上だったり、学校行ってなかったり、いろいろなんだけどな」

　どこか照れたように、久美は言った。

「いえ、あの……五人、ですよね？」

　光は一人ずつ指差し確認をして、そう訊きいた。娘、と言ったのだから、大男は除いていいのだろう。となると何度数えても五人しかここにはいなかった。

　ああ、と呟つぶやいて獅ぃ子は腕時計を見ると頷き、高みから光に微笑ほほえみかけた。

「ご心配には及びませんわ。残る二人も、そろそろ到着するころですから」

　心配したわけではなかったのだが、まさにその時、インターホンが鳴った。たちまち久く美みがすっ飛んでいって、姿が見えなくなったと思うと、喧けん嘩かでもしているような大きな声が聞こえた。

　思わず首を竦すくめた光ひかるに対して、少女たちは好ましげに目を細めた。

「大丈夫だよぉ」

　甘ったるい声で、美み巳みが言った。その手には、食べかけのハンバーガーが握られていた。

「一晩一緒にいてわかったけどぉ、久美ちゃんは声が大きいだけなのぉ」

「まったく下品ですわ」

　獅しぃ子こは肩の上で鼻を鳴らしたが、嫌っている感じではなかった。

　足音も騒がしく久美が戻ってくると、タイミングを合わせたかのように大扉が押し開けられる音がして、光は振り返った。

　片側だけが開けられた扉の隙すき間まから、ひょい、と現れたのは、ランドセルっぽい革の黒くろ鞄かばんを背負った少女だった。背がすごく低く、体つきも細くて、小学校低学年くらいかも、と思わせる小柄さだった。

　長い黒髪が顔の半分を隠すように下がっていて、こういう髪型をなんて言うんだっけ、と光は考えたが思い出せなかった。

　少女は、上から下まで黒ずくめだった。ジャケットも、重たげなロングスカートも、エナメルの靴も、みんな黒。襟えり元もとのブラウスと、スカートの端からのぞくフリルは白かったが、それだけだった。他に白いところといえば、肌くらいのものだった。手には、ボタンの片目が取れたテディ・ベアを抱えている。

　少女は光と眼が合うと、あっ、と掠かすれるような小さな声を上げて、真っ赤になった。大きな黒い瞳ひとみが潤うるんで、とても綺き麗れいだった。

　つられて自分も頰ほおが熱くなるのを、光は感じた。

「こ、こんにちは……」

　少女は、ぎゅっとテディ・ベアを抱きしめて、深々とお辞儀をした。光も慌あわてて頭を下げたが、顔を上げても少女はまだ頭を下げていた。すると──

「はぁ～い♥」

　テディ・ベア少女の後ろから、目が覚めるような美少女が現れた。ひょい、と背を伸ばした瞬間、大きな胸が、ふるん、と揺れて広く開いた胸元がこぼれそうになって、光は息が喉のどに詰まって慌てて目を閉じて、さらに腕を交差させて目を覆おおった。

　だが、その姿はしっかりと瞼まぶたの裏に焼きついてしまっていた。

　身長はだいぶ大きい。一七〇センチ位はあるように思えた。冬だというのに、ミニスカートを穿はいて膝ひざまでのブーツを履き、大きな胸をさらに際立たせるような胸元も大きく開いた服を着て、その上にモコモコした白い羊の毛皮を思わせるコートを着ていた。

「モックだ！」

　驚いたように言ったのは、久く美みだった。

「誰だれですの？」

　と獅しぃ子こ。

「知んねーのかよ！　いま人気のグラビアアイドルだよ！　ＴＶとか、ＣＭにも結構出てるじゃんか！　おまえんとこの会社のＣＭにも出てるはずだぞ！」

「わたくし、ＴＶなどほとんど見ませんもの。──それよりも、早くそのおっぱいをしまいなさい。光ひかる様が困ってらっしゃいますわ」
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「え～？」

　不満そうな、けれど甘ったるい声がした。

「つまんな～いの。……んしょ。はい、これでだいじょ～ぶ」

　それを信じて、光は腕を下げた。

　グラビアアイドルだという少女は、コートの前を搔かき合わせて胸元を隠していた。光は、心しん底そこホッとした。美少女の隣で、テディ・ベアの少女もじっと、コートの上からでも大きいとわかる胸を見上げていた。

「これで、揃そろったようですわね」

　獅ぃ子が皆を見下ろして言った。

「では、とりあえず光様に自己紹介をいたしましょう。わたくしたちも互いに知らない人もおりますし、簡単に──いかが？」

　誰だれも、反対はしなかった。

　大男の肩の上で、獅しぃ子こは満足げに頷うなずき、では、わたくしから、と咳せき払ばらいをした。

「……こほん。わたくしは明あけ星ほし獅ぃ子。世界に輝く《ヴィーナス・グループ》総そう帥すいの一人娘ですわ。歳としは一六になりましたの。会社の経営が忙しいので、高校には通っておりません。下の大きな男は赤せき兎と。わたくしの足です。最初に申し上げておきますけど、わたくし、足が動きませんの。けれど、何の不自由もしていませんから、そのことは覚えておいてくださいまし」

　それで肩の上に乗っているんだ、と光ひかるは思った。

「オレは、田た名な網あみ久く美み」

　自分を、立てた親指で指して、久美が言った。

「一四歳。光様とは同じクラスになった、中学生だ。ただしそいつは光様を守るためだけに行ってるだけで、本業はキャットファイトのファイターさ。ただし、地下アンダーグラウンドの」

「サー・アイスキャット」

　と言ったのは、荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろだった。久美は、面白そうに彼女を見た。

「へー、よく知ってるな」

「獅ぃ子から聞いて、一応、ネットで調べたからね。君が所属してる店、アングラサイトでネット中継もやってるだろ？　先生にもファンがいるかも知れないよ、サー・アイス」

　光は首を傾かしげた。『サー』は、男性に対してつけるものだ。それに、キャットファイトというものもわからなかった。

（飼ってる猫ねこの可愛かわいさとかを競うのかなあ……）

　光は、よく毛並みを整えられた猫が二匹、スポットライトのあたったステージの上に飼い主とともに上がって、観客から、かわいー！　と賞賛を受ける場面を想像してほのぼのとなった。

（田た名な網あみさんて、口調は乱暴だけど猫好きの優しい人なんだ）

　視線に気づいたのか、久美は頰ほおを赤く染めて目を逸そらした。何な故ぜか照れている。

「ボクは荒縁棕櫚」

　改めて、棕櫚はそう名乗った。

「獅ぃ子とは病院で会って、それからの付き合いだ。歳としは一四歳。光様と同じクラスに転入したけど、学校に行くかどうかは気分次第ってところかな」

　次に、はいはい、と手を挙げたのは、

「あたしはぁ、那な賀が花はな美み巳み！」

　であった。

「久美ちゃんと棕櫚ちゃんと同じ一四歳でぇ、食べるのが大好き！」

　見りゃわかるな、と久美が笑うと、美巳はぷうと頰を膨ふくらませ、それから手にしていたハンバーガーの残りをぺろりと平らげた。

「わたしは、鏡かがみ倉くら子こです」

　そう言って手を挙げたのは、子供秘書といった感じのスーツのポニーテールの少女だった。眼鏡めがねを直しながら一歩前に出ると、意外にも胸が大きいということがわかる揺れ方をして、光ひかるは内心で焦あせった。

「一五歳ですが、明星さんと同じく高校には行ってません。株のトレーダーをしてます」

　光の反応には気付かなかったかのように、倉子は淡々とそう言った。

　民法上はまだ取り引きが出来ない年齢のような気がしたが、その辺りは何か特別な許可があるんだろうな、と光は思った。

　と、そこまでは順調に進んだ紹介は、不意に途切れた。

　残るは二人。

　自然と、皆は最後に入ってきた少女たちを見た。

　最初の五人とあとの二人は顔身知りではないんだ、と光は気付いた。

「あ……」

　テディ・ベアを持ったワンレングス──確かそんな名前の髪型だ、と光は思い出した──の少女は、不安そうに辺りを見回し、ようやく自分の番だと悟さとった様子だった。

「あの……宇う美み野の巳み和わです。一三歳の、中学一年生です……」

　ぼそぼそと喋しやべる言葉は、久く美みなどが口を開いたら簡単に搔かき消されてしまいそうだった。さらに喋っている間、巳和はちらちらと光を潤うるむ目で見て、頰ほおを赤く染めていた。

（かわいいなあ……なんだか子犬みたい）

　くぅん、と鳴きそうな感じ、と光は思った。

「最後があたしね～？」

　巳和の両肩に手を乗せて、アイドルだという少女は微笑ほほえんだ。

「あたし、牧もく鷹おう羊よう子こ～。一七歳なの。さっき、久美ちゃんが言ってくれたように、グラビアアイドルやってま～す。この中だと一番年上だけど、よろしくお願いしま～す」

　頭を下げると、コートに包まれた胸が巳和の頭の上に、のし、と乗った。

「あの……重いです……」

「あ、ごめ～ん！」

　てへ、と舌を出して羊子は体を起こした。仕事が仕事だけあってとても綺き麗れいな少女だった。唇くちびるはすこしぽてっとしているのが、整った顔立ちの中の隙すきになっていて、美少女なのだけれども親しみも感じる少女だった。

「これで全員ですわね？──では最後に、光様に自己紹介をしていただきますわ」

「え!?」

　と驚いたものの、流れから言えば確かに自分だけしないわけにはいかなかった。

「あの……神かみ代しろ光、です。えっと……何が何だかまだよくわからないんですけど……とりあえず、よろしくお願いします」

　おずおずと頭を下げると、全員から激しい拍手をされて、気恥ずかしくなった。巳み和わはテディ・ベアの手をとって、一緒になって拍手をしている。学校以外で、こんなにたくさんの少女に囲まれたことはこれまでに一度もなく、何だか落ち着かなかった。

「では、光ひかる様さま」

　赤くなるほど叩たたいた手で、獅しぃ子こは階段を指した。

「お部屋へどうぞ。何も持ち出されてはいないようですけれど、小物に関してはわかりませんから。ご自分で確かめられた方がよいですわ」

「はい──あ。そうだ。玄げんさんに知らせておかないと」

「玄さん？」

　光は頷うなずいた。

「昨日きのう、僕を泊めてくれた教会の管理人のおじいさんです。ここを出る時に持ち出した荷物も、そっちに──」

「教会！」

　少女たちの顔がはっきりと青ざめ、光は驚いて言葉を飲み込んだ。何かいけないことを言ってしまったのだろうか？

「そ、それなら心配はいりませんわ！　すでに遣いを出してありますから！」

　大男の頭にしがみつきながら、獅ぃ子は無理やりっぽい笑顔を浮かべて言った。

「え、そうなんですか？　でも、やっぱり直接お礼も言いたいし……」

「ひ、光様！　そのお考えはもっともですけれど、明日あしたは土曜日ですわ！　学校もお休みなんですから、明日！　明日伺った方がよろしいかと！　もう日が暮れることですし！」

　光は少女たちを見た。理由はわからないが、全員が、今日はもう、自分を教会に行かせたくないと思っているように見えた。

　玄にはきちんと会って理由を話したかったが、こうして自分のために動いてくれた人の頼みを簡単には断ることも出来なかった。

　うーん、と唸うなり、光は考え込んだ。

　その時間、一〇分。

　結局、光は折れることにした。

　やはり、自分のために集まってくれた人の頼みを断るのは忍びなかった。

（……明日、ちゃんと挨あい拶さつに行かなくちゃ）

　獅ぃ子は、遣いを出してくれたと言っていたが、あとでちゃんと、電話だけでも入れておこう、と光は思った。

「わかりました。それじゃあ、部屋を見てきますね」

　少女たちは一様に、ホッとしたように見えた。ありがとうの気持ちを込めて深く頭を下げ、光ひかるは踵きびすを返すと、たった数日離れただけなのに懐かしいと感じる我が家の階段を上がった。




　光の姿が見えなくなると、少女たちは笑顔を消してため息をついた。

「驚きましたわ……」

　こつ、と獅しぃ子こは赤せき兎との頭を軽く、何度もリズムを取るように叩たたいた。

「まさか教会に荷物を預けてあったとは、予想してませんでしたわ」

「え？　遣いを出したんじゃねーのかよ」

「馬ば鹿かですわね、久く美み。あんなの光様を行かせないための噓うそに決まっているでしょう？」

「うわ……ずりぃ」

「何を言っているんだか。手段など問うていられて？」

　獅ぃ子は携帯を取り出すと二つ折りのそれを開いて登録アドレスを呼び出して接続し、耳に当てて相手が出るのを待った。

「──あ、わたくしだけれども。あなた、神かみ代しろ邸てい裏の教会に行って、そこに昨日きのう泊まった中学生の荷物を受け取ってきなさい。本人にしか渡せないと言われたらどうすればいいかですって？　そんなこと、自分で考えなさい！」

　怒鳴りつけ、獅ぃ子は通話を切った。

「本当に、最近の若い連中は自分で物を考えないから困りますわ。さて──」

　獅ぃ子は皆を見回した。

　誰だれが命じたわけでもなかったが、少女たちはこれから円えん陣じんでも組むかのように輪になって、全員が獅ぃ子を見上げた。誰も、彼女がこの場を仕切ることに文句はない様子だった。

「わたくしたちは、今日、こうして同じ目的のために集まった……それは、間違いありませんわね？」

　獅ぃ子が、改めてそう問うと、少女たちは頷うなずいた。

　そうさ、と久く美みは言った。

「オレたちは幸せ者だぜ。世の中のほとんどの連中が、自分が何をするために生まれてきたのかわからずに一生を終えるのによ。オレたちは、ちゃんとわかってる」

「そこですわ！」

　びしっと獅ぃ子は指を立てた。

「わたくしたちは、わかっている。何を？──自らの《罪シン》を、ですわ。けれど、ひょっとしたらこの中に、敵が紛れ込んでいるかも知れませんわ。そこで、提案がありますの。いかがかしら？　一人ずつ、自らの《罪シン》を紙に書いて、一いつ斉せいに見せるというのは？　もしも同志であるなら、何を書けばいいかわかっているはず。そしてそれは重ちよう複ふくすることは決してない──」

「かぶったら、そのどちらかが偽にせ物もの、ってことだね」

　棕しゆ櫚ろが楽しげに説明を引き取った。

「いいんじゃないかな？　ボクも、はっきりさせておくのがいいと思う。どう？」

　反対するものは一人もいなかった。

「じゃあ、決まりだね。──獅しぃ子こ。それで、紙と書くものはどうするの？」

「もちろん、ちゃんと用意してありますわ」

　獅ぃ子は乗じよう馬ば鞭むちを鳴らした。

　すると赤せき兎とは、燕えん尾び服ふくの懐から封筒を取り出した。サイズはＡ４だったが、赤兎が持っているとそれより一回り以上小さく見えた。彼は、太い指に似合わぬ繊せん細さいさで封を開くと、中からボール紙の台紙付きの紙を出して一人一人にサインペンと一緒に渡した。

「では」

　獅ぃ子は赤兎をしゃがませて、上から見るというズルはしていないことを態度で示すと、きゅぽ、とキャップを抜いて、自らの《罪シン》をそこに書き付けた。大して時間はかからない。皆も次々と書き上がった様子だった。

　最後に完成したのは、やはり棕しゆ櫚ろだった。まさに《罪シン》の体現で、それだけでも彼女は《敵》ではないと思えた。

「それでは、見せますわよ？　せーの──はい！」

　一いつ斉せいに少女たちは紙をひっくり返した。互いに何が書かれたのかを確認しあい、そうして、獅ぃ子は微笑ほほえんだ。

「どうやら、《敵》はいないようですわね」

　そう言った彼女の紙には一言、《高慢プライド》と書かれていた。

　それこそが獅ぃ子の《罪シン》。そして──

　久く美みは《憤怒ラース》と、

　美み巳みは《大食グラトニー》と、

　倉くら子こは《強欲グリード》と、

　羊よう子こは《邪淫ルスト》と、

　巳み和わは《嫉妬エンヴイ》と、

　棕櫚は《怠惰スロース》と、

　そう、自分の《罪シン》を包み隠すことなく書いていた。

「ついに《あのお方》を目覚めさせる《七セブンつ デツのドリ大ー シ罪ンス》が集つどいましたわね！　素晴らしいですわ！」

「正直、本当かよ、と思ったぜ。《罪シン》を自覚した時は」

　久美がそう言うと、多くの少女が頷うなずいた。

「けど、それで納得がいったんだよな、オレが何でこんなに怒りっぽいのか。そりゃあ人間誰だれでも生きてれば腹の立つことはあるけどよ、オレの場合、度が過ぎてたからな」

「わたしも同じです」

　と倉子は頷いた。

「子供の頃ころから、何でもかんでも欲しがって、欲しいと思ったらもうどうしようもなくて、それが人のものでも全然関係ありませんでした。何度も何度も注意されたり、心療内科にかかったりもしましたけど、全然、効果がなくて……それどころかますますひどくなって」

「それで、株を始めたんですの？」

　獅しぃ子こが訊きくと、倉くら子こは、はい、と答えた。

「結局のところ、わたしが欲しいと思うものはほとんどが物品で、例たとえば人の心とか、自分自身が強くなるとか、そういう努力が必要なものではなく、お金で手に入れられるものだと気付いたんです。それからは、株や投機にはまって──お金を買う、というのも楽しいですよ？」

「重症だね」

　前髪を搔かき上げて、棕しゆ櫚ろは笑った。

　そんな彼女を振り向いて、久く美みは首を傾かしげた。

「だけどよ、オレや美み巳み、倉子に獅ぃ子……羊よう子こもまあわかるけどよ、そのものずばりの《罪シン》だから。けどよ棕櫚、おまえの《怠惰スロース》や、巳み和わだっけ？　その《嫉妬エンヴイ》とかってのは、どうするんだ？」

「そうだなあ──まあ、何か考えるよ。のんびりとね」

　棕櫚がそう言うと、のっかるように巳和も頷うなずいた。

「こんな時にものんびりかよ」

　久美は苦笑したが、少女たちが集つどったホールは何となく和なごやかな雰ふん囲い気きになった。

「……じゃあ、わかりやすいところからいくか？」

「はぁい！　あたし、お腹なか空いた！」

　ば、と美巳が手を挙げた。

「きっと、光ひかる様さまもそうだと思うのぉ。だから、まずはあたしが光様に、食べる楽しさを教えてあげたいと思いまぁす！」

　獅ぃ子は皆を見回し、誰だれ一人、その提案に異存がないとわかると頷うなずいた。

「いいですわ。それでは美巳、あなたの御手並みを拝見するとしましょう」

「ちょっと待った」

　す、と手を挙げたのは棕櫚だった。

「なんですの？」

「思い出した。気になることがひとつあったんだ。……クラスメートの女子が今日、光様にワインを飲ませようと待ち伏せていたんだけど──」

「ワイン！」

　全員、美巳までもが、体を固くしたが、安心させるように棕櫚は手を軽く振った。

「ああ、大丈夫。聖せい別べつなんかされていない、普通のハウスワインだったから。だけど、ちょっと普通の行動じゃないだろ？　普段は、そんなことするような子じゃない、真ま面じ目めな子だって話だから、何かそうさせることがあったってことだ」

「それも、わたくしたちが集つどった日に、ということですわね？」

　棕しゆ櫚ろは頷うなずいた。

「告白でもしようとして、その景気付けじゃねーの？　ん？　勇気付けか？」

「景気付けでいいと思うけどぉ？」

　久く美みと美み巳みのやりとりを、そうかも知れない、と棕櫚は否定しなかった。

「でも、気をつけておいて損はない」

　全員が頷いた。

「クラスメートということなら、あなたたちに任せますわ。わたくしも、調べてみますけれど。それで？　その生徒の名前は？」

　棕櫚は考え込み、そうしてようやく思い出したのか、ぽん、と手を打った。

「うん。確か──」




　大きなくしゃみをして、白しら鳥とり愛あいは家の門を開けると、すん、と鼻を啜すすって、深く真っ白なため息をついた。誰かが噂うわさをしているのだろうか、とも考えたが、風か邪ぜを引いた、と考える方が正しい気がした──お腹なかの辺りは、まだ冷たい。

（今日はさんざんな一日だったな……）

　ポケットを探りながら、愛はしみじみとそう思った。

　変な転校生が三人も現れたのもそうだが、極めつきはやはり、進路指導の芥あくた木ぎ先生に見つかってしまったことだといえた。あれから一時間、進路指導室でみっちりと『取調べ』を受けたのだ。叩たたかれたりはしなかったが、繰り返しおんなじことを訊きかれ、大声を出され、机の脚を蹴けられ、生きた心地がしなかった。

　だが、愛は口を割らなかった。

　頑がんとして、あのワインは料理用に買って持っていたものだ、という主張を譲らなかった。

　それは噓うそだったが、

「天使が現れて、光ひかる君くんが悪あく魔まのような人たちに狙ねらわれてるって教えてくれたんです！　だから救世主の血であるワインを飲ませて、光君を守ろうと思ったんです！」

　と本当のことを言っても、その方がよほど噓うそっぽく、絶対に信じてなんかもらえなかったに違いなかった。それでなくても、芥木先生は夢もへったくれもない、ガッチガチの現実主義者の理科の担当教諭なのだ。

（光君、帰っちゃってたし……）

　厳しい尋じん問もんからようやく解放されたあと、もう一度、急いで体育館裏に行ったのだが、陽ひが暮れて真っ暗なそこに、光の姿はなかった。呼び出しといてすっぽかしたのだ──結果としてそうなったのだと気づいた時、愛あいは気絶しそうになった。

　ありえないことをしてしまった。

　もしも自分が同じことをされたら、怒るし、もしちょっと、いいな、と思ってても、幻げん滅めつして二度と好きになることなんかないだろう、と思えた。

　言い訳をするつもりはなかったが、理由だけは知っておいてもらいたい、と勇気を振り絞って教会を訪ねたのに会うことは出来なかった。

　出てきたのは昨夜会った老人で、

「まだ、戻ってないわい」

　と言われ、丁ちよう度どその時、すごい車が教会の前に停とまって、何となく強そうな男の人が降りてきて、愛を押しのけるようにして老人と話し始めたので、引き返すしかなかった。

（明日あした、話そう……光ひかる君くんならきっとわかってくれる）

　自分にそう言い聞かせて、愛あいはポケットから出した鍵かぎで錠じようを外した。

「ただいまー」

　玄関の扉を開けると、暖かい空気と美お味いしそうな夕食の匂においがして、ホッとして涙が出そうになった。外での出来事が、みんな悪い夢だったように思える。

「お帰り、愛。お父さん、帰って来るの七時頃ごろだって」

　キッチンから、今日は早番だったらしい母が、顔を出さずにそういうのが聞こえ、

「ん、わかった」

　と返事をして、愛はマフラーを外しながら階段を上がった。白しら鳥とり家では、夕飯は一家揃そろって食べるのが習慣になっている。帰宅が七時ということは、その後で父が着替えたりシャワーをしたりする時間を考えると、夕飯は七時半すぎになるだろう。

　部屋の扉を開け、誰だれが待っているわけではないが、

「ただいまー」

　と言って中に入り扉を閉めた途端──

『うむ、おかえり』

「きゃあ！」

　頭の中で声がして、愛は悲鳴をあげてしまった。あわてて口を手で押さえ、周囲を見回す。それは、間違いなくあの《天使エンジエル》の声だった。

　だが、部屋の中は冷たくしんとして、誰の姿もなかった。

「…………」

　気のせいだったのだろうか、と思った時、ひら、と何か白い物が天井から落ちてきて、愛は思わず手を出して、それを受けていた。掌てのひらの中に舞い落ちたもの──それは、一枚の純白の羽根だった。

（これって──）

　その瞬間、部屋の中が爆発的な白光に包まれて、愛は咄とつ嗟さに目をつぶったが、それでも光ひかりは完全には防げずに、瞳ひとみの奥が強く痛んだ。

『目を開けよ、白しら鳥とり愛あい』

　また、頭の中で声がした。もはや、幻げん聴ちようと思い込むことはできないレベルだった。これが幻聴なのだとしたら、本当にお医者さんに行った方がいい。

　恐る恐る、愛は瞼まぶたを開いた。

「あ……」

　思わず声が漏もれ、気付けば、とめどなく涙が溢あふれ、跪ひざまずいていた。

　ベッドの上に《天使》が浮かんでいた。

　巨大な翼つばさを動かすことなく広げ、体全体が光を放っている。それは、昨夜見た《天使》の姿そのものだった。そして、これは夢ではない。それともまた目が覚めて、一気に何時間も経たっている、ということになるのだろうか？

『私は夢ではないぞ、白鳥愛』

　心を読んだかのように、《天使》はそう言った。

『昨夜のこともだ。私は《大天使ラファエル》。あの時は、おまえの頭がまだ、私という存在の負ふ荷かに耐えられずに気を失ったため、私がおまえの体を操り、帰宅させたのだ。だが、もはやその心配はいるまい。おまえが、わたしのことを受け入れた証拠に、私はこうしておまえにはしっかりと実体化して見えている。とはいえ、この人間の世界でもこの地は特にわが神の威い光こうが弱い。さればこそ、彼奴きやつもこの地において転てん生せいを果たしたのであろうが──私も自由には動き回ることはできぬ。白鳥愛よ。昨夜も申しつけたが、神かみ代しろ光ひかるを守るのだ』

「ち、ちょっと待って下さい！」

　愛は慌あわてて手を挙げた。

「その……本当に、夢じゃないんですか？」

《天使》──いや《大天使アークエンジエルラファエル》は頷うなずいた。

「じ、じゃあ、光君とち、ち、ち、契ちぎれっていうのも──」

『それが、神代光を唯一、愛をもって地じ獄ごくから切り離す手段だ。そしてそれを出来るのは、真に彼奴を愛している者しかいない』

　指を突きつけられて、愛は息を飲んだ。ラファエルの爪つめは綺き麗れいに揃そろえられていた。

『そのための品も、渡したはずだ』

「あの弓矢、ですか？」

『そうだ』

「で、でも！　あたし、まだ、一四歳ですよ!?　そんな……光君と、その……え、えええええっちなんて──」

　かーっと顔が熱くなって、愛は両手で頰ほおを押さえた。

『嫌だと申すか』

「い、嫌とかじゃなくて、わかんないっていうか──」

『ならば仕方がない。おまえには劣るが、神かみ代しろ光ひかるに恋心を抱いている者が他ほかにいないわけではない。その者に任せるしかないな』

　ふわり、と部屋の隅すみにうっちゃっておいた弓矢が浮き上がってラファエルの手に納まった。

「！──ま、待って下さい！」

『待てぬ。我らは、彼奴きやつを再び地じ獄ごくの手に委ゆだねるわけにはいかぬ。おまえが無理だというのなら次じ善ぜんの策をとるよりしかたがない』

「そんな……」

　他の誰だれかと光が、天使流に言うなら『契ちぎる』など、考えただけで、愛あいは死にたくなった。そんなこと、ありえないと思えた。だが──

『ならば、おまえが果たすか？　選択は二つに一つ。やるか、他に任せるか、だ』

　愛は拳こぶしを握りしめ、ラファエルを見上げた。

「す、すぐには出来ません……だけど、どうしてもそれしかないなら……光君が他の人となんか……絶対に嫌ですっ」

　青く力のある視線に、真まっ直すぐに射い貫ぬかれて、愛は鳥肌が立った。全裸にされて、体の奥の奥まで見られているような感じがした。

『……いいだろう』

　静かな声で、ラファエルは呟つぶやいた。

『白しら鳥とり愛よ。おまえに時間をやろう。だが、時はあまりないと思え。すでに、一人の悪あく魔ま王おうにより選ばれた七人が神代光に接触した。彼奴はすでに地じ獄ごくの縁ふちに立っている』

「えっ!?」

『悪魔の使徒は、神代光に《大罪》を犯させるのが目的だ。それにより彼奴が再び地獄へと堕おちれば、世界は再びこの人の世を最前線として、天てん界かいと地獄との戦いに飲み込まれるだろう。すなわち、《ヨハネの黙もく示し録ろく》に予言された最終戦争ハルマゲドンが起こるのだ！』

　ラファエルが両手を天上に向かって差し上げると、晴れていた夜空に突とつ如じよとして雷が轟とどろき、愛は思わず耳を手で押さえた。

　そして、彼が手を下ろすと、辺りには再び静けさが戻った。

『……我らはそれを望まぬ。そのためには、神代光を地獄へ堕としてはならぬのだ。──む、早速、動き出したようだ。神代光は地獄の使徒ヘル・アポストルたちと駅に向かっている。白鳥愛よ、行って、奴やつらの企たくらみを阻止せよ。そして、一刻も早く彼奴と契るのだ』

　じわ、と滲にじむように天使の姿が薄れ始めた。

『どうやら時間のようだ。この地において、私が実体化できるのはこの場所のみ。声は届けることが出来るが、手は貸せぬ。任せたぞ、白鳥愛。神代光を《七セブンつ デツのドリ大ー シ罪ンス》から守るのだ。世界はおまえにかかっている──』

　ばっ、と光が散り、後には大量の羽毛と、玩具おもちやのような《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》が残った。

　今度こそ、夢ではなかった。

　少なくとも、愛あいには見えたし、そして聞こえた。

　天使の話は半分もわからなかったが、とにかく光ひかるが危ない、ということだけはわかった。誰だれかが彼に近づいて、悪いことをさせようとしているということだけは。

（許せない）

　愛は、《天使の弓矢》を手に立ち上がった。あの光に悪いことを──《罪》を犯させようなんて、そんなこと誰であれ、何であれ許されるはずはなかった。

（えっちなことはまだ決心できないけど……だけど光君はあたしが守る！　その日まで！）

　外したマフラーを再び首に巻き、愛は決意を胸に一人、部屋を出た。

　ラファエルは、光が駅に向かったと言っていた。ならば急げば待ち伏せることが出来るかもしれなかった。千代神宿区には五つの駅があるが、あの教会から一番近いのは、ＪＲ中央線の千代神駅。おそらくは、そこに向かったと思えた。

「──あら、愛。どこ行くの？　もうすぐお父さん帰って来るわよ？」

（ごめんママ。急いでるの！）

　説明しても、わかってはもらえないはずだった。

　愛は心の中で母に詫わび、寒空の下へ飛び出して、駅に向かって走り出した。
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　ＪＲ中央線・千ち代よ神がみ駅えきは、四ッ谷駅と信濃しなの町まち駅の間に古くからある、小さな駅である。

　ここ数年で開発が進んで、何となく恵比寿を思わせるような都会的な感じになっては来たが、駅の南側にはすぐに赤坂御用地が広がっていて、洗練された都会の感覚と、古くからの自然の姿が上う手まく調和していた。

　ただ、昔からの住人には、千代神駅周辺は変わり過ぎた、と評判はよくなかった。その一角だけ、巨大な高層マンションが建ち、さらにテナントに入ったデパートも、銀座や日本橋のような高級志向で、利用するのは地元の人間というより、別区からの人の方が多かった。

　その千代神駅の券売機で切符を買い、光ひかるたちはラッシュの波に逆らって新宿方面の電車に乗った。どこに行くのかを訊きいても、久く美みなどは、しらねえ、といい、獅しぃ子こも、さあ、と首を傾かしげた。どうやら、知っているのは美み巳みだけのようだったが、彼女に訊いても、それは着いてからのお楽しみ、と言って教えてくれなかった。

　それにしても、光たちは目立った。

　軽く変装をしているとはいえ、現役のグラビアアイドルである羊よう子こはそのままにしていても注目を集めるのは当然だし、他の少女たちも、色々な意味で目立つ存在だった。

　特に、獅ぃ子は別格で、何しろラバーマスクをした大男の肩の上に乗っているのだから、注目されないわけがなかった。

　少女たちは、

「景気が回復傾向にあるだなどと言ってますけれど、そんなの噓うそっぱちですわ」

「けれど、株価には明るい兆きざしが見えてますよ？」

「回復したのは一部の富裕層ですわ。株を買えるような。日本の経済そのものは、少しもよくなってなどいませんわ。ただ富の分配率が変わったに過ぎませんわ」

「そうだよねぇ、デパ地下とか行くと、すっご～い高い御弁当、平気で何個も買う人がいるけどぉ、反対側でやってるタイムセールとかには、その何十倍って人が群がるもん」

「けっ、貧乏くせえ！」

「お姉ちゃん……写真集の撮影とかって……大変……？」

「あら～？　巳み和わちゃん、興味あるの～？」

「……こく」

「んふふ～、じゃあ今度、光様と一緒にスタジオに招待してあげるね～」

「……嬉うれしい……」

　とか、楽しげに話していて、光はそれを黙って聞いていた。

「楽しそうだね？」

　振り返ると、すぐ横に棕しゆ櫚ろの顔があった。彼女も光同様、会話には加わらずに聞いているだけだったようだ。男の子っぽいけれど、傍そばに立つとやはり女の子だとわかる。匂におい、それに肌の綺き麗れいさが、はっきりと違った。

「すいません」

　光ひかるが謝ると、棕しゆ櫚ろは怪け訝げんな顔をした。それはそうだろう。いきなり謝られても、わけがわからなくて当然だ。

「えっと……何だか僕のために、転校までさせてしまったみたいで」

「何だ、そのことか」

「あの、父と母がどういうことをして差し上げたのかは知りませんけど、それは親同士のことだし、棕櫚さんは、気にしないで元の学校に戻っていいんですよ？　ううん、棕櫚さんだけでなくて、みんなも」

「ボクが嫌い？」

　光はあわてて首を振った。

「嫌いだなんてそんなこと。だけど、友達だっていたでしょ？」

「いないさ」

　扉に寄りかかって、棕櫚は微笑ほほえんだ。

「強しいて言えば、獅しぃ子こだけが友達だったかな。ボクは学校に行ってなかったからね。不登校ってやつ──ああ、別にいじめられてたとかそういうんじゃないよ。ただ、面倒だっただけだから。登校も勉強も。君のところへ来たのは、自分の意思さ。ボクだけじゃなく、皆ね。だから君は気にしなくていい。──な、そうだろ？」

　気が付けば、皆おしゃべりを止やめて、自分たちを見ていた。少女たちは一人一人、光の視線を受け止め、棕櫚の言葉を肯定するようにしっかりと頷うなずいた。

　光は、胸の奥が温かくなった。

　自分はなんて幸せなんだろう。みんなが優しくしてくれる。二日間、家を追い出されたのは大変だったけれど、そのおかげで玄げんと知り合うことが出来たし、登とう記き簿ぼを取り返すためにこうして集まってくれた皆と逢あうことも出来た。

　この不思議な巡り合わせに、何かに感謝をしようとした時、

『──間まもなく新宿に到着します。お忘れ物なきよう、お気をつけくださいませ。埼京線、山手線、総武線──』

　アナウンスが車内に流れ、車両はずらりと並んだホームへと滑り込み、少女たちが降りる準備を始めて、その機会は逸いつせられてしまった。

　だが、光は焦らなかった。今ここである必要はないのだから。




（どこに行くのかな……）

　新宿駅で降りた光たちを、愛あいは少し離れた場所から尾つけていた。マフラーを覆ふく面めん代わりにして顔の下半分を隠し、持って来たスポーツバッグの中には、《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》が忍ばせてある。

　あれから愛は、千ち代よ神がみ駅で光たちが現れるの待ち伏せることに成功した。

　駅に着いて、五分経ち、一〇分経たって、やっぱりあれは白はく昼ちゆう夢むか何かだったのかな、と思い始めた頃ころ、光ひかるは現れた。

　ラファエルの言った通り、光は一人ではなかった。

　彼は、七人の少女と一人の大男と一緒だったのだが、その中に見知った顔が三人もあったことに、愛あいは軽い驚きを覚えつつ、どこかで、

（やっぱり）

　と感じたのだった。

　田た名な網あみ久く美み、那な賀が花はな美み巳み、荒あら縁ぶち棕しゆ櫚ろ──揃そろいも揃って今日転校してきた三人が、こうして光と一緒にいるというのは、偶然だとは思えなかった。何しろ久美などははっきりと、光に会うために転校してきた、と言っていたのだから。

　だが、他の四人＋一人には見覚えはなかった。一人は何だか露出過多のお姉さんといった感じで、別の一人はぬいぐるみを持った『妹』という印象の少女だった。

　残る二人は秘書とその上司ごっこをしている関係、といった様子の少女たちで、中でも、気持ちの悪いマスクを被かぶった大男の肩に座った少女は、見るからに威張っていそうだった。

　だが、彼女の存在はありがたかった。人混ごみの中でも、あれなら見失うことがないからだ。あまり接近する必要がなく、尾行にはもってこいだった。

　一行は、新宿駅の西口──東京都庁を初めとする高層ビル群の建つ方へと向かっていた。高速バスなどのターミナルを地下から抜ける。丁ちよう度ど、会社帰りの人々と進む方向が逆になったが、買い物や食事に向かう人の流れも多く、愛が目立つことはなかった。

　冷静に考えるとやっぱり馬ば鹿かなことをしている、と思えたが、そう考えてしまいそうになる自分を、愛は叱しかりつけた。

　あれが妄もう想そうであったとしても、現げんにこうして光は怪しげな少女たちに新宿に連れ出されている。だがここで追いついて、光に事情を説明しても、信じてはもらえないだろう。そのためには、連中が光に《罪シン》を犯させるその寸前に飛び出していって、阻そ止しするのが一番だと思えた。それならば、いかに人の善いい光でもわかるはずだ。

　光たちは、最近出来上がったばかりの高層ビルの傍そばにある広場の、地下へと続いているらしいエスカレーターに乗った。

　傍に行くと看板が出ていて、地下にはレストラン街があることがわかった。数えてみると三〇店てん舗ぽくらいある。

（ご飯を食べにきたの？）

　それが何の罪になるのか、愛にはわからなかった。

（それとも、悪いことをする前にお腹なかをふくらませておこうとか？）

　可能性としては、それはあると思えた。お腹が空くとイライラするし、集中力も落ちる。だからつい、試験勉強中はお菓子を抓つまんでしまい、あとで体重計に乗って悲鳴をあげることになるのだった。

（そ、そんなこと反省してる場合じゃないわ！）

　余計な考えを締め出して、愛あいはエスカレーターに乗った。かなりの長さがある。地下鉄大江戸線のエスカレーターくらい長いと思った。三階分くらいを一気に降りる感じである。

　ちょっと太めのサラリーマンの背中に隠れながら、愛は財布を引っ張り出して中身を確認した。光ひかるたちがどこかの店に入るのなら、自分もそうする必要があるからだ。

（う……二千円……）

　銀行にはお年玉が貯金してあるが、明日あしたは土曜日だからお金は下ろせない（手数料がかかるから）。出来れば千円は残しておきたかった。

（お、お茶とかあるかな……）

　こういうレストランはお茶の一杯でも六〇〇円とかすることはわかっていたが、光のためには仕方がない。悪を滅ぼすために必要な投資だと愛は自分を納得させた。

　やがて長い長いエスカレーターは終わり、愛は太めのサラリーマンの陰から出ると、すぐに光たちを追った。彼らは広い地下街を奥へと進み、一軒の店の前で立ち止まると、ぽっちゃりとした少女──美み巳みが応対に出た店員と何かを話し、皆を中に通して、最後に自分が入った。

　愛は小走りに近付くと、店の看板を見上げた。

（……『Ａｈ、ｔｈａｔ[image: ]　ｇｏｏｄ！　新宿西口店』……か）

　聞いたことのない店だった。新宿西口店、とあるからには他ほかにも支店があるのだろうけれども。英語は苦手ではなかったが、なんて訳すのかわからなかった。

　中は、ずいぶんと広そうな感じがした。

　店の前に、食品サンプルを置いたディスプレーはない。代わりに台があって、その上にメニューが開いて載っていた。

（ここ、食べ放題のお店なのね）

　メニューには単品やコース料理ではなく、コースはコースでも、食べ放題のコースが幾いくつも印刷されていた。どれも時間制限はなく、飲みものは別で一定の料金を払えばいくらでも食べられる仕組みになっていた。

（どうしよう……）

　確かにメニューにお茶はあったが、それは、どれか食べ放題のコースを選んだ上でのものだった。コースは一番安いものでも、二五〇〇円からになっている。

　足りなかった。

（他に何か……）

　愛は、祈るような気持ちでメニューを捲めくった。ここからでは、店内の様子はまったくわからない。光を助けるには、どうしても中に入る必要があった。

（！　あった！）

　メニューの最後のページに、愛あいは『ケーキバイキング』の文字を発見した。これぞ天使の助け。一人、一五〇〇円──帰りの電車賃も出る。

　だが、これは重大な校則違反だった。

　親の同伴なく、喫茶店やレストラン（ファーストフードは除く）、カラオケ店に入ることは禁じられていた。いまどき、そんなものを守る生徒はいなかったが、一人でこういう店に入るのは初めてだった。

（行くわよ、愛……）

　マスクのようにマフラーを顔に巻きつけたまま、自動ドアの前に立った。

　扉が開き、途端に聞こえてきた大音量の過激な感じのするＢＧＭに、愛は一瞬躊ちゆう躇ちよした。だが、頭を振り、勇気を絞しぼり出すと中へと足を踏み入れた。

「いらっしゃいませー！」




「うわあ……」

　テーブルにずらりと並べられた料理の数々に、光ひかるは思わずため息を漏もらした。パスタやカルパッチョ、ピザに生ハムといったイタリアン、テリーヌやエスカルゴ、ポトフといったフレンチ、豪ごう快かいな大きさのステーキやじゃが芋のアメリカン料理、寿す司しや蕎そ麦ば、天ぷらといった和食、麻婆マーボー豆腐や北京ダック、回鍋肉ホイコーローといった中華料理等々──世界各国の料理がところ狭しと並べられて、どれもこれもが美お味いしそうな匂においを放っていた。

「さあ、めしあがれぇ」

　にこにことしながら、美み巳みが大きな取り皿を振る。

「どれから食べるぅ？　あたしが好きなもの、どれでも取ってあげる♥」

「どれって言われても……」

「あ。もしかして、どれもこれも食べ飽きちゃってるぅ？　光様の家、お金持ちだもんねぇ」

「ち、違います。そんな、飽きるなんて！」

　光は慌あわてて首を振った。

「そんなこと、絶対ないですよ。僕、小さい頃ころから粗食でしたから、だから、こんなに料理が沢たく山さん並んだのを見て、びっくりしちゃって」

「またぁ。粗食ってどれくらい？」

「一いち汁じゆう一いつ菜さいが基本です。あとはそれに焼き魚が一匹」

「噓うそぉ！」

　美巳はまるで、今日でもう食事は出来ません、と言われたかのように目を瞠みはった。

「そ、そんなの許せない！　光様？　光様はぁ、いままで絶対に人生を損してきたよぉ！　世の中には、ほらぁ、こんなに美味しいものが沢山あるんだからぁ！　それを知らないなんて、何のために、美味しい、って思って感動できる舌と頭をもってるのか、意味ないよぉ！」

「そ、そうですか……？」

「うん！」

　美み巳みは、力強く頷うなずいた。

「だけどもう安心！　美巳がねぇ、食べることの幸せ、今日から一杯教えてあげるから！　さあ、好きなものをどんどん食べてぇ。もう、いっくら食べても大丈夫！　ここは食べ放題のお店だから！　この料理はみーんな、光ひかる様さまのものだよ？」

「け、けど、他ほかのみんなは？　一緒に食べないんですか？」

　テーブルについているのは光と美巳だけで、他の少女たちはそれぞれ勝手に料理の置かれているテーブルに行ったり、部屋の隅すみの椅い子すに座って早くもケーキをつついたりしている。

「うん、いーのいーの。ご飯の御世話は、美巳の御役目なんだから。あたしはぁ、光様のご飯のご学友。食べることならおまかせよぉ？　都内のおいしいお店なら、ほとんど知ってるんだからぁ──さ、何から食べるぅ？　あ、このステーキって、意外と美お味いしいんだよ？」

　美巳は信じられないくらい大きな肉をナイフで切り分けると、それを皿に載せ、じゃが芋も付け合わせて光に渡した。

「食べて食べて？」

「う、うん」

　光はフォークを手にすると、血の滴したたるようなレアな肉を食べた。塩と胡こ椒しようだけで味付けをされ、肉本来の味が引き出されたステーキはとても美う味まく、思わず目を瞠みはった。

　それを見逃さず、美巳はまるで自分がそれを料理したかのように嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「美味しいでしょお？」

　光は大きく頷いた。

　もちろん、いままでステーキを食べたことがないわけではない。だが、時々食べていたあれは、もっと筋が多くて固く、厚さ五ミリほどだった。これがステーキなら、今まで食べていたあれはなんだったのだろう、と光は思わずにいられなかった。

　美味しすぎて、食べてる最中に涎よだれが湧わくなどという経験は初めてだった。

「じゃあ、次ね」

　そう言うと、美巳は光の食べかけのステーキは自分で食べてしまった。

　あ、と光は出かかった声を飲み込んだ。もっと食べたい、と思った自分に驚いていた。そんなこと、これまで感じたことがなかったのだ。

　美巳は、そんな思いを知ってか知らずか、今度はちいさなクレープのようなものに白髪しらが葱ねぎと胡瓜きゆうりの細切り、味み噌そのようなもの、それに飴あめ色いろをした炙あぶった皮のようなものを載せてくるりと巻いて差し出した。

「聞いたことはあるんじゃないかなぁ、これが北京ダック」

　確かに、話には聞いたことがあった。

　光ひかるは、クレープを思わせるそれを受け取ると、恐る恐るかぶりついた。そして、鳥肌が立つほど驚いた。

（おいしい！）

　甘いタレのようなものと、コクのある皮の脂がとても合っている。こんな食べ物が世の中にあることを知らなかったことを、光は悔しく思った。

「もっと食べるぅ？」

　光は頷うなずいた。

　それを見ると、美み巳みは嬉うれしそうに目を細め、鼻歌を歌いながら、もうひとつ、北京ダックを巻き始めた。




「うまくいきそうじゃねーか！」

　料理が満載されたテーブルから少し離れた場所で、ソーセージを齧かじっていた久く美みは、そう言って、傍かたわらの大男の肩の上で生ハムメロンを食べている獅しぃ子こを振り仰あおいだ。

　この店は美巳の推すい薦せんだったが、貸かし切きりというわけではないので、他ほかにも結構な数の客が入っていた。だが獅ぃ子の──というより、赤せき兎との傍そばに来る勇気のある者はいなかった。それはそうだろう。ラバーマスクの大男の傍に、好んで寄る奴やつなどいない。店の連中にしても、出来ることなら早く帰って欲しい、と思っているのが丸わかりだったが、無論、そんなのは無視だ。

　誰だれに迷惑をかけているわけでもない。赤兎はおとなしいものだし、大声で騒いだりしているわけでもない──その準備はいつでも出来ているが。

　だが、光の方を向いた少女の表情は、何な故ぜか厳しかった。

「何だよ！」

　すると、フォークを置き、獅ぃ子は睥へい睨げいするように久美を見た。

「わからないんですの？　光様の胃は《大食グラトニー》の《罪シン》を犯すには程遠い大きさのようですわ」

「え!?」

　久美は、テーブルを振りかえった。

　するとどうだ。

　驚いたことに、光は早くもお腹なかが一杯になりかけているようで、明らかに美巳が勧める料理に対する反応が鈍くなっていた。確かまだ、ステーキを一切れに、北京ダックを二つ、それにエスカルゴをひとつ食べただけのはずだ。

　普通の子供の一人前にも達していない。

「おそらくこれは、天使エンジエルどもが光様にかけた一種のプロテクト。あの程度で満腹になってしまうようでは、とても《大食グラトニー》とは呼べませんわ」

「どうするんだよ！　あ！　押さえつけて無理矢理食わせちまえば──」

「馬ば鹿かを言わないで。それでもし《大食グラトニー》の罪を犯させることが出来たとしても、そのあとはどうするんですの？　苦痛を与えるような真ま似ねをしたら、わたくしたちはお傍そばに置いてもらえなくなってしまうわ」

「じゃあ、どうするんだよ！」

　人目もはばからず、久く美みは怒鳴ってしまった。とても抑えきれたものではない。

「…………」

　獅しぃ子こはしばらく考え込むと、やがて腰に下げた乗じよう馬ば鞭むちを手にし、ぴしりと鳴らした。その音の命令が何であるかを即座に理解したのか、彼女の足である赤せき兎とはのっそりと、光ひかるのテーブルに向かって歩き出した。

　久美はついていかなかった。ここからでも様子はわかる。

　すると、獅ぃ子は光の傍かたわらで赤兎をしゃがませると、何事かを光の耳に囁ささやいた。

　するとどうだ！

　何な故ぜか光は、猛もう然ぜんと料理を食べ始めた。

　その様子に満足そうな微笑ほほえみを浮かべると、獅ぃ子は赤兎を立たせて戻ってきた。

「どんな魔法を使ったんだよ！」

　興奮して久美が訊きくと、獅ぃ子は小さく肩を竦すくめた。

「大したことじゃないですわ。食べ放題のルールを教えて差し上げただけのこと」

「ルール!?」

「ええ。残された料理はすべて廃はい棄きされる、というルールです。スパイスに、世界には飢うえで死ぬ子供が大勢いるのに、残すなんて贅ぜい沢たくなことだ、と付け加えましたけど」

「ははあ、それで光様は急に食べ出したのか！　残したら悪いと思って！」

「いきなり《大食グラトニー》の《罪シン》を犯せない体だというのなら、まずはこの方法で胃を大きくする必要がありますわ。──それにしても、あの子が一緒になって食べてしまっては、あまり意味がありませんわね」

　その言葉に振り向くと、いつのまにか光と一緒になって美み巳みが料理に手を伸ばしており、見る間まにテーブルの上のそれは消えていった。そのスピードと豪ごう快かいさに当てられたように、周囲の人々の食べる量と速さも、急に増したように思えた。

「どうやら、美巳の《罪シン》に当てられたようですわね。盛り上がってきましたわ」

　どうやら気のせいではなかったらしい。

　何となく、フロア全体の温度も少し上がったかのように思える。美巳が席を立つと客の全員がその後を追い、一部の料理では、奪い合いに近いことが起こった。まるで、彼女の手をつけたものこそがこの世の至し福ふくの料理であるかのように。

　その間も、光は黙々と料理を食べ続けている。

　さすがに《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》の面めん々めんは、美巳の《罪シン》に当てられることはなかったが、フロアには、一種異様な盛り上がりが生まれつつあった。店内に響くハードロックの音楽も、それを助じよ長ちようしている。

「ねえ～」

　甘ったるいその声に振り返ると、いつの間にか羊よう子こが傍そばに来ていて、獅しぃ子こに向かってこんな時でも離さない携帯電話をかざしていた。ごちゃごちゃといろんなストラップが付いている。

「あたしもちょっと試してみてい～い？」

「何をなさろうとおっしゃるの？」

「あたしの《罪シン》は知ってるでしょ～？　いい具合に熱っぽい雰囲気になってきたから、盛り上げてあげようかと思って～。ちょっと手伝って欲しぃかなあ」

「一気に《邪淫ルスト》の罪も犯させようというの？」

「ん～、そこまでは考えてないかな～？　でもとりあえず～光ひかる様さまがどの程度、女の子の体に興味があって、免めん疫えきがあるのか知っておかないと、ね～？」

　羊子は、久く美みもどきりとしてしまうような艶つやっぽい表情で、小首を傾かしげた。妙にさまになっているのは、さすがは現役のグラビアアイドルだったが、久美も、地下キャットファイトでのアピールなら負けない自信があった──そんなことで張り合っても仕方ないのだが。

「何をなさるおつもり？」

　獅ぃ子が訊きくと、羊子はにっこりとして、屈かがむように、と手を動かした。




　愛あいが自分の選択があまりいいものでないことを知るのに、時間はかからなかった。

　考えてみればあたりまえだったが、この店は、料理、ケーキ、アルコール、と食べ放題の内容によってフロアが異なっていたのだ。

　ゆえに、ケーキの会場にいては、光の様子はちっともわからなかった。

　だが、ひとつツいていたことがあった──トイレである。

　この店は、フロアは分かれていても、備え付けのトイレは一いつ箇か所しよで、すべてのフロアの前を通る廊下の先にあった。

　なので愛は、とりあえず怪しまれないために、モンブランを一個だけ食べると、早々にフロアを出て、トイレに向かった。そうしてまずは普通に料理のフロアを通り過ぎ、その時にちらと中の様子を確認した。

　入り口にはスィングドアがあったが、古いアメリカ映画の酒場に出てくるような胸の辺りにだけ仕切りがあるタイプで、向こうを見ることは簡単だった。

　光はすぐに見つかった。

　フロアの中央付近のテーブルに、那な賀が花はな美み巳みと一緒に座っていたからである。その前には大量の料理が並べられていて、なにやら苦しそうにしながら懸けん命めいに食べていた。隣で美巳は光の何倍もの速さで、楽しげに次々と料理を平らげている。

（光ひかる君くん……なんで……？）

　まるで苦く行ぎようの最中のようだった。

　他ほかの少女たちの姿が見えないのも気になったが、ここからでは見えない場所の方が多いから、それでフロアにいないと考えるのは浅はかだろう。かといって、あからさまに覗のぞき込めば気付かれてしまう。

　まだ悪いことをしようとしているような気配はなかったので、愛あいはフロアの前を通り過ぎ、トイレに入ると、五つ並んだ個室の中でただひとつ空いていたところへ入った。

　フロアを覗くための方便で来ただけだったが、外の寒さがあったところに紅茶を飲んでしまったので、ついでに用を足して外に出、手を洗いながら、いったい彼女たちが何をしようとしているかを考えた。

　食い逃げ──はありえなかった。何な故ぜならここは完全前金制だからだ。おかげで御財布の中身はいま、五〇〇円玉が一枚きりという寂しい状態である。ここを出たあと、光たちが別の店に入ることがないよう、祈るしかなかった。

「ううううー」

　個室のひとつから、そんな苦しげな声が聞こえてきて、愛はぎょっとした。

　思わず振り返ったが、見えるのは閉じた個室ばかりで、それ以上のことはもちろん何もわからなかった。

（あ、だめ）

　トイレのドアの下の隙すき間まから、ぞろっと長い髪の毛や青白い手が出てくるところを想像してしまって、愛はぞっとした。

（そ、そうだ、早く光君を見張らなくちゃ！）

　怖いわけじゃない、と自分に言い訳をして愛はトイレを出た。ああいう想像は、一いつ旦たん始まってしまうと止まらない。各フロアに続く廊下は暖かく、愛はホッとした。

　怪しまれないように出来るだけ自然に料理のフロアのスィングドアの脇わきの壁に、張り込み中の刑事のように体を寄せると、そっと中を覗き──息を飲んだ！




「じ、冗談じゃありませんわっ！」

　おもわず怒鳴ってしまってから、慌あわてて口を押さえたが、フロアにいた他の客が啞あ然ぜんとした表情になって食べる手が止まったのを獅しぃ子こは見た。だが、その声の主が大男の肩に乗った少女だとわかると、係かかわり合いを避けるが如ごとく、何事もなかったかのようにまた食事に戻った。

「そんなこと、出来るわけがありませんわよっ！」

「え～どうして～？」

　顎あごに人差し指を当てて、とろんとした何も考えていないような目で、羊よう子こは小首を傾かしげた。

「美み巳みちゃんには協力してるのに～」

「それとこれとは別ですわっ」

　声を潜ひそめて獅しぃ子こは怒鳴った。

「そんな《罪シン》は、わたくしのなかにはないですわっ」

「そんなの関係ないよ～。光ひかる様さまに《罪シン》を犯させるために、皆で協力しあうんでしょ～？　だったら、あたしのにも協力してよ～」

「で、ですけれどっ……」

「おい、なんだってんだよ」

　よく聞こえていなかったのか、苛いら立だったように久く美みが話に割り込んできた。獅ぃ子は彼女を振り向いて、鞭むちを持った拳こぶしを握り締めた。

「どうもこうもありませんわっ。羊よう子このやつ、わたくしたちに、そのっ……あの……」

「何だよ、はっきりしねえな！」

　久美は食器を乱暴に置いて、フロアの客の喉のどを再び詰まらせた。が、何な故ぜか店員は注意しには来なかった。

「何だってんだよ！」

「あのね～」

　と羊子が体をくねって、久美の耳に唇くちびるを寄せると、何事かを囁ささやいた。

　獅ぃ子には聞き取ることが出来なかったが、内容はわかっていた。さっき自分に耳打ちしたことと同じ、とんでもないことだろう。だが──

「へえ、いいじゃんか！」

　あろうことか久美は、それに賛同した。

「ちょっとおまちなさい、久美！」

「あん？　しかたねえだろ？　光様のためなんだ。そりゃあ、まあ……恥ずかしいけどよ。オレたちはいわば七人で一人！　こういう時には助け合いだよなっ」

「このっ、体育系がっ……」

　ぶるぶると獅ぃ子は体を震ふるわせたが、久美は意に介した様子もなく、他の同志を呼び集めると、羊子の提案を伝えた。

　皆、驚き、頰ほおを赤くしたが、反対するものはいなかった──光様のため、といわれては。




（苦しい……けど、残すなんて出来ないし……）

　これ以上食べたらお腹なかが、ぱん、と破は裂れつするんじゃないかと思いながらも、光は黙々と口を動かし続けていた。残せば、この食べ物は捨てられてしまうことになる。料理になる前、これは命だったのだ。そう教えられて育った光に、捨てるなど──出来ない。

　これまで、食事を辛つらいと思ったことなど一度もなかった。

　どちらかといえば、お腹が空いてご飯を食べることがほとんどであったし、量も少ないことが多く、満腹という感覚は今日まで実感したことがなかったのだということを知った。

（ご飯って、もう少し食べたいと思うくらいの量がいいんだな……）

　そう実感した。

　もうとっくに限界は超えていると思うのだが、テーブルの上の料理は、食べても食べても減らなかった。いつのまにか隣から離れて対たい面めんに座った美み巳みも、信じられないくらい食べているのだが、なくなった、と思った瞬間には、棕しゆ櫚ろがまるで競争のように次の料理を運んでくるからだった。

（うう……もう駄だ目めかも……）

　目を閉じ、フォークを握り締めた手が白くなるくらい力を込めて、光ひかるは胃が限界だと叫んで中身を押し戻そうとするのを堪こらえた。もしそんなことになったら、料理の材料となった命にも、これを一生懸命作った料理人にも、ここにつれて来てくれた美巳にも、申し訳がない。と──

（え……？）

　突然、その苦しみを癒いやすような柔らかさが、むにゅう、と両サイドから二の腕に押し付けられて、光は目を開いた。

「え？　え？」

　いつのまにか、少女たちに囲まれていた。

　左右の腕に感じた柔らかさの正体は、ジャージの下の意外なボリュームの久く美みと、スーツのジャケットのボタンを弾はじき飛ばしてしまいそうな倉くら子この、二人の少女の胸だった。

　二人とも、恥ずかしいけど頑がん張ばります、といった辱はずかしめに耐えるかのような表情で、光の腕を拘こう束そくするように取り、自分の胸に挟み込むようにして抱きしめていた。

　さらに、むに、と頭の上にも何かとても柔らかいものが乗っかってきて、首を動かすと、

「あん」

　と何だか不思議に甘い声が降って来た。

「牧もう鷹おう、さん……？」

「赤くなってる～。かわい～光様♪」

　羊よう子こだった。彼女が、上着の前をはだけてブラだけになった胸を、頭の上に乗せるようにして背中に抱きついて来たのだった。

「み、皆さん、何を……？」
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　すると今度はテーブルがどかされた。もう食事は終わりなのかと思って少しホッとしたが、今度は赤せき兎とに担かつがれた獅しぃ子こが前に来ると、彼の手によって、光の膝ひざの上に獅ぃ子が横むきに座らされた。さらに、巳み和わがテディ・ベアを抱えたまま傍そばに来て横からぬいぐるみごと、ぎゅーと抱きついて来た。

　力は大したことはなかったが、胃に詰まっている量が量だったので、光は少し慌あわてた。何が何だかわからなかった。だが、少し安あん堵どもした。これ以上は食べなくてすむ。フォークもスプーンも取り上げられたから、間違いないだろうと思えた。

（え──？）

　しかし、それは間違いだったとすぐに思い知らされた。何な故ぜなら、棕しゆ櫚ろと美み巳みがまたしても皿にこんもりと料理を盛り付けて、前に現れたからである。

「あまり食が進んでないようだから、ボクらが食べさせてあげるよ」

「ごめんねぇ、光ひかる様さま。自分ばっかり夢中になっちゃって、あたしって駄だ目めな子」

　光は首を振った。

　羊よう子この色っぽい声に、頭の中がぐるぐるした。

「き、気にしないでいいんですよ、み、皆さんほら、もっと食べてください」

「いや、今日は光様の歓迎会だからね」

　とても残念そうに、だがどこか面おも白しろがっている様子で、棕櫚は首を振った。

「ボクたちが食べさせてあげるよ」

「うん！　その方がきっとおいしいよぉ？」

　二人はそれぞれエビフライと生なま牡が蠣きをフォークに刺すと、光の口元にゆっくりと近づけた。

　う、と光は思わず下がった。限界だ、と体が言っている。

　すると、

「獅しぃ子こちゃん」

　頭越しに羊子が膝ひざの上の彼女にそう声をかけて、ツインテールの頭を突いた。俯うつむいていて顔が見えなかった獅ぃ子は、しばらく無言だったが、やがて光を振り仰いだ。困ったように眉まゆがハの字になって、白い頰ほおは赤く染まっていた。恥ずかしいけど我が慢まんしている、といった様子がありありと滲にじんでいて、光もつられて赤くなった。

　すると、それを見て腹を括くくったかのように、獅ぃ子は突然、乗馬服のジャケットを脱ぐと、止める間まもなく襟えりのリボンを解ほどき、ぷち、ぷち、とブラウスのボタンを外し、襟をはだけて再び光を振り仰いだ。

　恥ずかしそうな少女の顔の向こうに、微かすかな胸のふくらみが滑らかな光沢のある白い下着に包まれて見えた。思わず開いてしまった口に、エビフライが、生牡蠣がおしこまれ、光は驚いて嚙かみ締めてしまった。

　牡蠣のエキスが滴したたって獅ぃ子の唇くちびるを濡ぬらし、赤い舌がそれを舐なめ取った。

（あ……）

　どくん、と心臓がありえないくらい大きな鼓動を打つのを、光は感じた。口の中で旨うまみが広がり、ありえないことに空腹を覚えた。もっと食べさせろ、と頭の奥で誰だれかの声がした。

　ぐぐぅ、とお腹が鳴った。体が熱い。視線が、少女の胸に釘付けになる。

（……喰くいてえ）

　るる、と自分の喉のどが変な唸うなり声のようなものを発した、と思った瞬間、全すべてを闇やみが覆おおった！




（こんなの……こんなの、光ひかる君くんじゃない！）

　スィングドアの脇わきから、フロアの中を覗のぞきこんでいた愛あいは、信じられない光景に膝ひざを震わせながらも目を逸そらせなかった。光が──変わってしまった！

「はははははっ！　そうだ！　もっと持って来い！」

　叫び、飢うえた犬のように次から次へと料理を喰くらう少年は、もはや愛の知っている神かみ代しろ光と同じ人物とは思えなかった。

　ショートボブで女子みたいだった髪は炎のように逆立ってしまっている。何だか、体つきも一回り大きくなったように見え、しかも──あろうことか、その手は、二人の少女を抱きしめて、容よう赦しやなくその胸を鷲わし摑づかみにしていた！

　少女たちはそれに抗あらがうこともなく、されるがままになっているが、決して顔は嬉うれしそうではなかった。逆らえないから仕方なく体を投げ出している、という感じだった。

　だが、そんなことにはお構いなく、光は差し出される料理を次々と喰らい、酒を飲み、高笑いをし、食べれば食べるほどエスカレートする様子だった。

　しかもそれは、光たちだけに留とどまらなかった。

　どういうわけか、周りで食事をしていた他の客の様子までもが変わっていた。皆まるで、食べても食べても満足出来ないかのように、急にガツガツと食べだし、食器を使うなどもどかしい、といった風に皿に直接顔をうずめる者もいた。

　さらに、連れで来ていた客の何人かは食べ物でべたべたになった顔を寄せ合って、人前だというのに女同士でも構わずキスをし、あまつさえ互いの胸元に手を突っ込んだりしていた。

（と、止めなくちゃ）

　そうは思うのだが、体は動かなかった。目の前の光景を、現実だと認識出来ないからなのかも知れない。故障したのか、ＢＧＭのボリュームが急に上がって、光ひかるたちの声は何も聞こえなくなった。

　さすがに、驚いたように店員が飛んできて、中の光景を見て慌あわててフロアに足を踏み入れたが、途端、他ほかの客と同じようになってしまうのを、愛あいは見た。

（ここが境界線なんだ！）

　理由はわからないが、もしも自分も足を踏み入れたら、あんな風に大おお喰ぐらいの、いやらしい娘になってしまうに違いない、ということだけは理解した。

　強きよう烈れつな音楽に混じって、笑い声や、それとは違う、ちょっとえっちな感じのする声が高まっていく──それはまるで、何かの異様な祭りのようだった。

　次々と従業員が来て、飛び込んでは囚とらわれていく。増殖していく。

（止められない……）

　絶望が、胸の中にじわりと広がった。ラファエルの言った、地じ獄ごくに落ちる、という意味がわかった気がした。光があんな風に変わること、それは、元の光にとっては、まさに地獄に落ちるに等しい変化に違いなかった。

（だめ！）

　涙が溢あふれそうになるのを、ぐっと堪こらえて、愛は何か出来ることはないかと考えた。

　──弓を使え、白しら鳥とり愛！

　頭の中に、ラファエルの声が響いた。

　──何が起きているのかは私には見えぬが、今その場所に地じ獄ごくが口を開けようとしているのを感じる！　神かみ代しろ光に向かって、矢を放て！　魔ま性しようを封じ込めることが出来るはずだ！

　その声を、愛は疑わなかった。

　たとえそれが幻げん聴ちようだったとしても、可能性があるなら、やるしかない。それにあんな玩具おもちやの矢なら、当たっても決して刺さったりはしない。

　スポーツバッグを開くと、愛は中からあの弓矢を取り出した。小学生の低学年が見るようなアニメの変身ヒロイン少女が持っていそうなそれを、駄だ目め元で構える。

（お願いっ！　元に戻って、光君っ!!）

　手を離し、矢が境界線を越えた瞬間、爆発的な光ひかりがフロアを包んで、愛は腕で目を覆おおった。やかましいＢＧＭが消え、笑い声も、えっちぃ声も消えた。そうして、光も消えてゆっくりと視力が戻ってくると、そこには、きょとんとした客と少女たちがいた。

「きゃーっ、何これっ！」

　いつの間まにか服を脱いでいた客の一人が悲鳴をあげ、それをきっかけにフロアは再び混乱の中に突き落とされたが、愛あいはホッとしていた。

　光ひかるの姿が元に戻っていたからだ。

　矢が当たったとは思えない。たぶん境界を越えた時に消えてしまったのだ。しかし、効果はあったようだった。少女たちが驚いたように目を閉じた彼の体を揺すっている。だが、愛は心配はしなかった。光の表情は、まるで母親に抱かれて眠る赤ん坊のように穏やかだったからだ。

（あっ！）

　棕しゆ櫚ろがこちらを見た気がして、愛は慌あわてて隠れた。夜にこんなところにいるというのは、彼女たちも同罪だったが、向こうにはあのラバーマスクの大男──つまりは大人が一緒にいる。先生に報告をされたら、言い逃のがれが出来ないのは愛の方だけだった。

　ワインのこともある。もしもこれで停学なんてことになったら、光と同じ高校に行く、という夢は本当に夢になってしまうかも知れない。

（ひとまず退散しよ……）

　誰だれにも見み咎とがめられない内に弓矢をスポーツバッグにしまうと、愛は立ち上がって振り返り、その瞬間、凍りついた！　それは、苦しげな様子で口元をハンカチで押さえてトイレから出てきた女性と、ばっちりと目が合ってしまったからだったが、それは──

「あ、芥あくた木ぎ先生っ!?」

「あっ、あなたっ！」

　葉を半分に切ったような眼鏡めがねの奥で、それまで死んだ魚のようだった瞳ひとみがギラリと光った。

　愛は慌てて踵きびすを返したが、目の前は集まった野次馬でごった返していて、とても押し退のけて逃げられる状況ではなかった。

　肩に力強く手が置かれるのを感じて、愛は震ふるえ上がった。

「……制服でこんな時間にこんな場所にいるなんて、ご両親と一緒なんでしょうねえ？」

　服に指が食い込んできて、ぬう、と肩越しに芥木先生の横顔が伸びてきた。微笑ほほえみが、余計に怖かった。

「さあ、いらっしゃい。他ほかの先生方もいらっしゃるから、お話はそこで聞きましょう？」

「あ、あのっ、待って……あーっ！」

　容よう赦しやなく引きずられて行く中、愛は必死にフロアの方に向かって手を伸ばしたが、それを誰も摑つかんではくれなかった──。




「これは何事ですのっ！」

　ぐったりとした光の胸にしがみつきながら、獅しぃ子こは混乱の中で声を張り上げた。せっかく光の堕落ダウンフオールが始まったと思ったら、突とつ如じよ、光ひかりが爆発し、それが収まると光は元の人の良さそうな姿に戻ってしまっていた。

「わかんねえよ！　とにかく、光ひかる様さまが無事なのかそれを確かめるのが先だろっ！」

　久く美みの言う通りだった。

　あまりの眩まぶしさに尻しり餅もちを突いていた少女たちも立ち上がって、七人で光を囲んだ。獅しぃ子こだけは、膝ひざに座っている位置関係で覗のぞき込むというわけにはいかなかったが、他の皆はこぞって光の顔を見下ろし、胸を撫なで下ろした。

「大丈夫みたい～」

　自分の胸を枕にして光の頭を乗せた羊よう子こが、顔を近づけて呼吸を確かめ、そう言った。獅ぃ子も胸に耳を当て、頷うなずいた。鼓こ動どうもしっかりとして、安定している。

「それで、どうなったんだい？」

　棕しゆ櫚ろの声に、獅ぃ子は光の胸から顔を上げた。

「わかりませんわ。光様は《罪シン》に目覚めかけた──それは間違いありませんわ」

「だな」久美は頷いた。「恥ずかしいけどさ……すっげぇ気持ちよかったし。な、倉くら子こ？」

「え、ええ……」

　倉子は眼鏡めがねを持ち上げ、乱れたスーツの襟えり元もとを直しながら掠かすれた声で答えた。その頰ほおはまだ赤く、レンズの奥の瞳ひとみはどこか潤うるんで焦点が揺ゆれていた。

「ご飯も、すっごく美お味いしそうに食べてたのにぃ……」

　美み巳みが指を咥くわえて残念そうに呟つぶやく。

　彼女たちの言う通りだった。あの時、確かに光は《あのお方》に変へん貌ぼうしかけていた。だが、それは邪じや魔まをされた。《罪シン》は吹き飛び、光はこうして邪じや気きのない顔で眠っている。それが誰だれかの仕し業わざなのか、それとも《罪シン》の犯し方の深さが足りなかったのかは、わからなかった。

　獅ぃ子はため息をついた。

「今日は、これまでですわね。事を急ぎすぎて、光様が死んでしまったり、壊れてしまったのでは意味がありませんわ。やはり──わたくしたち全員が、光様と御一緒にあの屋敷に住むのがベストなようですわね。そうして、少しずつ《罪シン》にまみれていただきましょう」

「オレは、端はなっからそのつもりだけどな」

　久美はニヤリとした。

「うん！　美巳も毎日たくさん、光様にご飯食べさせてあげる！」

「あたしも～。一緒にお風呂とか入ってあげる～」

　羊子の言葉に、棕櫚たちも同意し、巳み和わもこっくりと頷うなずいた。

「……添い寝、するの」

「決まりですわね」

　獅ぃ子は頷いた。しくじりはしたが、実りは多かった。

「あ、起きた！」

　久美の声に、皆が光ひかるのことを覗のぞきこんだ。

　少年はゆっくりと瞳ひとみを開けると、《罪シン》の少女たち、一人一人を見つめた。

「あ……皆さん、おはようございます♪」

　にっこりと微笑ほほえむ。何だか、すがすがしさに磨きがかかっている気がした。途端──

「ま、まぶちぃーっ!!」

　光の微笑みが凄すさまじいばかりの光ひかりを発し、獅しぃ子こを初め、七人の少女たちはそのあまりの神聖さに灼やかれ、炎に包まれた！

　捕らえられた魔女が火ひ炙あぶりになるように！

　燃える！

　燃える！

　燃える！

　燃え──

「ど、どうしたんですか……？」

「はっ!?」

　光の声に耳を揺さぶられ、目を開けてみれば、炎などどこにもなかった。火傷やけどひとつ負ってもいない。幻げん覚かくだったのだろうか。

「い、いえ、なんでもありま──」

　せんわ、と言って手を挙げた途端、ぼろり、と服が崩れた！
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「きゃっ！」

「わっ！」

「やっ！」

　光の周りで次々と声が上がり、獅ぃ子と同じように七人の服は跡形もなく崩れ、少女たちは悲鳴を上げながら腕を胸のふくらみに当て、腿ももをすり合わせ、その場にしゃがみ込んだ！

「う、うわっ……！」

　だが、少女たちよりも、よほどうろたえたのは光の方だった。

　彼は真っ赤になった顔を手で覆おおうと、

「み、見てません！　でもなんで皆さん裸なんですかあっ!?」

　と叫んだ。

　そんなこと、聞きたいのはこっちの方だった。

「な、なんですの、これっ！」

　獅ぃ子は必死に体を折り曲げて、胸を隠しながら叫んだ。

「わ、わかんねーよ、そんなのっ！──ああっ、光様がっ！」

「どうしたんですのっ！」

　体を起こせない獅ぃ子には、他ほかの人に確かめてもらうしかなかった。

「また気絶した！」

「ん～……たぶん、女の子に免めん疫えきがないのに、こんないきなり大胆な目にあっちゃったからだと思うわ～。気絶するの、癖くせにならないとい～んだけどな～」

　羊よう子こだけはどこか余裕がある感じで、腕で胸を隠しながらも光ひかるの髪を撫なでていた。

「そんな暢のん気きに言ってる場合じゃないでしょう！──赤せき兎と！　わたくしたちの服を何とかしなさいっ!!　その後で撤てつ退たいですわっ!!」

「むふーっ」

　ラバーマスクの大男はそう返事をすると、ぐるりと少女たちに背を向けて、その場にいた女性客の服を無理矢理引き剝はがし始めた。

「何するんですかっ!!」

「きゃーっ！」

「おい、やめ──ぐはっ！」

　そんな悲鳴が上がる中、獅ぃ子は光の膝の上で羞しゆう恥ちに白い肌を震ふるわせながら、

（このぐらい何てことありませんわ！　いかなる辱はずかしめを受けようとも……わたくし、使命は必ず果たしますわ！）

　そう、改めて決意を固めた。

「むふーっ！」

　食べ物の散乱するフロアに、罪のない人々の服が、散る葉のように乱舞した。




　目が覚めた時、光ひかるは一人だった。

　全すべてが夢であったかのように、辺りは青い闇やみと、静けさに包まれていた。一瞬、公園のベンチかと思ったがそうではなく、そこは、ふかふかしたベッドの上で、自分で着替えた記憶はなかったが、しっかりとパジャマだった。

「…………」

　布団から出てスリッパを履はき、水差しが置かれたテーブルに向かった。

　そこには、一枚のメモが残されていた。

『光様、ゆっくりとお休み下さいまし。今こ宵よいは引き上げますが、二日後、準備を整えたらまた参ります。　～七人委員会～』

　メモには、そう書かれていた。

　光はそれを大事に畳たたむと、どこかに行ってしまわないように水差しの下に挟はさみ、天井から床下まで全面ガラス張りの大きな窓に寄った。

　額ひたいをつけると、ひんやりと気持ちがよかった。

　屋敷は、しんと静まり返っていて、何の音も聞こえては来なかった。久しぶりに、目眩めまいがするほど賑にぎやかな一日を過ごした分、この静けさは、何な故ぜかとても辛つらく感じた。

　静せい寂じやくには重さがあるのだと、生まれて初めて知った。本当に一人きりになってしまったのだということが、骨身にまで食い込んで思い知らされた。

「……ここは、僕一人には広すぎるよ、お父さん、お母さん……」

　ぎゅ、と拳こぶしを握り締め、その場にしゃがみ込み、光は、両親が死んでから初めて、

　──声を上げて泣いた。




「なんじゃこりゃあっ!!」

　日曜日の昼下がり。

　神かみ代しろ邸ていの前に立ったジャージ姿の田た名な網あみ久く美みは、鉄てつ扉ぴに下がった看板を見て、一瞬でぶち切れ、何度も繰り返し、蹴けりを入れた。一撃ごとに、看板は変形して、鉄扉に当たって大きな音を立てた。

　すぐ傍そばで、海外旅行用の大型のトランクを脇わきに置いた美み巳みは、小さなため息をついて、彼女の怒りが収まるのを待っていたが、時間がかかりそうだと思ったのか、トランクを横倒しにしてその上に座ると、ポケットから、歯が痛くなりそうなほど甘い、ピーナッツ入りヌガーバーを取り出して、齧かじった。

「あ」

　しばらくすると、すーっと黒塗りのリムジンが止まり、ドアが開いて、ラバーマスクを被かぶった燕えん尾び服ふくの大男に肩に担かつがれた、乗馬服姿の獅しぃ子こが降りてきた。

　さらに、今日は彼女だけではなく、同じ車の反対側から棕しゆ櫚ろも降りてきた。

　美み巳みは手を振った。

　獅しぃ子こには眉まゆを顰しかめて無視されたが、代わりに棕櫚が微笑ほほえんでくれた。

「何事ですの、これは？」

　その声に、久く美みはようやく看板へのストンピングをやめた。

「見ろよ、これっ！」

　彼女が指差した看板を見て、獅ぃ子の眉はピクッと跳はねた。

　そこには『当邸宅は区の所有物であり、立ち入りを禁じます』と書かれていて、上う手まいんだか下手なんだかわからない、少年が開いた手を突き出し、『だめだぞ！』と吹き出しに台詞せりふが入った漫画までもが描かれていた。

「……なんですの、これは？」

「オレが聞きてーよ！　インターホンいくら押してもうんともすんともいわねーし！」

「でしたら、中に入って確認したらどうなんですの!?」

「もうやったよぉ」

　嚙かみ付いた獅ぃ子に、美み巳みはそう答えた。

「さっき、久美ちゃんが中に入ったけど、誰だれもいないって」

「本当ですの？」

「ああ。光ひかる様さまの部屋にも入ったけど、荷物がなかった」

「どういうこと……？」

　大男の肩の上で、獅ぃ子は眉を顰めた。再び何者かが、この屋敷を騙だまし取ったというのは考え難にくかった。看板には区の所有物となっているが、役所が簡単に買えるような値段の土地、建物ではない。

「おはよ～」

　甘ったるいのんびりした声に顔を上げると、羊よう子こが、巳み和わと倉くら子こと共にこっちにやってくるのが見えた。三人はずいぶんと軽装だった。とても引越しとは思えない。もしかして自分が変なのだろうか、と美巳は首を傾かしげたが、荷物が来るまでの間のお菓子を詰め込めば、どうしたってこのくらいの大きさのトランクが必要だった。

「どうしたの～？」

　険悪な雰囲気を感じ取ったのか、今日も胸元の大きく開いた服を着た羊子は、寒さなど感じていないかのように微笑んだ。

「光様がいなくなったんですわ」

　苛いら々いらと自分の腕を叩たたきながら、苦々しく獅ぃ子は答えた。

「区役所に問い合わせようにも、今日は日曜日。まったく腹立たしいですわ」

「ふぅん……じゃあ、あれって誰だれ～？」

　羊よう子こが上げた手の先を振り返った少女たちは、あっと声を上げた。

　道をのんびりとやって来るのは──神かみ代しろ光ひかる！

「あ、皆さん」

　光は、彼女たちのすぐ傍そばまで来ると、深々と頭を下げた。何な故ぜか手に箒ほうきを持っている。

「こんにちは。金曜日はすみませんでした」

「こちらこそ──ではなくて！」

　獅しぃ子こは大男の頭を平手で叩たたき、看板を指した。

「そ、そんなことより、これはどういうことですのっ!?」

「あ、それですか。えっとですね……都に寄付したんです」

「寄付!?」

　それを聞いて卒そつ倒とうしそうになったのは倉くら子こだった。彼女は《強欲グリード》の罪を背負っているだけあって、何よりその言葉が嫌いということだった。

「大丈夫ですか？　えっと……鏡かがみさん？」

　倉子は顔を逸そらして、大丈夫です、と言うように手を挙げた。

「それよりも何な故ぜですのっ!?」

「え？──ああ、金曜日、一人になってみて思ったんですよ。この家は、僕一人には広すぎるって。それに、両親との思い出も多すぎて、ちょっと辛つらいな、って」

　光は、少し寂しげに微笑ほほえんだ。

　またも光ひかりが発せられて、全員、裸にされてしまうのではないかと少女たちは身構えたが、今回はそういう事はなかった。あれは、何かの要因が必要らしい。

「で、ですけれど、光様!?」

　気を取り直し、獅ぃ子は言った。

「今日からは、わたくしたちもここに一緒に住む予定でしたのに、それは考えては下さらなかったんですの!?」

「えっ!?」

　光は、今初めてそんなことを聞いた、というような驚いた顔をした。

　そのことに獅ぃ子たちも、驚いた。

「もしかして……誰も、光様にそのことをお話ししてなかったんですの……？」

「オレ、てっきり、あんたが話したもんだと」

「あたしもぉ」

　久く美みと美み巳みがそう言うと、他ほかの少女たちも頷うなずいた。

「わ、わたくしは何も言っておりませんわ！　てっきり、わかっているものだとばかり……」

　あとの言葉を飲み込んで、獅ぃ子は変形した看板を見つめた。

（こういうの、なんて言うんだっけ……）

　言葉を失った獅しぃ子こを見あげて、美み巳みはそんなことを考えたが、思い出せなかった。

　気まずい沈黙が雪のように降りてきた。

　これは大きな躓つまずきのように思えた。

　ただの勘かん違ちがい、といえばその通りなのだが、何となく皆、これがこれからの全すべてを象徴しているような気になっていることが、美巳にもわかった。と──

「そうだ！」

　積もった沈黙を吹き飛ばすように、光ひかるが、ぽん、と手を叩たたいた。

「皆さんで、僕のお世話になっているところへ来ませんか？　まだたくさん部屋があるから、皆さんが全員越してきても、まだまだ余裕がありますよ？」

　それを聞くと、全員の顔が明るく輝いた。

「本当ですの!?」

「はい。多分、玄げんさんも、いいって言ってくれると思います。あ、玄さんっていうのは管理人さんなんですけど、僕、すごく気に入ってるんです、玄さんも、家も」

　噓うそ偽いつわりなく、光はとても嬉うれしそうだった。

　獅ぃ子は皆を呼び集めると、赤せき兎とに膝ひざを折らせて円になり、どういたします？　と訊きいた。

「役所からここを取り戻すには、色々と時間がかかりますわ。それよりも、いまは共にお世話になってでも光様と離れない方がいい、とわたくしは思いますけれど？」

「オレは賛成」

　久く美みは言った。

「玄、って、何か聞いた覚えがあるような気がするんだけど……ま、いいや。せっかくだし、いいんじゃねえの？」

　すると、他ほかの少女たちもこぞって頷うなずいた。

　決まった。

　七人は円陣を解くと光に向き直った。

「では、光様……皆で、お世話になることにいたしますわ。わたくしたち《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》、ご学友として、しっかりと光様のお世話をさせていただきますわ」

「そんな、気を使わなくていいですから」

　光は、ちょっと困ったようにはにかんだ。その笑顔がまた愛らしく、七人の少女たちは、揃そろって胸を射い貫ぬかれ、へなへなと力が抜けてしまいそうになった。

　恐るべき《あのお方》の『魅了力チヤームパワー』、である。

「と、ところで光様？」

　ラバーマスクの頭にしがみついて、獅ぃ子は訊いた。

「その御宅というのは、ここから遠いのですか？」

「そんなことないですよ？」

　光ひかるは、邸宅の方を向いて言った。

「この屋敷のすぐ向こうにある、森に囲まれた教会ですから」

「きょうかいいいいいっ!?」

　七人の少女たちは悲鳴を上げ、それは、冬の澄んだ空に高く高く吸い込まれていった。
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　……あ、はい、天使様。

　あの女の子たちは、結局、元・教会に引っ越したみたいです。光ひかる君くんが……そう言ってましたから……くすん。

　でも、どうして平気なんですか？

　何が、って──だって、一応、昔は教会だったわけですよね？　それでそれで、あの女の子たちは、悪あく魔まに選ばれたんですよね？　なのに、どうして──はい。あの教会は、もう何年も神父さんがいないはずです。

　それじゃあ、とっくに神聖さは失われてる？　そういうものなんですか？

　……よくわかんないです。

　え？──あ、はい。光君は今のところ、特に変わってないです。前と同じ、優しくて、素直で、自分のことより人のことを心配しちゃう光君です。

　今日だってですね、天使様？

　光君ってば、あたしがゴミの分ぶん別べつをしていたら、手伝ってくれたんですよ？　白しら鳥とりさんは偉いですね、なんて言ってくれ──は、はい……わかってます。

　わかってますけど、そんなのまだやっぱり早いです！　え、ええ、えっちなんてっ。

　きゃーっ！

　や、やっぱり、そのっ、そういうことをするのはっ！

　デートしてっ！

　それでそれでキスとかしちゃってっ！

　それから、またデートしてっ──って、まどろっこしいとか言わないでくださいっ！

　一生に一度の大事なことなんですから……くすん。

　……すいません。わかってます。

　早くしないと、また光君がおかしくなっちゃうんですよね？

　あたしも、あんな光君は嫌です。嫌ですけど……。

　あ、そうだ。

　天使様に、聞こうと思ってたんですけど、新宿での夜、田た名な網あみさんたちは、どうして裸になっちゃったんですか？

　あとから、あの人たちの服は焦こげた紙みたいにボロボロに崩れたって聞いたんですけど。

　え？　光君の笑顔のせい、ですか？

　無理やり堕落ダウンフオールさせられそうになった反動で、身を守ろうと神聖さを笑顔と共に放射した？

　それで、服とは元々毛皮の代わりに身を守るための鎧よろいだから、光君の神聖さで身を灼やかれる代わりに服が灼けて、身を守った──ですか？

　……ふうん。

　そ、そんなっ！　そんなこと思ってません！　いま適当に考えただろう、だなんて！　天使様、少し被害妄もう想そうですよっ!!

　あっ、ぶたないで！　ごめんなさい！……はぁ。

　──こほん。

　はい、わかってます。

　あたし、頑がん張ばって光ひかる君くんを守ります。絶対にもう、あんな風に変わらせたりしません！

　…………。

　……。

　でも、天使様……？

　本当の本当に、光君が……あの悪魔神《ルシファー》なんですか……？





でぃ・えっち・えぃ（１）《終》









　　　　　あとがき







　てなわけで。

　新年一発目に、新しいシリーズ（になることを切に切に願うっ!!）を始めることが出来まして、笑しながら火の周りを踊ったりしたい気分の、ゆうきりんでゴザイマス。




　電撃デビューとなった『ヴァルキュリアの機甲』、趣味丸出しの『めがねノこころ』が、銃をバリバリ撃ちまくって、硝しよう煙えんの臭いがぷんぷんするような（しない？）話だったので、今度はもっと軽いノリのものを、という世間的な流れもあって生み出されたのがこのお話です。

　とはいえ、書いてるのは、某レーベルではヒロインの足を斧おので本人に平気でぶった切らせたりするような作者ですから、油断は禁物です。

「ふみぃ～ん」

　とか言ってくねくねしてる次のページでいきなりっ！

　焼きゴテをジュウと押し当てられてっ！

「ぎゃあっ！」

　と血を吐はくような悲鳴をあげたり──しませんよ～♪

　ご安心あれ～。

　名曲『Ｎｅｋｏ Ｍｉｍｉ Ｍｏｄｅ』を聞きながら、そんなのは書けませんとも！




　さて、タイトルの『でぃ・えっち・えぃ』ですが。

　これは魚に含まれている、摂せつ取しゆすると脳細胞が活性化されて記憶力が倍増し、老ろう人じん性せい痴ち呆ほう症しようが治り、誰でも天才になれるという人類の夢の物質（大いに誇こ張ちようあり。信じないように）、高度不飽和脂肪酸の一種であるドコサヘキサエン酸のことではありません。

　たぶん、タイトルに何の略か載ると思うんで書いちゃうと、


　Ｄ：ＤＥＶＩＬ

　Ｈ：ＨＵＭＡＮ（あと……わかるでしょ？　思春期の君なら）

　Ａ：ＡＮＧＥＬ



　で、『ＤＨＡ』なわけです。

　じゃあ、なんでこんなタイトルなのかっていうのは、本文を読んでくださいませ！　それで多分、わかると思うので。




　そうそう『夏越なごしの祓はらい』やってきました（何の事かわかんない人は、『めがねノこころ３』のあとがきを読んでくださ～い）。

　去年前半の厄がそれで落とされたかというと……そうなような、そうでないような、微妙な結果が待ってました。とにかく八月はメンタル面でめっちゃ追い込まれることが起こりましたし──でもまあ、それが厄祓いだったなら、仕方ないかなあ、とも。

　とりあえずこうしてまた、新しいお話をお届けできるのが何よりの『福』ですね。

　よかったよかった。




　ということで。

　順調に行けば、二巻目は春にお届けできるかもしれません。そうなるように頑がん張ばります。

　それでは、またお逢あいしましょう！




　二〇〇四年　一一月上旬


ゆうき　りん　　






※『でぃ・えっち・えぃ』はフィクションであり、実在する地域、個人、法人、店、団体等とは何ら関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画とお寿司。時間を見つけてはエネルギーを充填して戦いに挑んでいる。自分に合う枕を探して回るピロージプシーでもある。近著に『めがねノこころ』シリーズ（電撃文庫）、『オーパーツ♥ラブ』シリーズ（集英社スーパーダッシュ文庫）がある。買ってくださいまし。是非。
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イラスト／小こ宮みや裕ゆう太た

関東の田舎在住。主にまんがを描いて暮らしています。チョコレートと猫がすき。
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